






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　無機質な黒い画面に、緑色の英字の羅ら列れつが浮うかび上あがり、明めい滅めつする。

「ＳＹＳＴＥＭ　ＲＥＡＤＹ・・・［ＯＫ］」

　直後、画面が白く染まった。




　ＭＡＮＫＡＩカンパニー秋あき組ぐみ第四回公演が無事に千せん秋しゆう楽らくを迎むかえた夜、ＭＡＮＫＡＩ寮りようでは盛せい大だいな打ち上げが行われていた。

　呼よび鈴りんが鳴って、ポテトをくわえた支配人が小走りに玄げん関かんへ向かう。

「失礼する」

　三た和た土きで頭を下げていたのは、エキゾチックな装しよう束ぞくに身を包んだ長身の男だった。

　年の頃ころは三十代といったところだろうか。ダークカラーの短たん髪ぱつは右側で分けられ、グリーンがかった瞳が思し慮りよ深ぶかさを感じさせる。

「はいはい、どちらさま──」

「こんな時間に突とつ然ぜんすまない」

　彫ほりの深い男の顔立ちと装束を見た支配人が、慌あわてたように両手を振ふる。

「あ！　え、ええと、アイム、できない、イングリッシュ！　サンキュー、さよなら！　ハバナイスデイ！」

「イスケ、日本語で大だい丈じよう夫ぶネ」

　男の後ろからひょっこり顔を出したのは、春はる組ぐみのシトロンだった。

「え!?　あれ!?」

　目を白黒させながらシトロンと男の顔を見比べる支配人に、シトロンがわずかに微ほほ笑えんだ。

「彼かれはガイ。ワタシの──従じゆう者しやダヨ」

「従者……？」

　現代ではあまり聞かない言葉だ。支配人がぽかんと口を開けて、動きを止める。

　たしかに男が着ている装束はシトロンと雰ふん囲い気きが似ている。

「こちらの劇団の責任者に会いたい」

　ガイがぴくりとも表情を動かさずに告げると、支配人はようやく我に返ったように両手を広げた。

「あ、ええと、ウェイト、しばらく、プリーズ！」

　その後、支配人に連れてこられたのは総そう監かん督とく兼けん主しゆ宰さいである立たち花ばないづみだった。

　突然の訪問に驚おどろきながらも、ガイを談話室へと案内する。




「シトロンくんを迎えに来た……？」

　ガイから端たん的てきに説明された内容を、いづみは呆ぼう然ぜんと繰くり返かえした。

　目の前のソファに座っていたガイは、いづみの動どう揺ようをまったく気にかけない様子でうなずく。

「シトロニアはザフラ王国の王おう太たい子しだ。次期国王として、三カ月後の戴たい冠かん式しきに出席しなくてはならない」

「次期国王……!?」

　目を丸くしたいづみに続いて、シトロンと同じ春組の皆みな木ぎ綴つづるが、あ、と口を開ける。

「そういえば、ザフラ王国でもうすぐ戴冠式があるって、兄貴が言ってたけど……」

「まさかシトロンさんが、国王なんて……」

「お忍しのびキタコレ」

　佐さ久く間ま咲さく也やが目を見開き、茅ちヶが崎さき至いたるも驚いたようにつぶやく。

「王位継けい承しよう権けんについてもめてたって聞いたけど、話がまとまったんだね」

「シトロニアは昔も今も変わらず、王位継承権第一位の王太子だ」

　卯うつ木き千ち景かげが考え込むように顎あごに手を当てて口を挟はさむと、ガイは迷いなく言いきった。

「……またいつもの冗じよう談だん、とかじゃないんですよね？」

　綴が顔を引きつらせながら、ガイの隣となりに座っているシトロンの顔をうかがう。

　シトロンはいつになく言葉少なく、ただ穏おだやかな笑みを浮かべるだけで、何も答えなかった。

（シトロンくん、何も否定しない……まさか、本当に……？）

　シトロンの表情が何よりの肯こう定ていのような気がして、いづみの胸に焦あせりが広がる。

「まだ戴冠式の準備までは少し猶ゆう予よがある。荷物をまとめる時間も必要だろう。この国を発たつまでの間、俺おれがシトロニアのそばにつくことを許してほしい」

　ガイはあくまでシトロンが国に戻もどることを決定事じ項こうとしながらも、急せかすことはしなかった。

　以前、春組の碓うす氷い真ま澄すみが親の都合で急に海外に連れていかれそうになった時とは違ちがって、ガイの態度が丁てい寧ねいである分、いづみも真っ向から反発しづらい。

「それは、構いませんけど……」

「シトロンさん、戴冠式が終わったら戻ってこられるんですよね？　国王になったら、劇団のことはどうなるんですか？」

「もう芝しば居いは続けられないってことじゃないの」

　咲也が不安そうにたずねると、真澄が淡たん々たんとつぶやく。

「そんな──」

　愕がく然ぜんとしている咲也に、シトロンが優やさしく微笑みかけた。

「国王はそう簡単には国を出られないネ。退団することになるヨ」

「退団……」

　恐おそれていた事実を突つき付つけられて、咲也が言葉を失う。

「あと少し、最後の留学生活楽しむヨ」

　そう微笑むシトロンは寂さびしげだったが、その瞳に迷いはなかった。

　だからこそ、いづみも何も言えなくなってしまう。

（いつかは、と思っていたけど、まさかこんな急にその日が来るなんて……。ショックだけど、もともとシトロンくんは留学生だし、期間限定の滞たい在ざいだった。しかたがないことなんだよね。真澄くんの時とは違って、シトロンくんも納なつ得とくしてるみたいだし、寂しいけど受け入れるしかないのかな……）

　真澄とシトロンの差は気持ちの問題だけではなく、年ねん齢れいもあった。未成年の真澄とは違って、シトロンは立派な大人だ。保護者に従わざるを得ない真澄と違ちがって、身の振り方は自分で選べる。

　いづみが迷いながらも口をつぐんだ時、うつむいていた咲也が顔を上げた。

「……王様になることは、シトロンさんが本当に望んでることなんですか？」

　まっすぐなまなざしでシトロンを見つめる。

　シトロンは少しためらいながらも、咲也から目をそらさずに口を開いた。

「……納なつ豆とうしてるヨ」

「納得？」

　至がすかさず突っ込むと、シトロンは真面目な表情でうなずく。

「そうダヨ」

　いつもなら真っ先に咲也が噴ふき出だすところだったが、今は硬かたい表情を浮かべて黙だまり込こんでいた。

「最後に日本でやっておきたいこと、考えるネ」

「シトロンくん……」

　ふわりと微笑むシトロンに、いづみは何も言えなかった。

　さっきまで賑にぎやかだった談話室に、重苦しい沈ちん黙もくが流れる。

「……とりあえず、飯めしにしませんか。ガイさんも、良かったらどうぞ」

　料理担当の一人である秋あき組ぐみの伏ふし見み臣おみが、空気を和やわらげるように誘さそうと、ガイが小さく頭を下げた。

「ありがとう」




　臣が作ったペスカトーレピザやラザニアに舌した鼓つづみを打ち、雑談をしていると、徐じよ々じよにその場の雰囲気も和らいでくる。

「ガイさん、日本語お上手ですね。シトロンくんはなかなか慣れるまで大変だったのに。前から勉強されてたんですか？」

　いづみがたずねると、ガイはなんてことないように答えた。

「言語設定を日本語にしてあるからな。日常会話は問題ない」

「言語設定？」

　妙みような言い回しに引っかかったように、綴が聞き返す。

「現行バージョンでは三カ国語に対応している」

「現行バージョン……」

　至も怪け訝げんそうにつぶやくと、シトロンが言い忘れていたとばかりに口を開けた。

「ガイはアンドロメダネ」

「銀河？」

「どういう意味？」

　千景と真澄が同時に首をかしげる。

「間ま違ちがえたヨ。粘ねん土どドロドロネ」

「余計わからん」

「アンドロイドだ」

　千景が肩かたをすくめると、ガイが短く告げた。

「またまた、それはだまされませんよ」

　いづみが笑いながら手を振ると、ガイはぴくりとも表情を変えないまま続けた。

「ザフラ王国の英知を結集した王立研究所で作られた。今も毎年バージョンアップしている」

「ガイさんまで、そんな……。え？　冗談ですよね？」

　思わずシトロンとガイの顔を見比べるが、二人とも真面目な表情を崩くずさない。

「本体が旧きゆう型がただからポンコツネ。ぽちっ」

　シトロンが擬ぎ音おんと共にガイの首の後ろに指を押し付ける。

　途と端たん、ピザを食べていたガイの動きが止まった。

「ガイさん？」

　いづみは恐おそる恐おそる声をかけるが、ガイは一いつ切さい反応を示さなかった。瞬まばたきすらせず、まるで人形のようだ。

「ぽちっ」

　シトロンがもう一度首の後ろを押した直後、ガイが何事もなかったかのようにピザを咀そ嚼しやくし始めた。

「もぐもぐ……」

「ぽちっ」

　再度シトロンが首の後ろを押すと、またガイの動きがぴたりと静止する。

「ＯＮ／ＯＦＦ切きり替かえられてる……」

　至が感心したようにつぶやくと、シトロンがまたスイッチを押した。

「ぽちっ」

　ガイがゆっくりと首を巡めぐらせて、シトロンの方を見る。

「シトロニア、イタズラに再起動を繰り返すのはやめろと教えたはずだ」

「こんな簡単に再起動できることが、まず設計ミスネ」

　シトロンとガイのやり取りを、いづみが呆然と見つめる。

「ま、まさか本当に……？」

「すげー！　オレ、アンドロイドの人と初めて会った！」

「普ふ通つう、みんなそうだろ」

　傍はたから見ていた夏なつ組ぐみの兵ひよう頭どう九く門もんが歓かん声せいをあげると、秋組の泉いずみ田だ莇あざみがあきれたように突っ込んだ。




　食事を終えて、いづみが後片づけに向かおうとすると、ガイに呼び止められた。

「監督、今夜は寮に泊とめてもらってもかまわないだろうか。シトロニアからひと時も目を離はなすわけにはいかないのだ」

「え？」

　ひと時も、というガイの言葉が少し意外で、思わず聞き返す。

「玄関の脇わきにでも置いてもらえればいい」

「そんな、玄関の脇なんて！」

　本気で玄関に鎮ちん座ざしかねないガイに、とんでもないと首を横に振る。

（でも、ひと時も目を離すわけにはいかないって、なんだか監かん視しみたいだな……）

　引っかかりを感じながらも、ガイを玄関に置くわけにはいかない。

「泊まるのは構わないんですけど、今、空あいてる部屋が一つしかないんですよね」

　寮の部屋は各組六人が定員だ。春組、夏組、秋組はすでに劇団員が六人集まって、部屋が埋うまっている。残っているのは冬ふゆ組ぐみの一部屋だけだ。

「東あずまさん、同室でもいいですか？」

　いづみが、現在唯ゆい一いつ、二人部屋を一人で使っている雪ゆき白しろ東に声をかける。

「ボクなら構わないよ」

　ダイニングテーブルでのんびり日本酒を飲んでいた東が答えると、ガイが律りち儀ぎに頭を下げた。

「世話になる」

「アンドロイドさんってお酒は飲めるの？」

　東がお猪口ちよこをわずかに掲かかげて見せると、ガイが首をかしげた。

「おシャケ？　魚は食べられる」

「お酒だよ」

　シトロンのような聞き間違いをするガイに、東はくすりと笑えみを漏もらしながら、言い直した。

「ああ、酒か。嗜たしなむ程度なら」

「ふふ、それは楽しみだな」

　東は楽しげに、お猪口を揺ゆらした。
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　心ここ地ちよさを通とおり越こして、肌はだを突つき刺さすような冷たい風がバルコニーを通り過ぎていく。

　ぼんやりと暗がりに揺れる木々を見つめていたシトロンは、背後の気配に気づいて、一度ゆっくりと瞬きをした。

《……シトロニア。もう就しゆう寝しん時間を過ぎている》

　遠い異国の言葉を紡つむぐガイの声は、いづみたちと話していた時よりも少し低く聞こえる。

《相変わらず、細かいな。先に部屋に戻れ》

　シトロンの声も、普ふ段だん団員たちと過ごしている時より落ち着いていて、威い厳げんに満ちていた。

《そうはいかない》

　一歩後ろに立ったままのガイを、シトロンが振ふり返かえることはなかった。

《監視を緩ゆるめるわけにはいかない、か。私はもう逃にげないよ》

　口元で笑うシトロンの表情は、ガイからは見えなかったが、ガイは察したかのようにわずかに沈黙した。

《……あちこち捜さがし回まわったが、こんなところにいるとは思わなかった。何な故ぜ、劇団なんだ？》

　ガイの質問に、シトロンがゆっくりと瞼まぶたを閉じる。今まで積み重ねてきた公演を思い浮かべたかのように、柔やわらかく微笑む。

《……この劇団でみんなと立つ舞ぶ台たいは最高に楽しい》

《……楽しい？》

　ガイの表情は相変わらず無表情だったが、淡々とした口調に、わずかに怪訝そうな色が浮かんだ。

《……お前にはわからないか》

　目を開けたシトロンの表情が、諦あきらめるような、寂しそうな色に沈しずんだ。
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　翌日、いつものように朝食の時間に談話室にやってきたいづみは、ダイニングの席に座ると、頰ほお杖づえをついた。

「……はぁ」

　自然と大きなため息が漏れる。

（そりゃあ、今のメンバーのまま永遠にこの劇団を続けられると思ってたわけじゃない。新しく入る人がいれば、出ていく人もいる。それが当たり前だ。演劇をやってきて、今まで何度も経験してる。……でも、やっぱりショックだな）

　何度も経験していても、慣れることなどない。とりわけこの劇団で団員たちと過ごしてきた日々は、今までの何倍も濃こいものだった。寝しん食しよくを共にし、家族にも近しい存在である相手と別れるのは辛つらい。

　一人、また一人と談話室に集まってきた春組のメンバーも、いつもより言葉少なだった。

（春組のみんなも、なんだか沈んだ顔してる）

　いづみがそう思いながら、メンバーの顔を見回した時、談話室のドアが開いた。

「おはようございます！」

　元気よく入ってきたのは、咲也だった。

「おはよう」

「元気だな、咲也」

　いづみが少し意外に思いながら挨あい拶さつを返すと、綴も同じ気持ちだったのか、そうたずねる。

　咲也はわずかに表情を変えると、視線を落とした。

「……昨日の夜、シトロンさんのことをずっと考えてたんです。寂しいけど、寂しがってる時間がもったいないなって。そんな時間があったら、少しでもシトロンさんとの思い出を増やしたいと思ったんです」

　咲也の表情は、寂しげだったが明るく、シトロンを気持ち良く送り出そうという前向きな気持ちが伝わってくる。

「そっか……」

「そうだよね……」

　咲也の言葉を聞いて、綴もいづみも、しみじみとつぶやいた。

「みんなで、シトロンさんが最後にこの国でやりたいことを叶かなえてあげましょう！　それで、帰る時は盛大に送り出してあげましょうよ」

　メンバーの中でも、一番劇団に対する思い入れが強く、同室のシトロンが去ることにショックを受けているのは咲也だろう。その咲也に励はげますようなことを言われたら、他の春組メンバーも落ち込んでいるわけにはいかない。

「そうだな。しんみりしてたってしょうがないよな」

「その方が彼のためにもなるね」

「ハゲ同」

　綴に続いて、千景と至がうなずく。

「卒業公演とかやったら」

　真澄の提案を聞いて、いづみはパンと手を打った。

「それいいね！　アリスとかぜんまい公演の再演とか」

「アリスは脚きやく本ほんちょっと変えて、出番増やしてもいいっすね」

「楽しみですね！」

　最初の頃の公演は、日本語がまだうまくないシトロンのために、あえてセリフを少なくしていた。今のシトロンなら、と綴が提案すると、咲也も笑え顔がおを浮かべた。

　と、そこへシトロンが姿を現した。

「おっはようダヨー！」

「あ、おはようございます！」

「おはよう、シトロンくん！」

　咲也といづみが応えると、綴が不思議そうな表情を浮かべた。

　いつものように明るく挨拶しながら入ってきたシトロンの手には、大きな荷物が抱かかえられている。

「あれ？　その荷物、どうするんすか？」

「粗そ大だいゴミに出すネ。少しずつ荷物整理始めるヨ」

「そう……」

　なんてことないように告げられた言葉を聞いて、いづみの気持ちが再び沈みそうになる。

（寂しがる時間がもったいないとはいえ、やっぱり意識するとしんみりしちゃうな……）

　いづみたちの気持ちが伝わったのか、シトロンが優しく微笑んだ。

「何も、死ぬわけじゃないネ。最後までみんなと笑顔でいたいから、普段通りによろしくダヨ。ワタシ、思い出作りのためにみんなにしてほしいこと、考えたネ」

　シトロンはそう言いながら、段ボール箱の中から時代劇にでも使われそうな巻まき物ものをいくつも取り出した。

「これよろしくダヨ！」

「巻物……？」

　首をかしげる真澄に、巻物が一つ手て渡わたされる。

『死し徒と諭ろん乃の夢ゆめ～一、杭くい田だ俺おれ野の巻まき～』

　至が手渡された巻物の文字を苦心しながら読み上げると、綴が顔を引きつらせた。

「すごい誤字だな。間違える方が難しいだろ、これ」

「それぞれ個人宛あての内容になってるのか」

　千景は自分に手渡された巻物の文字が、至のものと違っているのを認めて、納得したようにつぶやく。

「そうダヨ。叶える時まで、内容は他の人に内ない緒しよネ」

「わかりました！」

　咲也は隠かくすように巻物を巻きなおすと、力強くうなずいた。

「これがシトロンさんの願い……」

「なるほど……」

　綴もいづみも、なんとか誤字だらけの巻物の内容を解読する。

「……ん？」

　ふと、千景が怪訝そうな声を漏らした。

「千景さん、どうかしました？」

　いづみがたずねると、すぐに首を横に振る。

「いや、なんでもない」

　そうして、くるくると巻物を巻きなおした。

「で、この数字の順番に従って叶えていけばいいってこと？」

　至が表題の数字を指すと、シトロンが指を鳴らした。

「そうネ！」

「じゃあ、俺の『くいだおれのまき』からだな」

「くいだおれ？」

　首をかしげる咲也に、至が巻物を広げて見せた。

「『イタルのおごりで地元名物制せい覇はしたいネ！』だって」

「地元名物ってどこの？」

　真澄がたずねると、シトロンがにっこり笑った。

「どこでもいいヨ！　どこか旅行に行って観光したいネ！」

　シトロンの言葉を聞いて、いづみの頭に間ま近ぢかに迫せまった冬組地方公演のことが浮かんだ。

「それなら、今度地方で冬組の再演があるから、それについていったらちょうどいいんじゃないかな？　観光兼サポートっていう形なら、冬組も助かると思うし」

「いいっすね」

「決まりですね！」

　いづみの提案に、綴と咲也が一も二もなく同意する。

「そして俺はＡＴＭになると」

「やったーダヨ！」

　淡々とした至の言葉に、両手を上げるシトロンの喜びの声が重なった。





[image: ]






　朝食を終えた後、段ボールを持って玄関に向かうシトロンを、千景が静かに追った。

「──シトロン」

「ん？」

「俺への願いは本当にあれでいいのか？」

　柔にゆう和わな笑みを浮かべながらも、わずかに声をひそめた千景に、シトロンも微笑みながらうなずいた。

「間違いないヨ」

　その声はふざけたところもなく、真しん剣けんだった。

「他の誰だれにも言っちゃいけないんだよな」

「バラしたら、アリ千せん匹びき食べさせるネ！」

　シトロンの言葉を聞いて、千景は苦笑いを浮かべる。

「それは嫌いやだな……」

「よろしくダヨ！」

　軽い口調に反して真面目な目で念を押すシトロンを見て、千景は小さくため息をついた。

「ったく、損な役回りだな……また恨うらまれそうだ。ちなみにこれ、キミの従者さんは含ふくまれるの？」

　付け加えられた言葉に、シトロンがはっきりと首を横に振る。

「いや、ワタシだけでいいヨ」

「そう……？」

　千景はわずかに意外そうな表情を浮かべながらも、それ以上たずねようとはしなかった。
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　冬ふゆ組ぐみの地方公演は二日間四公演が予定されていた。

　以前にも使用したことがある劇場で、勝手知ったるといった調子でスムーズに場当たりが進んでいく。

「照明一いつ旦たんここで消します」

　いづみの指示で、照明が落ちる。

　と、舞ぶ台たい上にいた冬組リーダーの月つき岡おか紬つむぎが、客席にいる咲さく也やに手を振ふった。

「咲也くん、ちょっと真ん中から見てくれるかな」

「はい！」

　咲也が小走りで、客席の中央へと向かう。

「……照明はつけたままの方がいいかも」

　舞台袖そでにいた御み影かげ密ひそかが、いづみに提案する。

「ここの動きもちょっと変えたいんだよな」

　高たか遠とお丞たすくは首をひねりながら、さっきの芝しば居いの動きをなぞった。

「舞台が広いから、小さく見えてしまうね」

　客席に降りた有あり栖す川がわ誉ほまれが、丞にうなずく。

「ＭＡＮＫＡＩ劇場でやるなら、あの演出が一番良かったんだけどな」

「かなり話し合って決めたんだよね。なんだか懐なつかしいな」

　紬が目を細めると、東あずまも微ほほ笑えんだ。

「旗はた揚あげ公演はもうだいぶ前だもんね」

　あれから、メンバーは着実に経験を積み、芝居も上達した。記き憶おくの中にある芝居と、今の芝居の差は歴然だった。メンバー自身それを実感しているからこそ、色々とこだわりやもっと良くしたいという欲が出てくる。

「ぎりぎりまで調整していきましょう」

「はい」

　いづみがメンバーのやる気を受け取って声をかけると、紬が微笑みながらうなずいた。

　一層熱の入るいづみたちの様子を、ガイは客席の端はしからじっと見つめていた。




　場当たりで時間が押して、その後の舞台稽げい古こは夜遅おそくまで行われた。

　使用が許可された時間ギリギリに劇場を出たいづみたちは、そのままホテルではなく、近くの居酒屋へと向かった。

「それでは、明日の公演の成功を祈いのって──乾かん杯ぱい！」

　いづみの音おん頭どに誉と丞も声を重ねる。

「乾杯！」

「乾杯」

　一日中動きっぱなしで疲つかれた体に、冷たいビールが染しみ渡わたる。ビールを勢いよく呷あおったいづみが思わず大きなため息を漏もらした時、店員がトレイに大量の皿を載のせてやってきた。

「お待たせしました～。ひつまぶし、コーチンからあげ、みそカツ、みそ煮に込こみうどん、カレーきしめん、どて煮、天むすです」

「テーブルに載るかな……？」

　テーブルが料理で埋うまっていく様子を、紬が心配そうに見つめる。

「誰だれだよ、こんなに頼たのんだの」

　綴つづるがあきれたようにつぶやいた時、少し離はなれたところで勢いよく手が挙あがった。

「ワタシネ！　今日はイタルのオグラだから、みんな、遠えん慮りよしないで食べるネ！」

「おごりな」

　シトロンの言い間ま違ちがいを、至がげっそりとした表情で訂てい正せいする。

「お、しか合ってない」

「オー、小お倉ぐらトーストと間違えたネ。店員さん、盛もり盛もり小倉トースト、食後にお願いダヨ」

　真ま澄すみがあきれて突つっ込こむと、シトロンはついでとばかりに、まだ料理を並べている店員さんにオーダーを追加した。

「シトロニア、それを食べると一日の成人男性の標準カロリーを１・５倍オーバーする」

「そ、そんなに……!?」

　ガイが瞬しゆん時じに叩たたき出だした計算結果を聞いて、いづみが青ざめる。

「たまにはいいネ。かたいこと言わないヨ」

　意に介かいさないシトロンに続いて、真澄と千ち景かげが店員に向かって手を挙げた。

「生春巻きも追加で」

「あと、台たい湾わんラーメンも」

「かしこまりました～」

「まだ頼むの!?」

「まあ、シトロンの願い事だし、いいけどね」

　いづみは思わずテーブルいっぱいに並んだ料理と二人の顔を見比べたが、至いたるは軽く肩かたをすくめるだけだった。

「じゃあ、ここの地酒とワインも頼もうかな」

　いたずらっぽく微笑んだ東には、至もわずかに顔を引きつらせた。

「ほどほどでお願いします……」

　東を満足させる酒となれば、質、量、両方の意味で金額がはね上がる。

「……もぐもぐ」

　団員たちがテーブルの料理に手を伸のばす中、密は目の前に並んだ名物には目もくれず、自前のマシュマロを頰ほお張ばっていた。

「密もせっかくここまで来たんだから、地元の名物くらい食べたらどうだ」

「それなら、心配いらないよ。密くんにはこれがある」

　あきれている千景に向かって、誉がお菓か子しの袋ふくろを掲かかげて見せた。

「マシュマロみそカツ味……？」

　千景がパッケージを読み上げると、誉がしたり顔でうなずく。

「ご当地限定商品だよ」

「さすが、密のマシュマロ係は有能だね」

　東が感心していると、密は不本意そうに眉まゆを顰ひそめた。

「……まずい。マシュマロとみそカツは合わない」

「それはそうだろうな」

　千景が軽く相あい槌づちを打つと、誉が憤ふん慨がいしたように声をあげた。

「何を言うのかね！　わざわざ買ってきたのだよ」

「……アリスが食べればいい」

「むう」

　密に無む下げにされて、誉は軽く口をとがらせた。

「今回の地方公演が終わったら、次の第四回冬組公演の準備も始めないとだね」

　みそカツを頰張りながら、いづみが次の公演に思いをはせる。

「そうっすね～。新メンバーがどんな人かにもよるけど、ある程度候補は考えておかないと……」

「やっぱり、莇あざみくんのメイクが活いかせるものがいいよね」

　綴がからあげを飲み下して視線を流すと、紬は秋あき組ぐみの新団員であり、メイク担当となった泉いずみ田だ莇の名前を挙げる。

「冬組でビジュアル系バンドっていうのは新しいな」

「なんで全部ビジュアル系なんですか」

　至が以前雑談の中で出てきたアイデアを持ち出すと、綴が軽く突っ込む。

「メイクっていうなら、現代ものじゃない方がいいだろうな」

「衣い装しようがある程度派は手でだと、メイクもそれなりに必要になりますもんね」

　丞の意見に、いづみが続く。秋組もメイクを活かす方向性ということで、アンデッドものになったという経けい緯いがあった。

「じゃあ、時代物？」

「時代劇イイネ！」

　東が首をかしげると、和風好きのシトロンが歓かん声せいをあげた。

「みんなちょんまげか……」

「いや、侍さむらいにあんまメイクいらないだろ」

　千景のつぶやきに、綴の突っ込みが続く。

「だったら……花おい魁らんとか？」

　至が提案すると、咲也が東の方を見た。

「東さん似合いそうですね」

「そうかな？」

　色白で中性的な魅み力りよくの東は、鮮あざやかな着物も似合うだろうと、咲也が力強くうなずく。

「ヨーロピアンな方向でもいいんじゃないかね」

「たしかに、衣装は派手になりますね」

　誉がグラスを傾かたむけながら声をあげると、紬が同意した。

「オペラ座の怪かい人じんとか？」

「ああ、舞台にぴったりだね」

　真澄の言葉を聞いて、東がうなずく。

「ＧＯＤ座でやったな」

　丞が過去を思い出すように、かつて所属していた劇団の名前を口にする。

「一度やったなら、つまらないっすかね」

　綴がたずねると、丞は首を横に振った。

「いや、その時は役の解かい釈しやくが神かみ木き坂ざかさんと合わなくてな。不ふ完かん全ぜん燃ねん焼しようだったから、改めて挑ちよう戦せんしてみたい」

「じゃあ、帰ったら色々調べて膨ふくらませてみます」

　綴は気合いを入れるように告げた。

「新メンバーの募ぼ集しゆうも始めないとね」

「いい人が見つかるといいですね」

　いづみの言葉に、紬がふわりと微笑んだ。




　飲み会を早めに切り上げてホテルに戻もどると、いづみはロビーで一旦全員を集合させた。

「それじゃあ、みんな、明日は午前八時にロビーに集合。寝ね坊ぼうしないように気を付けてね」

　すぐ解散しようとしたいづみの言葉を、綴が手を挙げてさえぎる。

「あ、監かん督とく、明日の夕飯の店、予約しときます？」

「ああ、そうだね──」

　人数を改めて数えようとメンバーをぐるりと見回した時、東が声をあげた。

「ごめん、明日の夜だけど、ボクは別行動するね。昔お世話になったお得意さんに、色々お土産みやげを買っていかなきゃならないんだ」

「夕食は別でとられるんですか？」

「うん。一人で適当に食べるよ」

　紬が問いかけると、あっさりうなずく。

「あ、それなら、オレ、荷物持ちしましょうか？」

「お土産なら、ワタシも見に行きたいな」

「そんな荷物にはならないし、ちょっと特とく殊しゆなお店だから。ごめんね」

　咲也と誉の申し出も、東はやんわりと断った。

「と、特殊……？」

「あやしげなお店ネ！」

「ふふ、詳しよう細さいは秘密にしておくよ」

　ほんのりと頰を染める咲也と、嬉き々きとするシトロンに、東は微笑んだ。

　そんな東を、丞は何か考え込むようにじっと見つめていた。




　ホテルの部屋はツインで、それぞれ寮りようの同室メンバーで使うことになった。

　シャワーの音が漏れ聞こえてくる室内で、ソファに座った東はじっとテーブルの上を見つめていた。視線の先には、キーホルダーの類たぐいが何もついていないそっけない鍵かぎがある。

「シャワー、先に使わせてもらった」

　バスルームから出てきたガイの声で我に返ったかのように、東が顔を上げる。

「ああ、うん」

　どこかぼんやりした様子で、東はじっとガイの顔を見つめた。

「……なんだ」

　ガイに問いかけられて、東は何かをごまかすように微笑む。

「アンドロイドさんって、防水なんだね」

「濡ぬれてはいけないところは、きちんとビニールで防護している」

「って、それ、シャンプーハット？　ふふ、なるほど」

　東はシャンプーハットをかぶったガイの姿を想像したように笑いを漏らすと、立ち上がった。

「じゃあ、ボクも浴びてこようかな」

「……そのカギ、どうかしたのか？」

　テーブルの上に目を留とめたガイがたずねると、東はさりげなく鍵を摑つかんでポケットに入れた。

「いや、ずいぶん古くなったなと思って見てただけだよ」

　そのままバスルームに消えていく東の背中を、ガイは無言で見送った。
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　冬組の地方公演は一日目のマチネに続き、ソワレも大きな拍はく手しゆと共に幕を下ろした。

「ありがとうございました！」

「ありがとうございました」

「ありがとう」

「サンキュー、グラッチェ、スパシーバ、グラシアス、シェシェ！」

「ありがとう」

　カーテンコールで深々と頭を下げる紬に続き、丞や東、誉、密も満足げな笑え顔がおでお辞じ儀ぎをする。

（うん。一日目、マチネもソワレも大成功だ！）

　舞台袖からそれを見つめていたいづみも、顔をほころばせた。

　控ひかえ室しつに戻ると、すぐに翌日に向けてのミーティングが始まった。

「もう少しアドリブを増やしてもいいかもしれませんね」

「そうですね。客層や反応がいつもと少し違ちがう感じがしましたし」

　客席の反応を思い返しながら、いづみが提案すると、紬も同意する。

　直後、控室のドアが開いた。

「みなさん、お疲つかれさまです！」

「お疲れダヨ」

「おつ～」

　咲也、シトロン、至に続いて春はる組ぐみメンバーがぞろぞろと入ってくる。

「一日目、大成功でしたね！」

「観客はみんな泣いてた」

「明日と二日間通う人も多いみたいだね」

　綴や真澄や千景がほめると、紬がうれしそうに微笑む。

「みんなもサポートありがとう。助かったよ」

「明日はこっちのことはいいから、観光してきたらどうだ」

「え？　でも……」

　丞の勧すすめに、咲也は戸と惑まどったように視線をさまよわせた。願ってもない話だが、人手が足りなくならないかと、心配そうな表情を浮うかべる。

「王子様と思い出作りしてきたらいいよ」

「舞台のことはワタシたちだけで十分やれるからね。任せたまえ」

「ありがとうダヨ！」

　東と誉が力強く背中を押すと、シトロンが笑顔になった。

「じゃあ、明日は一日朝から観光しますか」

　綴も笑えみを浮かべていると、咲也がガイの方を振ふり返かえった。

「ガイさんも一いつ緒しよに行きますか？」

「いや……俺おれは遠慮する。俺がいては、シトロニアも楽しめないだろう」

「そんなことはないと思いますけど……」

　意外そうな顔でシトロンを見やると、シトロンもあっさりうなずく。

「別にワタシは構わないヨ」

「俺はこっちに残る。舞台の手伝いもあるだろうしな」

「そうですか……？」

　咲也はシトロンとガイの顔を見比べながら、少し腑ふに落ちない表情でうなずいた。

　そのやり取りを見ていたいづみも、わずかに違い和わ感かんを覚える。

　これが他の相手なら、きっとせっかく来たのだからと、シトロンが強ごう引いんにでも連れていきそうなところだ。それが引き留めることもせず、ガイもシトロンもあくまで一線を引いている様子が不思議だった。

（シトロンくんとガイさんってどういう関係なんだろう……。付き合いは長そうだし、仲は良さそうに見えるけど、従じゆう者しやって馴な染じみがないから、いまいちわからないな）

　いづみが首をひねっていた時、一人、着き替がえを終えた東が控室のドアへ向かった。

「それじゃ、ボクはここで。明日の集合も八時だよね」

「あ、はい。いってらっしゃい」

　いづみが東を送り出すと、鏡かがみ前まえに座っていた丞が急に立ち上がった。

「……丞？」

　バタバタと帰り支じ度たくを始める丞を、紬が不思議そうに見つめる。

「悪い。東さんについていくから、適当にごまかしといてくれ」

「うん、わかった」

　丞に耳打ちされて、紬は何かを察したかのように小さくうなずいた。




　急ぎ足で東を追った丞は、駅前で東に追い付いた。

「東さん──」

「丞？　どうかした？」

　呼び止められた東が、驚おどろいたように丞を見る。

「俺も行きます」

「荷物のことなら心配いらないって言ったでしょ。人に会う予定もあるし、今日は──」

　やんわりとした口調ながらも、はっきりとした拒きよ絶ぜつを伝えようとする東の言葉を、丞が苛いら立だった様子でさえぎる。

「何、一人で行こうとしてるんですか。ついてきてほしいって言ったのは、アンタでしょう」

　東がわずかに目を見開く。

「……覚えてたんだ」

「当たり前です」

　心外そうな表情を浮かべる丞を見つめて、東は柔やわらかく微笑んだ。

「ありがとう」

　東が主演、丞が準主演を務めた第三回公演の稽けい古こ中、東は丞に初めて自らの過去を打ち明けた。

　子どもの頃ころに事故で家族を失い、それから孤こ独どくと共に生きてきた東は、人と踏ふみ込こんで付き合うことを避さけていた。そんな東との距きよ離りを、丞が歩み寄ることで縮めたのだ。

　その時、東が丞に一つの頼み事をした。家族が亡なくなり引ひっ越こして以来、一度も近づけない実家に、いつか、もし行く勇気が出た時には、一緒についてきてほしい、と。

　丞は今回の地方公演が、東の実家に近いことを知っていたのだろう。だからこそ、様子のおかしい東の目的を察したのだ。

　週末の下り電車に人は少なく、七人座れる座席には丞と東しか座っていない。

　無言で電車に揺ゆられていた丞は、夜の闇やみに溶とけ込こんだ車しや窓そうをちらりと見やり口を開いた。

「結構遠いんですね」

　各駅停車とはいえ、もうかなりの数の駅を過ぎた。

「うん。ここからだと、乗のり換かえがちょっと面めん倒どうなんだよね」

　東がそう言いながら、頭上に貼はられた路線図を見やる。

「本当は行くつもりなかったんだけど、近々取とり壊こわしが決まったって連れん絡らくがあってさ……。ずっと行く勇気がなかったから、ちょうどいい機会だと思って」

「何年振りですか？」

　丞が問いかけると、東はわずかに首をかしげる。

「もう何年になるかな……忘れるくらい、ずっと行ってない。用事もないしね。今日も特に何か用があるわけじゃないから、最後にちらっと覗のぞくだけ覗いて帰るよ」

　そう言って目を伏ふせた東の顔は、いつものように穏おだやかだったが、どこか陰かげがあった。

「久々に帰るんだから、友達の一人でも紹しよう介かいしないと心配されますよ」

「友達って、誰を？」

　丞がもっともらしく言うと、東がぽかんとした表情を浮かべる。

「俺の他に誰がいるんですか」

「友達……ボクと丞が」

　東がつぶやくと、丞はらしくないことを言ったと気づいたのか、気まずそうに視線をそらす。

「ふふっ、そうか、友達か……友達ね、ふふ」

「……笑いすぎです」

　笑みを漏らす東に、丞がぼそっと突っ込んだ。

　年ねん齢れいも、性格も趣しゆ味みも、今まで付き合ってきた友人とはまったく違う。最初は劇団で一緒に舞台に立つというだけの相手だった。それが時にぶつかり合い、語り合い、心を許し、共に時間を過ごしてきたかけがえのない存在になった。東は嚙かみ締しめるように楽しげに『友達』という言葉を繰くり返かえした。

　それから二回路線を乗り換えて、一時間ほどで東の実家に着いた。

　緊きん張ちようした面おも持もちで玄関の鍵を回す東を、丞が傍かたわらで見守る。

　過去を封ふうじ込こめたドアがゆっくりと開かれ、中にこもっていた空気が流れ出てくる。東はその重みを感じ取ったかのように、一度息をついてから、中に足を踏ふみ入いれた。

　そして、ドアの前で立ち止まったままの丞を振り返り、手で中を示す。

「……はい、どうぞ」

「……お邪じや魔まします」

　丞は小さく頭を下げると、東に続いて中に上がった。

　東が手て探さぐりで電気をつけて廊ろう下かを進むと、がらんとしたリビングルームが目の前に広がる。

「何もないね」

「そうですね」

「こんな家だったんだ……」

「え？」

　まるで初めて見たような顔つきで辺りを見回す東を、丞が意外そうに見つめる。

「ここに来るのは本当に久しぶりなんだ。怖こわくて、ずっと寄り付けなかった。片づけも全部、人に任せてあったから、こんながらんとした状態を見るのは初めてだよ。間取りが記憶の中と一いつ致ちするくらいで、自分の家だったとは思えないね……。あれだけ怖かったけど、こんなものかな……」

　拍ひよう子し抜ぬけした様子で足を止める東を置いて、丞が廊下へと出る。

「どうしたの？」

　すたすたと廊下を歩きだす丞を、東が追いかけた。

「一応見て回ろうかと」

「見ても、何もないよ」

「東さんがここで家族と暮らしてた痕こん跡せきがどこかにあるかもしれないでしょ」

　なんでもないことのように言われて、東が一いつ瞬しゆん言葉を失う。

「全部きれいにしちゃってるから、見つからないんじゃないかな」

「せっかく、はるばるこんなところまで来たんで、見つかるまで帰りません」

　てこでも動かないといった様子の丞を見て、東は笑い混じりにため息をついた。

「……はぁ。丞って変なところで頑がん固こだよね」

　諦あきらめたように丞の探検について回った。

　一番奥おくの部屋のドアを開けると、八はち畳じようほどの空間が広がっていた。

「……この部屋は？」

「たぶん、子ども部屋だったんじゃないかな。兄と二人で使ってたんだ」

　東がかつての記憶をたどりながら答える。

「へー、うちと同じですね。身長が伸びるたび、柱に線描いて競きそったりしなかったんですか」

　丞はそう言いながら、近くにあったドア枠わくをなぞるが、凹おう凸とつや落書きもなくキレイなままだった。

「そういうのはしなかったかな」

「遊んでる時につけた傷とか残ってたら、何か思い出すかもしれないんですけどね」

「そこまで乱暴な遊びはした覚えがないよ」

「俺は兄貴と遊んでて、よく壁かべ紙がみはがして怒おこられましたよ」

「わんぱくだったんだね」

　東は笑みを漏らすと、遠い過去を思い出すかのように顎あごに手を当てた。

「壁紙ねぇ……ああ、そういえば、この辺りに地図が貼ってあった気がする」

　目を細めて一部だけうっすら色の変わった壁を指す。

「ボク、地図を見て、いろんな国のこと調べるのが好きだったんだ。兄と大きくなったら一緒にあちこち旅行しようって話してた」

　懐かしそうな表情には、隠かくしきれない寂さびしさが見て取れる。

　それから、首を巡めぐらせると、クローゼットの扉とびらに目を留めた。

「ああ、よくこのクローゼットの中で遊んだりもしたな。かくれんぼの時に服の陰かげに隠れたり……。さすがにもう隠れられないね」

　クローゼットの中には仕切り棚だなが設けられていて、大人は到とう底てい入れない。東が苦笑いしていると、丞が試ためすように身をかがめた。

　と、中を覗のぞき込こんだ丞の動きが止まる。

「？　ここの棚の裏に何か……」

　がたっという音がして、棚板が外れる。その裏に、小さな紙かみ袋ぶくろが貼り付けてあった。

「これ──」

「紙袋……？」

　丞に手渡された古びた紙袋を、東が呆ぼう然ぜんと見つめる。

「裏に貼り付けてあったから、片づけの時も気が付かなかったんですね。開けてみてください」

　微び動どうだにしない東を丞が促うながすと、東はゆっくりと紙袋を開けた。

「髪かみ留どめとメッセージカードだ……」

　中から出てきた髪留めとカードを手にする東の手が、小さく震ふるえる。

『お誕生日おめでとう。弟に渡わたすのはおかしいかもしれないけど、お前の髪はきれいだから』

　メッセージカードにはそう書かれていた。

「──創はじめ兄さん」

　東の口から震えるような声が漏もれる。

「誕生日だったんですか？」

　ただでさえ白い東の顔から、さらに血の気が引いていた。

「……思い出した。事故の一週間後が、ちょうどボクの誕生日だったんだ」

「一緒の部屋だから、バレないようにここに隠したんですね」

　弟のために知ち恵えを絞しぼる兄の姿が、がらんとした部屋に浮かび上がってくる。

「小さい頃、自分で髪を結ゆうのが苦手でね。名な残ごり惜おしいけど切ろうとしたんだ。そしたら、『僕ぼくが結ってあげるよ』って……」

「いいお兄さんですね」

　丞が優やさしいまなざしで東を見つめると、東は何かを堪こらえるように口元を覆おおう。

「……ここでくらい、思い切り泣いたらどうですか」

　丞の思いやりにあふれた声が呼び水となって、東の目から涙なみだが零こぼれ落ちた。

「うっ……兄さ……っ。ふ……う……っ」

　ずっとこの家にしまい込まれていた幼い東の悲しみを洗い流すかのように、後から後からあふれ出す。

　丞は身を震わせる東の背中をさすりながら、ずっと傍らで静かに見守っていた。
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　朝八時を過ぎて、ホテルのロビーのソファに座っていたいづみは、ちらりと時計を確かく認にんした。

「丞さんと東さん、遅いですね。集合時間、間違えてるのかな」

　二人を除いた冬ふゆ組ぐみメンバーはすでに集まっている。

　いづみがエレベーターホールの方を気づかわしげに見つめた時、紬がそっと近づいてきた。

「実は丞、昨日から帰ってきてないんです」

「え!?」

　目を丸くすると、向かい側でガイが手を挙あげる。

「同じく。雪白も不在だ」

「ええ!?　二人とも!?」

　いづみがさっきよりも大きな声をあげると、紬は思案げにエントランスに視線をやった。

「丞は昨日、東さんについていくと言ってたので、二人とも一緒にいるとは思うんですが……」

「ともかく連絡してみたらどうかね」

　誉が提案した直後、密がスマホを軽く持ち上げた。

「……今タクシーで向かってるから、もうすぐ着くって」

「え？　もう連絡してくれたの？」

「……うん」

　いづみがたずねると、密は小さくうなずく。

「めずらしく、行動が素す早ばやいね」

「……アリスとは違う」

　誉が素す直なおに感心したようにほめると、密はそっけなく返した。

「よかった……とりあえず、公演には間に合いそうだね」

　いづみが胸を撫なで下おろした時、エントランスの自動ドアが静かに開いた。

「あ、来た！」

　紬の声で、一いつ斉せいにエントランスに視線が集中する。

「すまない。遅くなった」

　丞はぐったりとした東を抱かかえながら歩いてきた。

「東さん……？」

「寝ねてる」

　心配して東の顔を覗のぞき込こんだいづみに、丞が小さく返す。

　東は穏やかな表情で寝ね息いきを立てていた。

　ひとまずほっとしたものの、この時間に、この状じよう況きようで寝ているということがまずおかしい。

「大だい丈じよう夫ぶ？　体調でも悪いんじゃ……」

「いや、眠ねむってるだけだ」

　紬も心配げにたずねたが、丞はあっさりと首を横に振った。

「とにかく部屋に運びましょう」

「ああ」

　いづみは急ぎ足でエレベーターホールへと先導した。

　東を部屋のベッドに寝かせてからロビーに戻ると、待っていたメンバーたちの視線がいづみたちに集まった。みんな、東のことが気になっていたのだろう。

「一体何があったんですか？」

　いづみが代表してたずねると、丞は硬かたい表情で口を開いた。

「事情は後で説明するが、今の東さんが舞台に立つのはムリかもしれない」

「そんな……」

　突とつ然ぜんのことに、思わず言葉を失う。

「どうするのかね？　マチネまでもう時間がないよ」

「アンサンブルの役者に代役をしてもらう？」

「……セリフを覚える時間がない」

　誉に続いて紬が提案するが、密があっさり否定する。

「春組の、碓うす氷いならなんとかなるかもしれない」

　丞の発言を聞いて、いづみが手を叩たたいた。

「たしかに、真澄くんなら……」

　一度台本を読んだだけでセリフが入る上、器用な真澄なら急な代役もこなせるかもしれない。

「ただ、朝一番で観光に出かけていったから、場所によっては時間までに戻ってこられない可能性もあるよ」

　誉の言葉を聞いて、いづみが慌あわててスマホを取り出す。

「とにかく急いで連絡をして──」

「セリフなら覚えているが」

　不意にガイが一歩前に歩み出た。

「え？」

「一度聞いた言葉は全てメモリに蓄ちく積せきされている」

　ぽかんとしたいづみに、ガイが淡たん々たんと説明する。

「アンドロイドというのは便利だね！」

　誉が本気か冗じよう談だんかわからない口調でほめたたえる。

「じゃ、じゃあ、試しにセリフ言ってもらえます……？」

　いづみが問いかけると、ガイは無表情のまま口を開いた。

『そこの君、ここは関係者以外立ち入り禁止だよ』

『彼かの女じよに何か用事でも？』

『彼女の主治医だ』

　東が演じるフィリップのセリフを、すらすらと諳そらんじる。

（ものすごい棒読みだけど、ちゃんとセリフが入ってる……！）

　いづみは目を見開いてガイを見つめた。

「暗記は完かん璧ぺきだな」

　丞も感心したようにつぶやく。

「ちなみに、ガイさん、芝居の経験は？」

「柴しば犬いぬ？　すまないが、犬にトランスフォームする機能はついていない」

　いづみが問いかけると、ガイは真面目な表情でとんちんかんな答えを返す。

「ええと、芝居、です」

「ない」

「……ですよね」

　さっきのセリフは芝居をするという概がい念ねんすらないような、見事な棒ぼう読よみだった。

「今からアンサンブルの役者にセリフを覚えてもらうよりは、安心かもしれない」

「芝居については俺がフォローします」

「そうですね……」

　丞と紬の意見を受けて、迷いながらもうなずく。

　フィリップの出番はそう多くはない上、医者という役やく柄がらもガイのイメージに近い。何よりも、今は迷っている時間がなかった。

「ガイさん、お願いします！」

　いづみは勢い良く頭を下げた。




　太陽が動いたのか、カーテンの隙すき間まから陽の光が差さし込こんでくる。いづみはそっとカーテンを引いて、光をさえぎった。

　ベッドの上では静かに東が寝ている。

　再び窓まど際ぎわのソファに腰こしを下ろそうとした時、東の瞼まぶたがぴくりと痙けい攣れんした。

　それから、ゆっくりと目を開ける。

「……東さん、大丈夫ですか？」

　ぼんやりと空くうを見つめる東に、いづみは小さく声をかけた。

「カントク……？　ここは……」

　東は混乱しているのか、うろうろと視線をさまよわせる。

「ホテルです。丞さんが東さんを連れて帰ってくれて……」

「そう……」

　いづみが説明すると、ほっとしたように息をついた。直後、はっとした表情で枕元の時計の方に目をやる。

「──マチネは？　もう開演時間だよね」

「今、ガイさんに代役を頼んでいます」

　いづみが安心させるように告げたが、東はすぐに身を起こした。

「行かなきゃ──」

「大丈夫ですか？」

「うん。急ごう」

　東はしっかりとした口調で答えると、ベッドを下りて立ち上がった。




　劇場の裏口から入ったいづみたちが舞台袖に着くと、ちょうどフィリップの初登場の場面だった。想おもい人びとが入院する病院にやってきた、紬演じる天使のミカエルを、フィリップが見み咎とがめるという筋書きだ。

『彼女に何か用事でも？』

　白衣を着たガイの立ち姿は、どこから見ても威い厳げんのある医者だった。

『彼女に伝えたいことがあって……でも直接会うことはできないんです』

　紬はガイの演じるフィリップの雰ふん囲い気きを活かすように、少し委縮した様子で返す。

『妙みような話だな。まあ、それなら手紙を書けばいいんじゃないか』

『手紙……そうですね！　そうします！』

　いづみはガイの芝居を感心しながら見守った。

（ガイさん、セリフや立ち回りはそつがない。東さんそのままだ。年齢や風ふう貌ぼうが医者向きっていうのもあるし、紬さんのフォローもあるから心配なさそうだな）

　やがて、場面は変わり、ミカエルと想い人の手紙を届ける橋渡しをしていたフィリップが、ミカエルに残ざん酷こくな知らせを届ける。

『彼女からの手紙だ。悪いが、もう手紙は届けられない。すまない。理由は手紙を読めばわかると思う』

　手紙には、想い人とフィリップが結ばれることが記されている。

　少なからずミカエルを応おう援えんしていたフィリップには、罪悪感があるはずだ。しかし、ガイの芝居からは、感情が一いつ切さい伝わってこなかった。

（でも、やっぱり東さんのフィリップとは全然違うな……人間味が全然ない。東さんのフィリップはもっとミカエルに対する申し訳なさや、情がにじみ出てる。こういうフィリップも解釈の一つかもしれないけど、東さんのフィリップを見慣れてるだけに違和感が……）

　あくまでも淡々として義務的なガイのフィリップを、いづみは思案げにじっと見つめた。

「……ねぇ、カントク」

　不意に、東がそっといづみを呼んだ。

「自分の役を自分以外の人が演じているのって、こんなに悔くやしいんだね」

　じっと舞台の上を見つめながら、東がつぶやく。そのまなざしには、嫉しつ妬とや焦しよう燥そうのようなものが浮かんでいた。

「え……」

　いつにない東の様子を見て、いづみがぽかんと口を開ける。

「こんな気持ちになったの、初めてだよ。自分でもびっくりした。旗揚げ公演の時に感じた気持ちを思い出したよ。ボクはあの場所に、みんなと一緒に立っていたい」

　東はそう告げると、いづみに向き直った。真しん剣けんな目でいづみを見つめる。

「舞台に穴をあけて、みんなに迷めい惑わくをかけて、本当にごめん。ボクに悔しがる資格なんてないってわかってるけど、千せん秋しゆう楽らくのソワレには出させてもらえないかな」

「東さん……」

　熱のこもったまなざしで訴うつたえられて、いづみは言葉を失う。

　東自身、らしくないと思ったのか、照れたように笑った。

「いつの間に、こんなにお芝しば居いに夢中になってたんだろうね。あの役はボクの役だ。そんな風に叫さけびだしたくてたまらないんだ」

　最初は演劇を通じたつながりに惹ひかれて劇団に入った東は、演劇自体にはそこまで興味があるようには見えなかった。それでも、冬組のメンバーと共に稽古を積み、公演を重ねて降り積もったものは確かに東の中に形を成していたのだ。そのことが、いづみにとっては何よりもうれしい。

（東さん……本当にお芝居が好きになってくれてたんだな）

　いづみは胸を詰つまらせながら、微笑んだ。

「千秋楽、よろしくお願いします」

　万ばん感かんの思いを込めて、地方公演の最後を飾かざる役目を雪ゆき白しろ東という役者に託たくした。




　千秋楽は冬組メンバーが無事に揃そろったこともあり、万ばん雷らいの拍手によって幕を閉じた。

　帰りの新幹線では、メンバーたちの顔にも、穏やかで満足げな表情が浮かんでいる。

「……そんなことがあったんですか」

　駅で合流した春組メンバーに、いづみが今日の出来事を話して聞かせると、綴は驚いたように目を見開いた。

「どうなるかとハラハラしましたけど、無事に終わって良かったですね」

「本当にみんな、迷惑をかけてごめんね。もう二度と、こんなことはないようにするから」

　東が謝あやまると、紬は微笑み、丞も首を横に振る。

「気にしないでください」

「事情が事情だしな」

「アンドロイドさんも、ありがとう」

「大したことはしてない」

　ガイはまったく気にした様子もなく、淡々と返した。

「ガイが舞台に立つ姿なんて☆５のレアネ！」

「確率１パーセント以下か」

　シトロンが茶化すように言うと、至が冷静に排はい出しゆつ率りつを計算する。

「オレも見てみたかったです！」

　咲也が目を輝かせると、真澄はいづみをじっと見つめて不満そうな表情を浮かべた。

「アンタが呼んでくれたら、すぐに飛んでいったのに」

「食べすぎで動けなくなってただろ」

「シトロンが注文しすぎ」

　千景に冷静に突っ込まれるも、真澄はいづみから目をそらさない。

「また食べてたの!?　一日目の夕飯も散さん々ざん食べたのに」

　いづみが目を丸くすると、シトロンは笑顔でうなずいた。

「イタルのオグラだから、食べないと損ネ！」

「シトロン課金きつい」

　至は言葉のわりに、楽しげだった。これも普ふ段だんから重課金に鍛きたえられているせいだろう。

　しばらくして、あちこちから寝息が聞こえてきた頃、いづみはガイに声をかけた。

「ガイさん、今日は本当にお疲れさまでした」

　ガイはいつになくぼうっとした様子で、暗い窓の外を見つめている。

「ガイさん？　どうかしたんですか？」

　再度声をかけると、ようやくはっとしたように、いづみの方を見た。

「いや……芝居というのは難しいな」

「初はつ舞ぶ台たいであそこまでできるなんてすごいですよ。セリフも立ち回りも完璧に頭に入ってたじゃないですか」

「一度見たものはメモリに蓄積される。高性能アンドロイドだからな」

「な、なるほど……」

　大したことではないというように告げるガイを、まじまじと見つめてしまう。

（もしかして、ガイさんって本当にアンドロイドなのかな……）

　最初は冗談だと思っていたが、こうしてガイと接していると本当なのではないかと思えてくる。それほどに、ガイには人間味のようなものが欠けていた。
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　深夜、一時的に二人部屋となった二〇六号室には規則的な寝息が響ひびいていた。

　室内には他の部屋と同じようにハイベッドが隣となり合あわせに二つ備えられていて、一方には東、また一方にはガイが眠っている。

　不意にガイの瞼がぴくりと動く。眉まゆ根ねが寄せられ、呼吸が乱れた。

「……っ」

『……い。がい、どうだ？　お芝居って面おも白しろいだろ』

　脳のう裏りに懐かしい誰かの声が響く。途と端たん、ガイの目が見開かれた。

　ぼんやりと辺りを見回し、瞬まばたきを繰り返す。

「……──夢？」

　つぶやいた直後、ゆっくりと頭を振る。

「いや……そんなはずはない。俺おれはザフラ王立研究所で作られたアンドロイド……」

　動どう揺ようを映していた表情が、すうっと冷えて、いつもの真顔に戻る。

「……デフラグが必要か」

　淡々とつぶやかれた声からは、もうさっきまでの感情は消きえ失うせていた。
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　ＭＡＮＫＡＩ劇場の舞ぶ台たいに、向さき坂さか椋むくと東あずまが立っていた。

　ただし、いつもの公演とは違ちがい、客席に座っているのは劇団員ばかりだ。

「そ、それではこれより、第二回ＭＡＮＺＡＩ×ＭＡＮＫＡＩカンパニー、略してＭＡＮＭＡＮグランプリを開かい催さいします！」

　緊きん張ちようした面おも持もちで開催を宣言した椋に、東がいつも通りリラックスした様子で微ほほ笑えみかける。

「まさか第二回があるとはね」

「今回は発案者であるシトロン様たっての願いで、第二回開催が実現しました」

　椋が客席のシトロンに視線を送ると、シトロンがぶんぶんと手を振ふった。

　第一回目が開かれたのは、綴つづるとシトロンがそれぞれ主演と準主演を務めた春はる組ぐみ第三回公演の稽けい古こ中ちゆうだった。脚きやく本ほんのクライマックスに悩なやんでスランプに陥おちいった綴の息いき抜ぬきになれば、とシトロンが誘さそい、漫まん才ざいコンビ、シトルンが結成された。

「ルールも少し変わったんだよね」

「はい！　今回は対戦する組以外の劇団員全員が審しん査さ員いんです。一人一票を入れてもらって、多い方が勝ちとなります。出場ペアも少し増えて、第一回優勝ペアはシード権で準決勝からの参加です」

「優勝したペアには、ディナークルーズのチケットを進しん呈ていするよ。七人まで使えるから、各組メンバーとカントクで行くといいんじゃないかな」

　東の発表を聞いて、団員たちが沸わき立たつ。

「それでは、第一回優勝ペア『天パの亀かめ』さん、一言どうぞ！」

　椋に呼ばれて舞台に上がったのは、支配人とオウムの亀かめ吉きちだった。

「ディナークルーズはオレがもらッタ！　カントク、オレとホットなヨル過ごしちゃおうゼ」

　支配人の肩かたに乗ったまま、亀吉が甲かん高だかい声で告げる。

「オウムってクルーズ船乗れるんですかね……？」

「というか、チケットいらないんじゃない？」

「勝手に船の上空飛んでりゃいいんじゃねぇか」

　支配人が首をかしげると、夏なつ組ぐみの瑠る璃り川かわ幸ゆきと秋あき組ぐみの摂せつ津つ万ばん里りがあきれたように突つっ込こんだ。

「そ、それでは、第一回戦──！」

　椋はちらりと手元のメモを確かく認にんすると、一回戦の対戦メンバーを発表した。

「シトロンさん、今度こそ優勝しましょうね」

「もちろんダヨ！」

　綴が隣となりのシトロンに笑いかけると、シトロンも満面の笑え顔がおでうなずいた。




　舞台上では次々に完成度の高い漫才が披ひ露ろうされた。

　準決勝を終えると、いづみは笑いすぎて涙なみだが出てきた目元を、手のひらで拭ぬぐった。

（シトロンくんの巻物第二巻の願い事で決まったＭＡＮＭＡＮグランプリだけど、なんだかんだ言ってみんな気合い入ってたな。前回も接戦だったけど、今回もどこのチームが勝ってもおかしくない……）

　いづみがそう考えていると、司会役の東と椋が再び舞台上に現れた。

「──さて、いよいよ決勝戦だね」

「決勝は春組シトロン様と綴さんのコンビ『シトルン』対冬ふゆ組ぐみ紬つむぎさんと密ひそかさんのコンビ『マシュむぎ』です！」

　舞台袖そでで出番を待っていた綴は、わずかに硬かたい表情で拳こぶしを握にぎり締しめた。

「……これが最後になるかもしれないし、気合い入れていかないと」

　そんな綴の肩を、シトロンが軽く叩たたく。

「ラテックスダヨ、ツヅル。肩の力を抜ぬいて楽しくやりたいネ」

「シトロンさん……そうっすね。楽しみましょう！」

　綴が笑顔を見せた時、椋が舞台袖に視線を送った。

「それでは『シトルン』お願いします！」

　東と椋がはけるのと同時に、小走りで綴とシトロンが現れる。

「どうもー、綴です」

「ワタシはランプの魔ま神じん……」

「二人揃そろって──って、急だな、おい」

　両りよう腕うでを組んで魔神になりきっているシトロンに、綴が小さく突っ込む。

「お前の願いを大体叶かなえてしんぜよう」

「大体かよ。雑だな。んじゃー、大金持ちになりたい！」

「では毎月七万積つみ立たて投資するがいい。四十年年利５％で運用すれば、老後は資産家として安あん泰たいだ」

「現実的だな……！　あーじゃあ、喉のどが渇かわいた。ジュース飲みたい」

「では、しばしまたれよ。一番近くのコンビニはどこかね」

「ただのパシリじゃねーか！　お前、人間だろ」

「ワタシはランプの魔神……お前の願いをそれなりに叶えてしんぜよう」

　どこまでもとぼけたシトロンと、キレのいい綴の突っ込みのテンポの良さに、客席が笑いに包まれた。

「もういいっす！」

　お決まりの流れでシトロンに突っ込んだ綴が、くるりと正面を向く。

「どうもありがとうございました！」

「ありがとうダヨー」

　頭を下げてはけていく二人を、大きな拍はく手しゆが包んだ。

「『シトルン』のお二人でした！　次は『マシュむぎ』、どうぞ！」

　司会の椋の紹介で、紬と密がのんびりと舞台に現れる。

「よろしくね」

「……どうも」

　漫才コンビとはまるで思えない雰ふん囲い気きで舞台の中央に立った二人は、普ふ段だんの世間話をする調子で話し始めた。

「そういえば、なんか最近肩が痛いんだよね」

　紬が軽く肩を叩くと、密が首をかしげる。

「……なんで？」

「この前やったアレが悪かったのかな……ちょっと見てくれる？」

「……うん」

　紬は無言で小さく手を振ったかと思うと、大きく腕を振り、とんとんとその場で足あし踏ぶみをした。

「……野球？」

「ううん」

　密がたずねると、紬は首を横に振って、また同じ動作を繰くり返かえす。

「……阿あ波わ踊おどり？」

「ううん」

「……水泳？」

「惜おしい。正解は『友人を見つけて肩を叩いたらまったくの別人で、ごまかしながら別の人に声をかけるふりをしたら痴ち漢かんに間ま違ちがわれたところ』」

　紬は説明をしながら、ことさらゆっくりとさっきの動作を繰り返す。

「細かすぎてわからないし、水泳惜しくないし」

　密が突っ込んでるのかどうかもわからない口調で小さくつぶやくと、客席から笑い声が漏れた。

「ぶっ」

「あはは！」

　天てん馬まが盛せい大だいに噴ふき出だし、いづみも堪こらえきれずに笑ってしまう。

「この細かすぎるジェスチャーシリーズ、強すぎネ……！」

「言われてみればなるほどっていうラインがうますぎる。月つき岡おかさんだからこそだよな」

　対戦相手のマシュむぎのネタに、シトロンも綴も悔くやしげながらも、笑いを漏らす。

「意外な伏ふく兵へいすぎる……」

「あいつ、うまいこと考えたな」

　それぞれの特性を活いかしたネタと突っ込みに、至いたると丞たすくも感心したようにつぶやいた。

　それからもジェスチャーシリーズで笑いをさらい、拍手の中マシュむぎが退場すると、王者を決める決勝戦の投票が行われた。

　しばらくして東と椋が舞台上に現れる。

「それじゃあ、判定は……」

「五対七で優勝は『マシュむぎ』です！」

　力強く椋が発表すると、紬が隣となりの席で居い眠ねむりしている密を起こす。

「密くん、優勝だって」

「……疲つかれた」

　まったく勝利の喜びが感じられない二人とは対照的に、綴とシトロンは悔しそうに肩を落とした。

「また負けた……」

「しょうがないヨ。『マシュむぎ』は強敵だったネ。でも、楽しかった。ツヅルは最高の相あい方かたネ」

　シトロンが笑顔を見せると、綴も表情を和やわらげる。

「シトロンさん……。俺おれも楽しかったです。巻まき物ものの願いなんて関係なく、帰るまでにもう一回ＭＡＮＭＡＮグランプリやりましょう！　まだ時間はあるし、これが最後じゃないっす！」

「……そうネ」

　力強く綴が宣言すると、シトロンはどこか寂さびしげに微笑んだ。

「それでは、優勝ペアの『マシュむぎ』にはあず姉さんからディナークルーズチケットを──」

　椋がそう言いながら紬と密に封ふう筒とうを渡そうとすると、紬は小さく首を横に振った。

「副賞については、辞退するよ」

「……シトロンと綴にあげる」

　密が顔を向けると、綴がぽかんと口を開ける。

「え？」

「せっかくだから、思い出作りに春組のみんなで行ってきなよ」

「月岡さん……」

「ツムギ、ヒソカ、ありがとうダヨ！」

　紬が微笑むと、綴とシトロンもうれしそうに笑顔を見せた。
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　そうして繰くり上あげ当選となったディナークルーズは、週末に春組メンバー総そう出でで行くことになった。

　船に叩たたき付つけられる波の音が、心ここ地ちよく耳を撫なでる。水面はどこまでも深く、何もかも吞のみ込こんでしまいそうな夜の色をしていた。

「……シトロンくん、遅おそいね」

　甲かん板ぱんから港を見つめながら、いづみがつぶやく。

　出港まであと数分しかない。ほとんどの乗客はもう乗のり込んだのか、タラップを上ってくる者の姿はなかった。

「後で来るって言ってましたけど、このままだと乗り遅おくれちゃいますね」

　綴も心配げに時計を確認した時、千ち景かげが声をあげた。

「……あ、来たみたいだよ」

「こっち」

　タラップを渡ってくるシトロンに、真ま澄すみが手を上げて呼びかける。

「ごめんダヨ。遅くなったネ」

「シトロンくん、スーツ!?」

　大おお股またで歩いてきたシトロンは、普段とは違うパリッとしたスーツに身を包んでいた。仕立ての良さそうなグレーのスーツは長身のシトロンによく似合っていて、いつもよりも大人っぽく見える。

「カッコいいです！」

「いつもと雰囲気違うな」

　咲さく也やが声をあげると、千景も意外そうにつぶやく。

「一気にスパダリ臭しゆう」

「でもよく似合ってるよ！」

　至が茶化すように言うと、いづみはフォローするようにほめた。

　途と端たん、真澄がくるりと踵きびすを返す。

「……俺もスーツ着てくる」

「もう時間ないから！」

「真澄くんはそのままがいいよ！」

　本気で船を降りようとする真澄を、綴といづみが慌あわてて止めた。




　船が汽笛と共に出港すると、ディナーが始まった。

　夜景を楽しみながら、フレンチのフルコースを満まん喫きつする。

「デザートの三種のジェラートでございます」

　ウェイターが運んできたデザートのプレートを前に、いづみは目を輝かせた。

　すでにお腹なかはいっぱいだが、デザートは別べつ腹ばらだ。

　カシスのジェラートをスプーンですくって舌に乗せると、あっという間に溶とけて、口の中に瑞みず々みずしい味が広がる。

「……んー、美お味いしい！」

　お皿の上のジェラートはあっという間にお腹の中に消えていった。

「お腹いっぱいネ」

　シトロンが満足げにナプキンで口元を拭ぬぐう。

「見たことない料理ばっかりでした」

「さすが雪ゆき白しろさんの提供だけあって、すごい高そう……」

　慣れない雰囲気の中、終始少し緊張気味だった咲也と綴がつぶやく。

「どれも手が込んでたよな。もう少し辛からみがあるとばっちりなんだけど」

「フレンチにそれは求めちゃダメでしょう」

　場数を踏ふんでいるリーマン組は対照的にリラックスした様子で、千景に至が突っ込んだ。

「……マスミ、ここで巻物を使いたいネ」

　シトロンが真澄に微笑むと、真澄の表情が固まった。

「真澄くんへの願い事はなんだったの？」

　いづみがたずねると、真澄は巻物を取り出して見せる。

『死し徒と諭ろん乃の夢ゆめ～三、死し徒と諭ろん脱だつ手て鯉こい死し体たい乃の巻まき』

　相変わらず誤字だらけで、なんと書かれているのか、すぐには読めない。

「なんだそれ」

「『カントクとロマンチックなシチュエーションで二人っきりにしてほしい』」

　綴が首をかしげると、真澄が棒読みで読み上げた。

「そ、それは……」

「真澄にとってはハードル高いな」

　咲也が顔を引きつらせ、至が面おも白しろがるように笑う。

「最後のお願いネ」

　シトロンが困ったように微笑むが、真澄は無言のまま巻物を見つめ、微び動どうだにしなかった。

「真澄くん、叶えてあげるよね？」

　いづみが優やさしくたずねるも、真澄の反応はない。

「動作が止まってる」

「すごい葛かつ藤とうしてるな」

　至と千景が笑い混じりに真澄を見つめていると、ややあって真澄の口がぎこちなく開いた。

「わ………………かった」

「溜ためが長い！」

　綴が思わず突っ込む。

「ありがとうダヨ！　マスミ！」

　ぱっとシトロンが破顔すると、真澄が何やらポケットから取り出した。

「これ、一応渡しとく」

　そう言いながら、いづみに差し出したのは、小さなキーホルダーのようなものだった。

「何？」

「防犯ブザー」

　首をかしげながら受け取るいづみに、真澄が短く答える。

「ワタシ犯罪者扱あつかいネ!?」

　シトロンがショックを受けたようにのけぞった。




　船が波なみ間まを割って進んでいく音が、夜の闇やみに響ひびく。遠くの夜景の光が、夜に押しつぶされそうになりながら明めい滅めつしていた。

　シトロンと並んで遠くを眺ながめていたいづみが、ちらりと後方に視線をやる。

「……もう行ったかな？」

　そっとたずねると、シトロンは肩越ごしに振り返って、首を横に振った。

「まだちょっと、柱の陰かげからマスミの服が見えるネ」

「五十メートルの距きよ離りがそこなんだね」

　どうしても離はなれようとしない真澄が譲じよう歩ほして認めたのが、五十メートル離れるという条件だった。

「マスミは相変わらず、カイカイしすぎダヨ」

「警けい戒かいね」

　小さく笑いながら、訂てい正せいする。

「でも、二人っきりになりたいなんて、どうかしたの？」

　海風になぶられるシトロンの髪かみを見つめながら、いづみが問いかける。

「カントクとゆっくり話がしたかったネ」

　シトロンは海を見つめたまま、優しいまなざしで答えた。

「そっか」

　詳くわしく話そうとはしないシトロンの気持ちを汲くんで、いづみも同じように海を見つめる。

「ずっと、本当のこと話さなくて、ゴメンネ」

「シトロンくんが王子さまってこと？」

「そうネ」

「しょうがないよ。何か、事情があったんでしょ？」

　いづみがたずねるというよりは、確認するつもりでたずねると、シトロンは何も言わずにただ微笑んだ。それが何よりの肯こう定ていだった。

「……もうシトロンくんが劇団に入ってから、ずいぶん経たつんだね」

　夜景の光はどんどん遠ざかって、今は星の光の方が近く感じる。頭上のか細い三日月を見上げながら、いづみはシトロンをスカウトした春組旗はた揚あげ公演の頃ころを思い返した。

　ただ独特の雰囲気があるというだけで声をかけたあの時は、彼かれがこんなに大事な仲間になるとは思ってもいなかった。きっとシトロンも同じ気持ちだろう。

「あっという間だったネ」

　懐なつかしそうに目を細めるシトロンの表情は、柔やわらかく、慈じ愛あいに満ちている。浮うかんでくるすべての記き憶おくが愛いとおしいとでもいうような、そんな表情だった。

「旗揚げ公演から考えると、お芝しば居いも言葉もすごく上達したよね」

「みんなのおかげネ。ロミオとジュリアスやったときは、みんなと舞台に立つのがただ楽しいだけだったヨ。でも、だんだんもっとうまくなりたい、セリフが欲ほしいって思うようになったネ」

　微笑むシトロンの顔が、ふいに曇くもる。

「ただ第二回公演でハートの王様やったときは、少しフクザツだったヨ」

「シトロンくんにとっては、お芝居じゃなくて、現実だもんね」

　不ふ思し議ぎの国のアリスをモチーフにした第二回公演で、シトロンはハートの王様役を演じた。

　配役決めの時、シトロンが複雑な表情を浮かべていたことを思い出す。あの時は理由がわからなかったが、こんな形で事情を知ることになるというのも寂しい。

「……第三回公演のときは、ガイのこと、思い出したネ」

　シトロンがふと、視線を落とす。

　第三回公演は、綴演じる錬れん金きん術じゆつ師しルークと、シトロン演じるホムンクルスのＳの友情がテーマのストーリーだ。

「Ｓとルークの友情のところ？」

　冒ぼう頭とう、生まれたばかりのＳは自分の創そう造ぞう主しゆであるルークを主と呼ぶが、ルークはＳに友人になろうと呼びかける。友という概がい念ねんを知らないＳがルークと友情を結ぶまでの過程が、物語の中で描えがかれていた。

「そう……立場の違う者同士の友情は難しいヨ」

　シトロンの伏ふせられた瞳ひとみに影が落ちる。

（シトロンくんはガイさんのこと、従じゆう者しやじゃなくて友達だと思ってるのかな。そう思いたいのかもしれない……）

　公演ではＳがシトロンだったが、どこか人間味に欠けたアンドロイドを称しようするガイにＳのイメージはぴったり当てはまる。

「シトロンくんの卒業公演で、今までの公演全部再演しようよ。ガイさんにもシトロンくんのお芝居観みてもらおう」

　いづみがそう提案すると、シトロンがふわりと笑った。

「ふふ、カントクやさしいネ」

「第三回公演を観れば、きっとガイさんにもシトロンくんの気持ちが伝わるはず」

　そう訴うつたえたが、シトロンは海の方へと視線を投げた。

「ガイはポンコツだから、ワタシが何考えてるか、わからないネ。今日も、結局来なかったヨ」

　自然と、クルーズに誘った時のガイの様子が思い浮うかぶ。

（春組のメンバー水入らずで行くといいって言ってたっけ……。ガイさんは自分がジャマになると思ってるのかな。シトロンくんはそんなこと思ってないのに……）

　二人のすれ違ちがいがもどかしく感じてしまう。

「ガイさんとはいつからの付き合いなの？」

「小さい頃ころから、ずっと一いつ緒しよダヨ。親よりも一緒にいる時間が長かったネ。昔から色々と口うるさいポンコツで、よくスイッチオフにして逃にげたネ」

　懐なつかしそうに話すシトロンの表情はどこまでも柔らかい。

（なんだか、左さ京きようさんと莇あざみくんみたいだな）

　小さい頃から莇の面めん倒どうを見てきた左京は、親代わりみたいなもので家族同然だ。

「ガイさんも、きっとシトロンくんに立派な王様になってほしかったから、口うるさく言ってたのかもね」

「……そんなことのために拾ったわけじゃないのに」

　シトロンの口から、微かすかなつぶやきが漏もれる。

「拾った……？」

　いづみが聞き返すと、シトロンは緩ゆるく首を横に振った。

「なんでもないネ。本当にガイは職務に忠実だから、みっちり帝てい王おう学がくを叩きこまれたネ。戴たい冠かん式しきの日取りは幼い頃から決まってたから、それまでに間に合わせるつもりだったヨ」

　はっきりと告げるシトロンの表情は凜り々りしく、決意がにじみ出ている。

（小さい頃から王様になることが決められてたなんて……。本当に住んでる世界が違うんだな）

　突とつ然ぜんシトロンが遠い存在に思えてしまう。

「ただ、その前にどうしても世界中の国を見て周る夢を叶かなえたかったネ。自由にできるのは戴冠式まで……そうタイムリミットを決めて、数年かけて海外旅行の計画立てたヨ。でも結局事情があって、ガイにも黙だまって国外逃とう亡ぼうするような形になってしまったネ……」

　シトロンの表情が険けわしくなる。暗い海の底を見つめるかのように、視線が動かない。

（自分の国で何かあったのかな？）

　いづみがそう考えた時、ふっとシトロンの雰囲気が和らいだ。

「本当は最初に大好きなこの国に来て、それから世界中をめぐろうと思ってたヨ。でも、その計画は全部パー。ＭＡＮＫＡＩカンパニーに出会ったから……」

「そうだったんだ……」

　出会った時、まさか、シトロンがまだ旅の始まりにいたとは思いもしなかった。

　予定外だったと話すシトロンの顔は楽しげで、そこにはまったく後こう悔かいの色は浮かんでいない。

「世界中の国には行けなかったけど、最高の旅になったヨ。役者として、観客として、たくさんの物語の世界を旅できたネ。仲間もたくさんできたヨ。本当に、本当に楽しかった」

　実感を込めてつぶやき、胸に手を当てる。シトロンは、ゆっくりと瞬まばたきを一つすると、微笑んだ。

「……ワタシの旅は、ここでフィニッシュ」

　いつになく儚はかなげな、今にも消えてしまいそうな笑えみだった。

　シトロンの気持ちが伝わってきて、いづみは思わず言葉を詰つまらせる。

「カントク、ワタシを忘れないで」

「忘れるわけないよ。国に帰っちゃうまで、まだまだ、もっともっと忘れられない思い出を作ろう」

「……そうネ」

　当たり前だと強く言いい募つのるいづみに、シトロンはあいまいにうなずいた。その表情は寂しげで、見ているいづみは妙みような胸むな騒さわぎを覚える。

　シトロンはそんないづみの気持ちを知ってか知らずか、ポケットから何かを取り出した。

「カントク、これ、もらってほしいネ」

　手渡されたものを見て、いづみが首をひねる。

「お守り……？」

　神社によくあるお守りだ。かなり昔のものなのか、布は少し色あせ、ところどころほつれも見られる。

「大事なものなんじゃないの？」

　見るからに長い年月を感じるお守りを手に、いづみが心配になってたずねる。

「だからこそ、カントクに持っててほしいネ。カントクが……ガイが、たくさん笑えますように」

「え？」

　小さく微かな声でつぶやかれた名前は、たしかにガイのものだった。

「なんでもないヨ。ワタシがいなくなったら、これをワタシと思って懐かしんでほしいネ」

「……わかった」

　ごまかすように微笑まれて、いづみはそれ以上何も聞かずにうなずいた。




　二人から五十メートル離れた物もの陰かげで、じっと瞬きもせずにいづみたちの様子を見つめていた真澄が、大きく一歩踏ふみ出だした。

「十分経った」

「待てって！　真澄！」

「まだ早すぎるよ！」

　綴と咲也が慌てて真澄の腕を取って留とどめる。

「十じゆつ分ぷんで十じゆう分ぶんだ。漢字も一緒だ」

「屁へ理り屈くつすぎる……！」

　ずるずると引きずられながらも、綴が突っ込む。

「誰だれうま」

「それな」

　後方で、千景と至が面白そうに見物していた。

「二人とものんきにしてないで、止めてください！」

　綴が悲鳴をあげた瞬しゆん間かん、いづみが振り返る。

「真澄くん……!?」

「タイムリミットネ」

　残念そうに肩をすくめるシトロンの表情は、いつものシトロンに戻もどっていた。

（シトロンくん……さっきすごく寂しそうだったな。まだ時間はあるはずなのに、なんだか気になる……）

　いづみが思案げにシトロンの顔をじっと見つめていると、不意に引ひき離はなされた。

「──近すぎ」

　真澄があからさまに不ふ機き嫌げんな様子で、いづみとシトロンの間に割って入る。

「オー」

「ちょ、ちょっと、真澄くん！」

　シトロンが押しやられた勢いでくるくる回る。いづみが思わず真澄をたしなめたが、真澄はどこうとしなかった。

「マスミ、さすがの割り込みテクネ～！」

「押し出されて海に落ちたらどうすんだ。危ないだろ」

「ふん」

　綴も苦言を呈ていするが、真澄は小さく鼻を鳴らすだけで、いづみのそばから離れない。

　そんなやり取りから少し離れて、シトロンが千景に近寄った。

「……チカゲ」

「ん？」

「……例のお願い、明日がいいヨ」

　そっと耳打ちされて、千景がわずかに目を見開いた。

「……ずいぶん急だな」

「頼たのむネ」

　シトロンがすまなそうに微笑むのを見て、千景は諦あきらめたように小さく息をついた。

「わかったよ」

　うなずいた千景の視線は、まだワイワイと騒さわいでいるいづみたちの方へ向けられていた。
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　早朝、まだ太陽も顔を出さない薄うす暗ぐらい時間でも、国際空港にはひっきりなしに人が往来する。慌あわただしく大きなスーツケースと共に行きかう人々の中に、シトロンと千景の姿があった。

　シトロンが出発ゲートの前で足を止めると、千景に小さく手を上げる。

「世話になったネ」

「本当にこれで良かったのか？」

　見送りに千景一人というのは、あまりにも寂しすぎる。数時間後に、シトロンがすでに発たってしまったことを知る団員たちの気持ちも含ふくめて、千景が確かく認にんした。

「みんなとしんみり別れたくなかったヨ。ワタシの最後のわがままネ」

　シトロンの表情は寂しげだったが、迷いはなかった。それを千景がじっと見つめる。

「損な役回りで、ごめんダヨ」

「構わないさ。俺にできることはこれくらいだからな」

　色々な人脈やノウハウがある千景だからこそ、できることだと、シトロンも知っての上の頼みだったのだろう。その意味を込めて、千景が気にする必要はないと軽く答えると、シトロンはほっとしたように微笑んだ。

「ありがとうダヨ」

「元気でな」

「チカゲも。春組をよろしくダヨ」

　最後の言葉に込められたシトロンの気持ちを悟って、千景がわずかに黙る。

「──ああ、わかった」

　シトロンの目をじっと見返して、千景はうなずいた。

　シトロンも託たくすようにうなずき返すと、踵を返し、出発ゲートをくぐっていった。
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　休日の朝は団員たちものんびりムードで、朝食の時間もばらけがちだ。

　少し遅く起きたいづみは、一人ダイニングテーブルでブランチをとって、ゆっくりコーヒーを飲んでいた。

　と、ガイが談話室にやってくるなり、声をあげた。

「シトロニアを知らないか？」

「え？　シトロンくん？　そういえば、いないね」

　いづみが談話室を見回すが、姿はない。

「それが、朝からずっと姿が見えないんです。荷物もないし……」

「ええ!?」

　咲也の不安そうな言葉を聞いて、いづみは目を丸くする。

「なんか、どっかの誰かの時みたいだな」

　至に視線を向けられた真澄が、別の方向へと視線を流す。

「……誰かって？」

「お前だろ」

　綴が突っ込む。誰にも言わずに海外に発とうとした真澄を、空港まで団員全員で迎えに行ったことは、記憶にまだ新しい。

「……連絡つかないな」

　スマホを操作しながら、至がわずかに表情を硬くする。

「まさか、シトロンくんまで、何も言わずに出発しちゃったんじゃ……」

　いづみの胸に焦あせりが広がった時、談話室のドアが開いた。

「──ただいま」

　入ってきたのは千景だった。

「あ、千景さん！　シトロンさん見ませんでしたか!?」

　勢い良く咲也から詰つめ寄よられた千景が、すーっと視線をそらす。

「あー……」

　ポーカーフェイスがうまい千景にしては、わざとらしい反応だった。

「何か知ってそうですね？」

「これ」

　至に突っ込まれた千景が、あっさりと巻物を取り出して見せる。

「それってシトロンくんの巻物……」

「『死徒諭乃夢～四、妊にん法ぽう蜘く蛛も角がく例れ乃の巻まき』……？」

　いづみや真澄が巻物を覗のぞき込こむ。

「忍にん法ぽう雲くも隠がくれの巻。『誰にも知られず、こっそり国に逃がしてほしい』これが、俺への願いだ。今朝の便でザフラ王国へ発たった」

「そんな──」

　千景が淡たん々たんと告げると、咲也が言葉を失う。

　ガイも珍めずらしく表情に焦りをにじませ、踵を返そうとした。

「すぐに追わなければ──」

　談話室のドアに向かおうとしたガイのポケットから、スマホの着信音が鳴りだした。

《──もしもし》

　ガイがザフラ語で語りかける。

《──ああ。シトロニアがそちらへ向かったらしい。すぐに空港に手配を──何？》

　ガイの表情がいつになく動どう揺ようする。

《どういうことだ。そんな馬鹿な……。……わかった。ああ》

　通話を切ったガイは、ザフラ語がわからないいづみたちにも異変が伝わるほど、様子がおかしかった。

「どうかしたんですか？」

「シトロンさんに何かあったとか？」

　いづみと綴がたずねると、ガイは緩く首を横に振る。

「いや、シトロニアは自ら国に帰ると連絡していたらしい……」

「それだけですか？」

　他にも何かあったのだろうと、千景が暗あんに促うながす。

　ガイはわずかにためらった後、口を開いた。

「……その際に、俺の陰いん謀ぼうで国外に幽ゆう閉へいされていたと証言したと」

「え!?」

「どういうことだ……？」

　咲也と綴が同時に声をあげる。

「どうして、シトロンくんがそんなウソを……」

　あまりの内容に、いづみもすぐには信じられなかった。

　それはガイも同じ気持ちなのだろう。うろたえた様子で、視線をさまよわせる。

「……わからない。ともかく、これで俺はザフラ王国には戻れない。戻れば、指名手配犯として捕つかまる」

「そんな……」

　いづみが言葉を失うと、ガイは少し落ち着いた表情で、静かに視線を落とした。

「おおかた、俺が邪じや魔まになったのだろう」

「シトロンくんがそんなこと思うはずありません！」

　いづみは勢い良く否定する。シトロンの気持ちを聞いたいづみには、確信があった。

「何か、事情があったんじゃないすか」

　綴も、シトロンが単なる嫌いやがらせでそんなことをするはずがないと、いづみに続く。

「にしても、ウソの証言っていうのはずいぶんと過激なやり方だな」

「シトロンらしくない」

「たしかに……」

　冷静な千景と至の言葉に、いづみもうなずく。

「シトロニアは王となるためにあらゆる知識、振ふる舞まい方、考え方を身に着けてきた。必要であれば非情な決断もできるだろう」

　ガイが淡々と告げる。いづみたちよりも長い付き合いのガイの言葉が、間違っているはずはないのだが、いづみの知るシトロンとはあまりにかけ離はなれている。

　劇団でのシトロンは、いつも優しく、思いやりにあふれていて、困っている人がいれば明るくフォローしてくれる青年だった。

（私たちの知ってるシトロンくんは、シトロンくんの一面でしかなかったのかな……）

　いづみの胸に、ぽっかりと穴が空いたような寂しさが広がる。

　それまでじっと黙って考え込んでいた紬が、ふと口を開いた。

「……でも、どうしてこんなに早く帰っちゃったんでしょう。まだ戴冠式までは時間があるはずなのに」

「ディナークルーズの夜に頼まれたが、理由は何も言ってなかった」

　千景も腑ふに落ちない表情で告げる。

「卒業公演も決まってたのにな……」

「春組のファンもきっと悲しむね」

　丞と東が残念そうにつぶやくと、真澄が声をあげた。

「……ちょっとわかる。シトロンの気持ち」

「え？」

　意外に思っていづみが真澄の方へ目をやると、真澄はそっと視線を落とした。

「一人でそっといなくなる方が、寂しくないから」

「真澄くん……」

　以前、両親の離り婚こんで、父親がいる海外へ行かなければならなくなった真澄は、シトロンの立場に一番近い。だからこそ、何か通じるものがあるのだろう。

（離婚騒そう動どうの時に一人で出発しようとしたのは、そういう理由だったんだ……シトロンくんも同じ気持ちだったのかな）

　シトロンの気持ちを考えると、胸が痛くなる。

「それでも、このままお別れなんて悲しすぎます！　最後の巻物の願いだって、まだ叶えられてないのに……」

「最後の巻物？」

　強く訴える咲也に、いづみが聞き返すと、咲也が巻物を取り出して読み上げた。

「『死徒諭乃夢～五、芽め出で田た氏し芽め出で田た氏し乃の巻まき。もう一度、春組のみんなと最高のお芝居がしたい』……本当は、卒業公演でこれを叶えてあげたかったんです」

「どうして、その願いを最後にしたんだろうな。まるで叶わないことがわかってるみたいな……」

　綴が悲しげに眉まゆを顰ひそめると、咲也がはっとしたような表情を浮かべた。

「──もしかしたらこれは、シトロンさんなりのＳＯＳなんじゃないでしょうか。王様にならずに、ずっとＭＡＮＫＡＩカンパニーでお芝居がしたいっていうのがシトロンさんの本当の願いなんじゃ……」

　咲也の言葉を聞いた至が、ガイの方へ視線を向ける。

「シトロンは、王になることに納なつ得とくしてたんですか？」

「わからない。シトロニアの気持ちは聞いたことがない」

「ずっとそばにいたんだったら、なんとなくわかるんじゃ……？」

　淡々と答えるガイに、いづみが思わずたずねる。

「俺はアンドロイドだ。人の気持ちなどわからない」

　ガイは無表情でそう言いきった。あまりの迷いのなさに、いづみは何も言えなくなる。

　談話室になんとも言えない沈ちん黙もくが流れた瞬間、咲也が大きく息を吸すい込こんだ。

「ザフラ王国に行って、シトロンさんの本当の気持ちを確かめましょう！　戴冠式の前なら、まだ間に合うはずです！」

「そうだね──」

　咲也の力強い言葉のおかげで、いづみも目が覚めた思いだった。けれど、その先を続ける前に、ガイが口を挟はさんだ。

「無理だ」

「え──」

「ザフラ王国へ行ったとしても、戴冠式を控ひかえた今、王宮は厳重に警備されている。近づくことすらできないだろう。土と地ち勘かんもなく言葉もわからない外国人ならなおさら、門もん前ぜん払ばらいが関の山だ」

　目を見開く咲也に、ガイがつらつらと説明する。

「じゃあ、ガイさんも一緒に──って指名手配されてるんじゃ、無理か……」

　綴が悔しげに首を横に振る。

　と、千景が思案げに声を漏らした。

「……んー」

「何ですか？」

「……いや、なんでもない」

　至に突っ込まれると、千景はあいまいにごまかす。

「もし俺が指名手配されていなかったとしても、即そく位いを思いとどまらせるよう説得するつもりなら、賛成できない。シトロニアが王になることは、昔から決められていたことだ。シトロニアもそのために準備してきた」

「でも、シトロンさんが本当に望んでいるわけじゃないなら──」

　無む慈じ悲ひなまでに冷静なガイに、咲也が食い下がる。

「シトロニアは戴冠式に出席するために国に帰った。それがすべてではないのか」

「そんな……」

　そこまで言われると、咲也も黙るしかなかった。

「諦あきらめるしか、ないんすかね……」

「シトロン自身が納得したことなら、しょうがない。俺たちに口出せることじゃない」

　綴が肩を落とし、至も視線を落とす。

　自然とその場に重苦しい沈黙が落ちる。

　真澄の時は、とにかくなんとかしてあげなくてはと思ったいづみも、今回はどうすればいいのかわからなかった。

　シトロンが背負っているものはあまりにも大きすぎる。国を背負うという責任がどういうことなのか、いづみには想像もできなかった。

（それに、昔からシトロンくんのそばにいたガイさんがこう言うなら、私たちにできることは何もないのかも……）

　そう自分を納得させようとするも、わずかな違い和わ感かんがいづみの胸に重石のようにのしかかる。

（……でも、どうしてシトロンくんはガイさんをここに残したんだろう。追ってほしくなかったから……？　でも、そのためにガイさんを指名手配犯にするなんて、ちょっとやりすぎな気もする）

　いづみの知るシトロンのイメージと違いすぎて、どうしても気にかかる。

　誰もがもどかしい思いを抱かかえながらも黙だまり込こんでいた中、沈黙を破ったのは千景だった。

「ガイさんはこれからどうするんですか？」

「国には戻れないし、しばらくはどこかに身を隠かくす必要があるだろう」

「当てはあるんですか？」

　いづみがたずねると、小さく首を横に振る。

「いや……」

「それなら、好きなだけここにいてください」

　いづみが微笑むと、ガイはわずかに戸と惑まどったように視線を揺ゆらした。

「しかし……」

「困った時はお互たがいさまですよ。もしかしたら、指名手配なんて何かの間違いかもしれませんし」

　何より、シトロンの大事な従者であるガイを追い出すことなんて、できるはずがない。

「すまない」

　ガイは律りち儀ぎに頭を下げた。

「……シトロンの卒業公演がなくなるとなると、冬組公演を前まえ倒だおしにする必要があるな」

　両腕を組んで考え込んでいた秋あき組ぐみの古ふる市いち左さ京きようが、低く告げる。

「次の公演、か……」

　誰も何も答えない中、至のつぶやきがどこか虚うつろに響く。

　次の公演の計画ともなれば、いつもなら皆みなが沸き立つところだが、今は事情が違った。

（すっかりシトロンくんの卒業公演をするつもりでいたから、胸にぽっかり穴が空いた感じで、今はまだ何も考えられないな）

「そんな急に頭を切きり替かえろって言われても……」

　脚本担当の綴も、いづみの気持ちに同調するように表情を硬くする。

「のんきなことを言ってる場合じゃない。公演に穴が空けば劇団が困こん窮きゆうする」

　沈しずみ込こむ面々を左京が叱しつ咤たする。劇団の懐ふところ事情をよく知る鬼おにの経理担当にとって、公演の計画は劇団運営に関わる最重要事じ項こうだ。団員たちのモチベーションにかかわらず、進めなくてはならない。

　綴が左京の言わんとすることを理解して黙ると、咲也も心を決めたようにうなずいた。

「そんなこと、シトロンさんも望んでませんよね……」

（寂しいけど、ちゃんと頭を切り替えなきゃいけないのかな……）

「脚本は間に合わせられるか？」

「……『オペラ座の怪かい人じん』ネタなら、なんとか仕上げられます」

　左京の問いかけに、綴が小さくうなずく。

「問題は、新メンバーだよね」

　紬が思案げに顎あごに指を当てた。

「まだ時間があると思ってのんきに構えていたからな。今から探すっていうのは難しいんじゃないか」

　丞が眉まゆ根ねを寄せると、東が首をかしげた。

「でも、冬組だけ新メンバーなしっていうわけにもいかないよね。お客さんの期待もあるし」

　と、誉ほまれがはっとしたように顔を上げた。

「密くんが双ふた子ごだったという設定にして、二役やるのはどうかね！」

「……やだ。疲つかれる。勝手に設定足すな」

　ずっと無言でマシュマロを食べていた密が、あっさり拒きよ否ひする。

「むう……いい方法だと思ったんだがね」

「困りましたね……当てもないし……」

　紬が小さく息をついた時、ガイがためらいがちに歩み出た。

「良ければ、新メンバーが見つかるまでの間、俺に代役を務めさせてもらえないか」

「ガイさんが……？」

　思ってもみなかった言葉に、いづみが目を丸くする。

「元はといえばシトロニアが突然抜けたのが原因だ。責任をとりたい」

「たしかに、東さんの代役も務めてもらったし、ガイさんなら身元もしっかりしてる……」

　まったく当てにしていなかったが、よくよく考えてみると適任だ。

「いいんじゃないですか」

　紬もほっとしたように微笑む。

「冬組の雰囲気にも合ってるし、問題ないと思う」

「ワタシも賛成だよ」

　丞と誉が続き、東や密もうなずく。

「──それじゃあ、お願いします！」

「こちらこそ、よろしく頼む」

　いづみが頭を下げると、ガイも同じように小さく頭を下げた。

　目前の大きな懸け念ねんだった冬組の新メンバーが決まって、ひとまずほっと息をつく。

（なんだかドタバタで決まっちゃったけど、今は冬組の公演に集中しなくちゃ……。シトロンくん、それでいいんだよね……？）

　いづみは葛藤を抱えながらも、そっとシトロンに語りかけた。
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　ひんやりとした冬特有の清せい廉れんな朝の空気を胸いっぱいに吸すい込こみながら、稽けい古こ場ばのドアを開ける。

「おはようございます！」

　いづみが元気よく挨あい拶さつすると、稽古場にはすでに冬ふゆ組ぐみ全員が揃そろっていた。

「おはよう」

「おはよう！　フレッシュスマッシュな朝だね！」

　丞たすくと誉ほまれに続いて、ガイが応える。

「今日からよろしく頼たのむ」

　ガイはいつも後ろに流していた髪かみを下ろし、ラフな格好をしていることもあって若く見える。

　いづみは新しん鮮せんな気持ちになりながら、暫ざん定ていとはいえ新たな六人体制となった冬組の面々の顔を見回した。

「それじゃあ、綴つづるくんの台本が上がるまでは演技の基き礎そを身に着ける稽古を中心に進めていきたいと思います」

　それから、ガイの演技強化目的で組んだメニューを発表する。

　最初は演技に慣れるための軽いエチュードだ。いづみは見み様よう見み真ま似ねで他のメンバーと共にエチュードに取り組むガイの芝しば居いを、じっと見つめた。

　まるでアナウンサーか何かのように、すべてのセリフがつらつらと流れていく。普ふ段だんの生活ではそこまで気にならないが、いざ他のメンバーと混じって芝居となると、かなり浮ういてしまう。

（ガイさん、滑かつ舌ぜつやセリフ回し、立ち回りは、そつなくこなせるんだけど、いかんせん感情的、情じよう緒ちよ的てき表現が弱い……。全部淡たん々たんとしてて、ロボットみたいになっちゃう……。あ、アンドロイドだからか。いやいや、アンドロイド役しかできないのは困るよね）

　アンドロイドという理由で納なつ得とくしてしまいそうになるも、慌あわてて首を横に振ふる。

（今回はオペラ座の怪かい人じんの主役、ファントム役って決まっちゃってるし……。綴くんに、心を閉ざしたファントムにしてもらうこともできるけど……。復ふく讐しゆう劇げきを描えがく上で、感情の発はつ露ろを一いつ切さいなくすなんて無理だ）

　春はる夏なつ秋あき組ぐみと新メンバーが主演というパターンできたため、冬組も当然その流れを汲くむことになる。今回はさらにテーマまで決まっている上、変へん更こうが難しいというのが仇あだになった。

　ガイにとってはハードルの高い役になるかもしれないと、いづみは表情を硬かたくした。

「ガイさん、怒いかりの表現はもっと力を込めて、歯を食いしばる感じでやってみたらどうですか」

『ふざけるな』

　丞のアドバイスを受けて、ガイが素す直なおに芝居を変える。

「ふむ、それだと口に物を含ふくんでいる感じがするね」

「怒おこる状じよう況きようを想像してみるとか。何か大事なものを盗ぬすまれた状況をイメージしてセリフを言ってみてください」

　誉が思案げに感想を口にすると、紬つむぎが別のアプローチを提案した。

　ガイが小さくうなずいて、同じセリフを繰くり返かえす。

『ふざけるな』

「……最初と同じ」

　密ひそかが冷静に判定すると、ガイ自身わかっていたのか、反論はなかった。

「やはり、アンドロイドに感情を表現することは難しいようだ」

「ＡＩに人間的な感情はプログラミングされてないのか？」

「一応備わっているが、人間らしさを損そこなわない程度のもので、極度に希き薄はくだ。アンドロイドが一時の感情に流されるようでは、冷静に任務を遂すい行こうできないからな」

　丞の質問に、ガイが家電の説明書でも読み上げるかのように答える。

「じゃあ、感情が湧わき上あがることはあるんだね」

　東あずまが確かく認にんすると、ガイがうなずく。

「ああ。ただ、リアクションをとるほどのものではない」

「人間らしさを損なわないというなら、もうちょっと感情を表現してもいいと思うのだけれどね。たとえば、こう窓の外の晴天に感動して詩を詠よむとか！」

「……それはアリスだけ」

　窓の外の澄すみ渡わたった青空に向けて手を伸のばす誉を、密があきれたように見つめる。

「詩か……俺おれにはさっぱりわからないな」

「そこはわからなくても問題ない」

　ガイじゃなくてもわからないと言わんばかりに、丞が告げる。

「シトロニアの言う通り、俺はポンコツなのだろう」

「でも、演技をする能力はちゃんと備わってますよ」

　いづみが慌ててフォローする。感情が乗らないということを別にすれば、基礎は備わっているといっていい。

「この間代役を務めた時も、少し見ただけで舞ぶ台たいのセリフを完全に覚えてたし、高度な学習能力があるはずだ」

　丞も本心からそう思っている様子で続けた。

「人間らしい感情の表現やリアクションを少しずつ経験して覚えていけば、舞台の上でも表現できるようになりますよ。きっと」

　いづみが励はげますと、紬もうなずく。

「今後は感情がわずかにでも動かされた時は、意識してそれを表現するようにしてみたらどうでしょう」

「それはいい考えだね」

　東が微ほほ笑えむと、ガイは考え込むように顎あごを撫なでた。

「感情を意識するなど、今までしたことがなかったな……。人間らしい振ふる舞まいなど、必要なかった。でも、やってみよう」

　前向きにうなずくガイの気持ちがうれしくて、いづみも微笑む。

「みんなも普段の生活の中で、ガイさんに積極的に感情を表現する方法を伝えていってください」

　いづみが呼びかけると、紬と誉がうなずいた。

「はい」

「任せてくれたまえ！」

「変な詩は教えなくていいぞ」

「変とはなんだね！　詩も立派な表現方法の一つだよ！」

　丞から釘くぎを刺さされて、誉が憤ふん慨がいする。

「難しそうだが、努力する」

「……アリスは無視していいから」

「密くんまで失礼だね！」

　律りち儀ぎなガイを密が止めると、誉がすかさず反論した。

　そんなやり取りを見つめながら、いづみはシトロンの話を思い出していた。

（アンドロイドに人間らしい振る舞いを教えていくって、なんだかまるで『ぜんまい仕じ掛かけのココロ』のＳみたいだ。シトロンくんがガイさんを思い出したって言ってたのも、わかる気がする）

　Ｓがルークたちのおかげで人と心を通わせるようになったように、ガイが感情表現を手に入れられたらいいと、いづみは祈いのるように思った。
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　その夜、バルコニーにガイの姿があった。

　冷たい夜風が吹ふき付つける中、ガイは寒さなど感じない様子で夜の闇やみを見つめていた。

　頭の中に浮かぶのは、主あるじであるシトロニアの名前だった。何な故ぜ自分をこの国に置いていったのか、何故あんなウソを告げたのか、答えの出ない問いばかりが浮かんでは消える。

　不意に、脳のう裏りにザフラ王国のどこまでも続く草原の景色がよみがえってきた。

　独特の乾かわいた風が、頰ほおを撫でる。瑞みず々みずしい草の香かおりの中を、馬と一心同体になって駆かけ抜ぬける。

《ガイ、こうして馬で駆けるのは楽しいな！　ガイもそう思わないか！》

　並へい走そうする、今よりも若いシトロニアがガイに向かって叫さけぶ。

《……楽しいな》

《本当に楽しいと思ってるのか？》

　淡々と返すガイに向かって、シトロニアがいぶかしげにたずねる。

《シトロニアが言うのなら楽しいと推測した》

《まったく、お前はポンコツだな》

　ガイがなんと答えたらいいかわからずに黙だまると、シトロニアは諦あきらめたような、寂さびしげな表情を浮かべた。

　情景はぱっと変化し、煌きらびやかなザフラ王宮の渡わたり廊ろう下かになる。

　ガイの少し前を歩いていたシトロニアが、ふいに足を止めた。

《ガイ……何故こんな風にいがみ合わなければならないのだろう。こんなのは悲しいと思わないか？》

《俺は……》

　ガイが何も答えられずにいると、シトロニアは眉まゆを顰ひそめ、視線をそらした。

　自分が黙ると、いつもシトロニアが悲しげな表情をしていたことを、ガイはぼんやりと思い出す。

　連なるように再びよみがえってきたのは、白い可か憐れんな花が見み渡わたす限り咲さき乱みだれるジャスミン畑だった。

《ガイ、見てごらん。今年もジャスミンが綺き麗れいに咲いたよ。私はこの香りをかぐと、心が落ち着くんだ》

《……そうか》

　優やさしげな表情を浮かべるシトロニアに、ガイが相あい槌づちを打つ。

《……お前には、わからないか》

　シトロニアはジャスミン畑を見つめながら、寂しげな微笑みを浮かべていた。

　いくつもいくつも思い浮かぶあの時、自分は本当にシトロニアの気持ちがわからなかったのか、ガイは自然と自問自答する。

　答えは出ないまま、痛いほど冷たいバルコニーの柵さくをぐっと握にぎり締しめた。
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　積み重ねた年月を感じさせる飴あめ色いろのドアをガイが押し開けると、店内にあふれる緑が目に飛とび込こんでくる。

　深みのある色のレザーのソファやアンティークの調度品でまとめられた、落ち着いた雰ふん囲い気きのカフェは、紬が指定した待ち合わせ場所だった。

　店内を見回すと、軽く手を上げる紬と目が合う。

　ガイが紬の向かいのソファに腰こしを下ろすと、紬が申し訳なさそうに微笑んだ。

「突とつ然ぜん呼び出してすみません」

「いや、構わない」

　ガイがまったく気にした様子もなく平然と返すと、紬はくつろいだ表情で店内を見回した。

「ここ、お気に入りのカフェなんです。緑や花が多いでしょう？　これ、全部マスターの家の庭で育ててるらしいですよ。季節ごとに色々な草花が飾かざられてるから、いつ来ても飽あきないんです」

　優しく目を細めて、テーブルの上の小さな花か瓶びんに飾られたアネモネを見つめる。

「……そうか」

　ガイはちらりとアネモネを確認すると、それきり黙だまり込こんだ。

　ぎこちない沈ちん黙もくが流れる。

「……ええと、何頼みましょうか？」

　紬が視線をさまよわせて、メニューを手に取った。

「何でもいい」

「それじゃあ──すみません、ホットコーヒーを二つ」

　ちょうど横を通りかかった店員に注文すると、再び二人の間に沈黙が落ちる。紬はどう切り出すか迷うように視線を落とした後、心を決めたようにガイの顔を見つめた。

「……今日はガイさんと二人で話がしたくて、お誘さそいしたんです」

「そうか」

「少し質問してもいいですか？　答えられることだけでいいので……」

「構わない」

　ガイは気負う様子もなく、事務的とも思えるような平へい坦たんさで返す。

　紬は言葉を選ぶように慎しん重ちように口を開いた。

「今までの人生の中で怒ったり、悲しかったりした出来事はありますか？」

「特にない」

「それじゃあ、うれしかったり、大笑いしたり、感動したりしたことは？」

　重ねてたずねられて、ガイは少し考え込んだが、結局首を横に振った。

「……思い浮かばない」

「……そうですか」

　紬はじっとガイの目を見つめた後、わずかに視線を落とした。

「……何か気分を害するようなことを言っただろうか？」

　紬の表情が曇くもっているのを見て取って、ガイがたずねる。

　紬は少し困ったように首をかしげた。

「いえ……ガイさんの目にウソがなさそうなので、少し悲しくなっただけです」

「何故？」

　まったく理解できないといったガイの様子を見て、紬の表情がまた陰かげる。

　ガイが怪け訝げんそうな顔を浮かべると、紬は話を変えるように口を開いた。

「ザフラ王国はどんなところですか？」

「西アジアに位置する、ザフラ国王の治めている国だ。公用語はザフラ語で観光産業を中心に発展している。四方を海に囲まれた島国で、面積は百八十平方キロメートル程度。それから──」

　まるで教科書でも読むかのように淀よどみなく答えていたガイの言葉が、不意に途と切ぎれる。

「……どうかしましたか？」

　紬が首をかしげると、ガイは花瓶のアネモネを見つめていた。

「……花が」

「花？」

「……花がキレイだ」

　珍めずらしくぎこちなく告げられた言葉は柔やわらかく、さっき流りゆう暢ちように話していた時よりも、はるかに人間味があった。

　紬はわずかに目を見開いた後、うれしそうにふわりと微笑んだ。

「──そうなんですね」

　それからも紬から質問しては、ガイが端たん的てきに答えるという一方的な会話が続き、一時間もせずに二人はカフェを後にした。

　ガイと共に寮りように戻もどった紬は、玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎながらガイを振ふり返かえった。

「……あと少しだけ、付き合ってくれませんか？」

「構わない」

　紬がガイを連れていったのは、中庭だった。

　ベンチの近くの花か壇だんの前でしゃがみ込むと、地面の上に小さく顔を出す緑の葉っぱに指先で軽く触ふれた。

「これをお見せしたくて──小さいけど、芽が出てるでしょう？」

　紬に言われて初めて気づくような、小さな存在だった。

「……何故これを俺に？」

「これ、シトロンくんが植えた球根なんです」

　紬が微笑むと、ガイがわずかに目を見開く。

「シトロニアが……？」

「でも何が育つのかは、わからないんです。シトロンくんが種類を見ないで買ってきたらしくて……。シトロンくんは花が咲くのを楽しみにしていました。シトロンくんの代わりに、一いつ緒しよにこの花を育ててくれませんか？」

　紬が優しい表情でたずねると、ガイはじっと小さな芽を見つめた後、うなずいた。

「……わかった。何をすればいい？」

「まずは水をあげて、雑草が出てきているので抜ぬきましょうか」

「わかった」

　ガイはそう言って、紬が差し出したじょうろを受け取った。

　水道で汲くんできた水を花壇にまく。

「水はこのくらいでいいか？」

「十分です」

　紬が微笑むと、ガイは紬の隣にしゃがみ込んだ。

「あとは雑草だったな」

「お願いします」

　隣の花壇の世話をしている紬に並んで、ガイが黙もく々もくと雑草を抜いていく。

「……冬組はどうですか？」

　紬が草木に添そえ木ぎをしながらたずねると、ガイも手を止めないまま答えた。

「どう、とは？」

「どう思いますか？」

　紬が補足すると、ガイはようやく理解した様子でうなずく。

「他の組より精神的に成熟しており、落ち着いているな。それぞれ過度に干かん渉しようし合うことなく、適度な距きよ離りを保っている」

「なるほど……」

　紬はガイの冷静な観察眼に感心したような声を漏もらす。

「年ねん齢れい的てきなこともあって、旗はた揚あげ公演の時から、その辺りは変わりませんね。それでも、最初は距離がありすぎて、なかなか心を開くのに少し苦労しました。今はそれを経へての最適な距離なんです」

　昔を懐なつかしむように、紬の目が細められる。口元には柔らかな笑えみが浮かんでいた。

「そうか……」

「旗揚げ公演は俺が主演で、ＧＯＤ座という劇団と対決しました。負けたら、劇団を解散しなければならないという条件で、かなりのプレッシャーでしたね」

　紬は少し手を止めると、遠くへと視線を投げた。お互たがい花壇の方を向いているおかげか、それとも二人で時間を過ごした成果か、カフェにいた時よりも滑なめらかに会話が進む。

「第二回公演は誉さんが主演のミステリ劇。誉さん自身の壁かべを乗り越えられた公演でした。第三回公演は東さんが主演です。東さんと準主演の丞との絆きずなが深まったことで公演を成功させられました」

「なるほど」

「一時的かもしれないですが、冬組に入ってもらったので、これまでのことをお話ししておこうかと思いまして」

　紬はそこでガイの方に顔を向けて、微笑んだ。

「……そうか」

「ガイさんから見て、冬組のみんなはどう見えますか？」

　さっきよりもさらに踏ふみ込こんだ質問に、ガイが少しの間考え込む。ややあって、口を開いた。
















「……高たか遠とおは熱心に演劇に打ち込んでおり、すべてを演劇に絡からめて考える傾けい向こうがある。他者にはあまり興味がないように見える。雪ゆき白しろは寛かん容ようで優しく人当たりがいいが、他人に一線を引いている。浮うき世よ離ばなれしていて人間味が薄うすい。秘密主義だ。御み影かげは過か眠みんを繰り返すマシュマロモンスター。どこか索さく漠ばくとしていて虚きよ無むを感じるが、マシュマロがあれば満足そうだ。有あり栖す川がわはポエムと容姿が独創的だな。それから、悩なやみがなさそうに見える」

　つらつらと並べ立てるガイの声は、明白な計算結果でも発表するかのように迷いがない。

「……ガイさんにはそう見えるんですね」

　紬は否定も肯こう定ていもせずに、あいまいに返事をする。

「間ま違ちがっているのか？」

「それは、ガイさん自身で確かめてみてください」

　何か含んだような微笑みを浮かべる紬を、ガイはじっと見つめた。




　それから数日後、ガイは紬に言われた通り毎日シトロンの球根の世話をしていた。

　昼下がりの暖かな日差しが、花壇に向かってうずくまるガイの背中に降り注ぐ。

　ふと、鼻歌交じりに中庭に出てきた誉が、ガイの姿に目を留とめた。

「おや、一人かい？」

「ああ。今日は月つき岡おかがバイトでいないし、ヒマだから代わりに庭の手入れをしていた」

　手に着いた土を払はらいながら、ガイが立ち上がる。

「そうか。それならちょうどいい。買物に付き合ってくれたまえ」

　誉はわが意を得たりとばかりに笑みを浮かべた。

「了りよう解かいした。俺も肥料を買わなければならないと思っていたところだ」

　ガイは誉の強ごう引いんな誘いに気分を害した様子もなく、手を洗いに水道へ向かった。

　そうして誉がガイを連れて訪おとずれたのは、天鵞絨びろうど商店街だった。

「待ちたまえ」

　不意にサイクルショップの前で誉が足を止める。

「うむ、実にいいフォルムの自転車だ」

　店の前に陳ちん列れつされた小型のミニベロをまじまじと眺めだす。

「買うのか？」

　ガイがたずねると、誉はあっさり首を横に振った。

「いや、詩し興きようが湧わいたよ」

　そう言って、両手を広げ、空を仰あおぐ。

「クルクルサイクリング、きらめくローリング、ネバーエンディングダンシング、ドゥーイング、スイング、イングイングイング……」

　情感たっぷりに詩を詠んだ誉は、くるりとガイの方を振り返る。

「どうかね！」

「……わからない」

　満足げな誉に対して、ガイは無表情のまま率そつ直ちよくな感想を述べる。

「そうか、まだキミには難しかったかな」

　誉は気にした様子もなく、また歩き始めた。

「む、あのコートも素す晴ばらしいね！　また詩興が湧いたよ！」

「……やはり悩みがなさそうだ」

　今度は古着屋の前で目を輝かがやかせる誉を見て、ガイは小さくつぶやいた。




　あちこちの店を回って、誉がようやく満足した時には日が暮れていた。

　冬の太陽はあっという間に姿を隠かくす。気が付かないうちに、辺りがうっすらと夜の青に染まっていく。

「うむ、実にいい買い物をした」

「もうこれで全部か？」

　誉の買った荷物を半分持ってやりながら、ガイがたずねると、誉は小さく首をかしげた。

「そうだな、あとはアンティークの家具屋を見て……」

「まだ行くのか？」

「今何時かね」

　誉もさすがにそろそろ時間が気になったのか、自らのポケットから懐かい中ちゆう時ど計けいを確認した。

「む……なんだ、まだ15時かね。寮を出てから30分程度しか経たっていないとは」

「もう17時03分だ。寮を出発してから１時間36分が経過している」

　一切時計を見ずにガイが告げる。誉が確かく認にんするように商店街に備えられた柱時計に目をやると、ガイが言った通りの時刻を示していた。

「おや……そうか。また狂くるってしまったのだな」

　誉が柔らかいまなざしで懐中時計を見つめる。

「この懐中時計は古いせいか、気が付くと止まっているのだ。また丞くんにメンテナンスを頼まなくては」

「壊こわれているなら、新しいものを買ったらいい。金ならあるのだろう」

　ガイが淡々と告げると、誉は何か考え込むようにガイを見つめた。

「……そうだな。しかし、これは大切なものなのだ」

　ややあって、誉はそう言いながら優しい手つきで懐中時計を撫でた。

「……少し話をしようか」

　誉はガイを促うながすと、近くの公園の方へと足を向けた。

　ベンチに座ると、誉が何かを思い出すような目で遠くを見つめる。

「キミはアンドロイドで、感情が希き薄はくだと言っていたね」

「ああ」

「ワタシも人の気持ちがわからず『壊れたサイボーグ』と言われたことがある。自分はすぐに人を傷つけてしまう欠けつ陥かん品ひんなのだと、ずっと思おもい悩なやんでいた。祖母にもらったこの懐中時計は、その悩みの象しよう徴ちようみたいなものなのだ」

　視線を落とす誉の表情は、懐かしむようなもので、後こう悔かいや暗い感情は見当たらない。

「何故、そんなものを大事に持っている」

　ガイが心底理解できないといった様子でたずねると、誉は微笑んだ。

「この懐中時計のおかげで、乗り越えることができたからだよ」

　第二回公演で誉が主演を務めた時、人を傷つけた過去にとらわれ、自らを欠陥品と称しようして悩む誉を救ったのは、密を始めとする冬組メンバーだった。メンバーの助けを借りて大切な懐中時計を修理し、時計を誉に託たくした祖母の気持ちを知ることで、誉は他者とつながる方法を知ったのだ。

「ワタシは壊れたサイボーグだが、『相手の気持ちを正確に理解はできなくても、相手の身になって考えることはできる』のだ。受け売りの受け売りだがね。この時計のように少しばかり困ったところがあっても、必要としてくれる場所がある。そう思えるようになっただけで、ワタシは心底楽になったのだ。この時計を持ち歩いているのは、それを忘れないためだよ」

「結局理解できないのなら、相手の身になって考えることになんの意味がある？」

「理解することに意味があるのではない。相手を思いやるという行動に意味があるのだよ」

　誉が説明すると、ガイはわずかに戸と惑まどった様子で、眉まゆ根ねを寄せる。

「……わからない」

「キミにはまだ難しかったようだね。まあ、感情に悩むのはキミだけではないということだ！」

　誉は励ますようにガイの肩かたを叩たたいた。

　瞬しゆん間かん、ガイの脳裏に悲しげなシトロニアの表情がよみがえってくる。

《ガイ……何故こんな風にいがみ合わなければならないのだろう。こんなのは悲しいと思わないか？》

《俺は……》

　ガイは公園の砂っぽい地面に視線を落とした。

「……俺が相手の気持ちを理解できない時、悲しい顔をされた。それは、俺が思いやるという行動をしなかったからなのか？」

　誉が驚おどろいたように目を見開き、それからぱっと破は顔がんする。

「そうとも！　なんだ、キミもわかっているじゃないか」

　ガイは考え込むように、黙り込んだ。

　と、誉が何かを思い出したかのように声をあげる。

「む、そうだ、マシュマロを買うのを忘れていた。そのために買い物に来たというのに、なんということだ！　まったく、密くんはすぐにマシュマロを食べきってしまうから、困る。どれだけ買い込んでもすぐになくなってしまうのだ」

　誉はぶつぶつつぶやきながらも、楽しげに立ち上がる。

「困る？　では、なぜ有栖川は笑っている」

　ガイがわずかに怪訝そうな表情を浮かべる。

「面おも白しろいから、だろうね」

「面白い？　御影はマシュマロを食べるか寝ねているかのどちらかだから一緒にいて困るのはわかるが、それが面白いのか？」

「密くんに困るのはそれだけが理由ではないぞ。加えて愛あい想そがないし、ワガママだし、面めん倒どうくさがりだ」

「そんなにあるのか」

　つらつらと並べ立てる誉に、ガイがさらに困こん惑わくした様子で返す。

「しかし、彼かれはそれでいいのだ。それでこそ御影密という人間なのだからね。ワタシはありのままの密くんを好ましいと思っている。マシュマロを用意することは独ひとり戦う彼にワタシが唯ゆい一いつしてあげられることだから、苦ではないのだ」

　はっきりと言いきる誉を、ガイは思案げにじっと見つめた。
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「ガイさん、この鉢はちを向こうに運ぶんですけど、手伝ってもらえませんか？　今の季節、この場所は寒すぎるので……」

　中庭の一角に置いてある大きな鉢を前に、紬がガイに呼びかける。日の傾かたむきの関係なのか、ちょうど建物の陰になっていた。

「わかった」

「ありがとうございます」

　ガイが軽々と鉢を持ち上げると、紬は笑え顔がおで礼を言う。

　その時、中庭に面した廊下を、綴を抱かかえた丞が通りかかった。

「ったく。いい加減、自分の限界というものを理解したらどうなんだ……」

　ぶつぶつつぶやく声に気づいた紬が、丞の方へ視線を向ける。

「あれ、丞？」

「ああ、二人ともそこにいたのか。稽古場に集合だ。台本が完成したらしいぞ」

「そうみたいだね」

　いつも不ふ眠みん不ふ休きゆうで執しつ筆ぴつした結果、完成と共に倒たおれるのが慣例となっている綴の姿を紬が見つめながら、苦く笑しようする。綴はぐったりとしたまま、寝ね息いきを立てていた。

「それも運ぶのを手伝うか？」

「助かる」

　ガイが助たすけ舟ぶねを出すと、丞が短く答える。

「ガイさん、花壇のことは稽古の後にしましょう」

「わかった」

　ガイは紬にうなずくと、丞と共に綴を抱えて廊下の奥おくへと消えていった。
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　その日の午前の稽古は、完成したばかりの脚きやく本ほんを配ることから始まった。

『怪人Ｆと嘆なげきのオペラ』は、クリスティーヌを男にした新しん解かい釈しやくの『オペラ座の怪人』だ。恋れん愛あい色しよくがなくなる分、怪人の過去を探さぐるサスペンス色が強まり、劇場を舞台にした歌手同士の因いん縁ねんと友情の物語となっていた。

「面白いな」

　脚本を読み終えた丞が一言漏らすと、紬も待っていたかのようにうなずく。

「サスペンスと友情モノが混じってていいね」

「第二回公演のシナリオを思い出したよ。今回はもう少しサスペンス寄りだね」

　誉がミステリ風の物語だった第二回公演を引き合いに出す。

「舞台に立つシーンも多いから衣い装しようやメイクも映はえそうだ」

　東も満足げに微笑んだ。

「今回の悪役は今までになく完全な悪人だな」

　丞のつぶやきに、密と東がうなずく。

「……冬組の脚本では初めて」

「人間味があっていいんじゃないかな」

　早さつ速そく脚本について熱心に話し合うメンバーたちを見ながら、いづみはそっと笑みを漏らした。

（みんな脚本を読んでわくわくしてるみたいだ。紬さんと丞さんは元々だけど、東さんや密さん、誉さんの演劇に対する姿勢は、前よりも変わってきた気がするな）

　紬たちの熱に感化されたり、公演を重ねたことで演劇の面白さに気づいたりしたということもあるのだろう。旗揚げ公演の時とは、脚本に向き合う姿勢から違ちがっていた。

（ガイさんは……）

　いづみはこれが初はつ舞ぶ台たいとなるガイの方へ目を向けた。ガイは台本を手に、他のメンバーたちの話を黙って聞いていた。

「どう思います？」

「……わからないが、いいんじゃないか」

　いづみの問いかけに、淡々と答える。声にも表情にも、なんの感情も浮かんでいなかった。

（うーん、やっぱり感情が読めない……）

　いづみは思案げに台本に視線を落とした。

　今回のファントムは憎にくしみ、悲しみを内に秘めて、復讐のためだけに生きている役だ。ガイがその感情を表現できるようになるか、どうしても懸け念ねんが残ってしまう。

「……ファントムは難しいですね」

　いづみの思いを察したかのように、紬も声のトーンを落としてつぶやいた。

「激情よりも抑おさえた感情表現の方が技術がいる」

　どちらかというと大きな芝居が得意な丞も、苦労した覚えがあるのか、やや苦々しい表情で同意する。

「たたずまいや雰囲気はぴったりだけどね」

　フォローする東も、少し心配そうな表情を浮かべていた。

（やっぱり、みんなも心配だよね。この課題はなんとか公演までにクリアしていかなきゃ）

　いづみはメンバーたちの顔を確認すると、心を決めた。問題点が見つかっているなら、あとはそれを解消する手段を見つけるだけだ。

「とりあえず、一回読み合わせをしてみましょう」

　いづみは気持ちを切きり替かえるように、明るく声をかけた。




『キミは本当に亡ぼう霊れいなのか？　どうして、亡霊になってまで、歌い続けている？　歌にとり憑つかれているのか？』

　クリス役の紬が、ファントムに呼びかける。

『そうだな。きっと』

　紬に応えるガイの芝居は、淡々としていて、見る者にファントムの気持ちが伝わってこない。

『キミの存在を証明したい。もう一度舞台で歌ってみないか？　キミはそのために、歌い続けているんだろう？』

『……そんなことができるはずがない。俺はただの影かげだ』

　必死で訴うつたえかけるクリスと、どこか空くう虚きよなファントムのやり取りはちぐはぐで、嚙かみ合あわなかった。

（やっぱり、ファントムの感情表現が今回一番の課題になりそうだな。稽古には真しん剣けんに取り組んでくれてるし、感情表現さえできるようになれば……）

　いづみは二人の芝居をじっと見つめながら、今回の一番の課題を再認識する。

　そして、時計を確認すると、手を打った。

「──それじゃあ、今日の午前練習はここまで。残りは午後やりましょう。お疲つかれさまでした」

「お疲れさま」

「……疲れた」

　笑顔の誉に続いて、密がつぶやいた。

　それから、メンバーたちは三々五々休きゆう憩けい時間に入る。

（ガイさんの稽古をどうするか、紬さんとも相談しておこうかな）

　いづみは、ガイと共に稽古場を出ようとする紬を呼び止めた。

「紬さん、ちょっとだけ打ち合わせの時間もらっていいですか」

「はい。ガイさん、先に中庭に行っててください」

「わかった」
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　紬と別れて中庭にやってきたガイは、ベンチの前で足を止めた。

　さっき稽古場から同時に出た密が、いつの間にかベンチで健すこやかな寝息を立てている。

　思わず怪訝そうな表情を浮かべたガイの脳裏に、誉の言葉がよみがえってきた。

『ワタシはありのままの密くんを好ましいと思っている』

『マシュマロを用意することは独り戦う彼にワタシが唯一してあげられることだから、苦ではないのだ』

　密の顔を見つめてしばらく考え込んだ後、密の傍かたわらに置かれたマシュマロの袋ふくろに手を伸ばす。そして、以前聞いた通りにマシュマロを一つつまんで、密の顔の前に持っていった。

　と、密がわずかに顔を浮かせて、まるで魚のようにマシュマロに食いつく。

　そのままもぐもぐと口を動かしながら、瞼まぶたを開けた。

「御影は何かと戦っているのか」

　ガイが問いかけると、密はゆっくりと瞬まばたきをした後、口を開いた。

「……過去」

「過去？」

　密が遠くに視線を投げる。

「……この間、失っていた記き憶おくを取り戻した。大切な人を失った記憶を……。……その過去を、受け入れるために戦ってる」

　密の表情は変化に乏とぼしいが、たしかに痛みを表していた。

　それを認めて黙り込むガイを、密がじっと見つめる。

「……ガイは、オレと少し似てる気がする。……オレは自分の辛つらい記憶を思い出したくなくて、過去から無意識に逃にげていた。ガイは何から逃げてる？」

　何かを見み透すかすような密の視線から逃のがれるように、ガイは思わず視線をそらす。

　逃げているという言葉が、ガイの胸に突つき刺ささった。得体のしれない焦しよう燥そう感かんが湧き起こる。

　自問自答するように答えを探したガイの頭に浮かんだのは、シトロニアとの会話だった。

《ガイ、見てごらん。今年もジャスミンが綺麗に咲いたよ。私はこの香りをかぐと、心が落ち着くんだ》

《……そうか》

《……お前には、わからないか》

　あの時も、今と同じようにガイは胸むねの奥おく底そこから顔を覗のぞかせた何かを感じていた。しかし、それが何か、摑つかめそうで摑めない。

「──あ」

　密の小さな声で、ガイは我に返った。

「どうかしたのか」

「……マシュマロ、なくなりそう」

　さっきの悲しみや痛みは消きえ失うせ、のんきな様子でつぶやく。

「有栖川にもらってくるといい」

「……アリスがくれるマシュマロは飽きた。東がくれる高級なやつがいい」

　ぶつぶつ文句を言う姿は子どもっぽく、ガイが最初に感じた印象通りに見えた。それでも、紬が確かめろと言うからには、別の一面を持っているのだろうかとガイは内心疑問を覚える。

「……御影から見て、雪白はどんな人間だ」

　ガイは自分の中に浮かんだ疑問を、そのまま密に投げかけてみることにした。誉、密と話を聞いた。次は東だ。

「東は……優しい。いつも余よ裕ゆうがある。でも、たまに守ってあげなきゃって思う」

「守る……？　雪白は精神的に自立した大人なのにか」

「うん」

　密が迷いなくうなずくと、ガイは考え込みながら黙り込んだ。




　ガイが部屋に戻ると、ソファに座っていた東がにっこり微笑んだ。

「ちょうど良かった。アンドロイドさんは日本酒、好き？」

「わからない」

　飲んだことがないと暗あんに告げると、東がテーブルの上に置かれた酒さか瓶びんと徳とつ利くりとお猪ちよ口こを示した。

「美お味いしい日本酒があるんだ。ちょっと付き合わない？」

　東の誘いにうなずいて、ガイは東の向かいに腰を下ろす。

「いただこう。この国では酒の席は極力断らないのが礼れい儀ぎと聞いた」

「お堅かたいな」

　物言いを面白がりながら、東は乳白色の酒をお猪口に注いで、ガイの前に置いた。

　ガイは少し匂においをかいだ後、一口舐なめる。

「どう？　ちょっと辛から口くちなんだけど、すっきりしてるでしょ」

「……そうだな」

　味を確かめるように、二ふた口くち三み口くちとお猪口を傾ける姿を見て、東が微笑む。

「ワインが良かったら、ワインもあるよ」

「どちらでもいい」

「ふふ、アンドロイドさんは来るもの拒こばまずだね」

　東は面白がるような笑みを浮かべながら、空いたお猪口にもう一いつ杯ぱい注いだ。

　そんな東の顔を、ガイがじっと見つめる。

「……ボクに何か？」

　ぶしつけな視線を気にした様子もなく、東が首をかしげる。

「……雪白は弱いのか？」

「ん？　お酒は強い方だと思うけど」

「違う。御影が、雪白のことをたまに守ってあげたくなると言っていた」

　ガイの説明を聞いて、東が驚いたようにわずかに目を見開く。

「密がそんなことを……ふふ、うれしいな」

「俺から見れば、雪白は成熟した大人だ。庇ひ護ごを必要としているようには見えない」

　真顔で告げられて、東は少し考えるように長い指を頰に当てた。

「……そうだね。アンドロイドさんにも話しておこうかな」

　そして、一口日本酒を舐めてから、続けた。

「ボクは小さい頃ころに家族を事故で亡なくしてね、ずっと独りで生きてきたんだ。このまま独りで死んでいくと思ってた」

　東の目が伏ふせられる。

「……ずっと寂さびしかった。みんなのそばには、当たり前のように家族がいるのに、ボクのそばには誰だれもいない。いつも眠りにつくたびに、朝なんて来なければいいと思ってた」

　東はそこで少し言葉を切ると、お猪口を両手でそっと握り締めた。

「でも……この劇団に入って初めて、ずっと怖こわかった一人の朝が怖くなくなったんだ。ボクは一人だけど、独りじゃない。劇団にはいつも仲間がそばにいてくれるから」

「……そうか」

「まあ、家族を亡くした過去は変わらないんだけどね……」

　寂しげにふわりと微笑む東の頭を、ガイが柔らかな手つきで撫でた。

　予想外の行動に、東は珍しく面食らった様子で動きを止める。

「──すまない」

　ガイがとっさに謝あやまって手を引くと、東が微笑んだ。

「ふふっ。頭を撫でてもらうなんて、どれくらい振ぶりかな。兄さんがよく撫でてくれたんだ。髪がキレイだっていつもほめてくれた」

　懐かしそうに目を細める。

「そうか」

「アンドロイドさんには兄弟いるの？」

「同じ型かた式しきの者ならいるだろうが、会ったことはない」

「じゃあ、兄弟の記憶みたいなものはないんだね」

「そうだな……俺の知る兄弟といえば、シトロニアの弟王子たちくらいだ。雪白のそれとは少し違う」

　ガイが何かを思い出すかのように、遠くを見つめる。

「へえ？　どんな風に？」

「シトロニアと三人の弟王子はそれぞれ母親が違っていて、第四王子とは仲がいいが、第二、第三王子との折り合いが悪かった。いつもシトロニアは弟たちとの関係について悩んでいた」

「そうだったんだ」

　王族特有の複雑な事情は東にも想像がついたのか、静かに相槌を打った。

　ガイの脳裏に、また遠く離はなれたザフラ王宮の光景がよみがえる。

《ガイ、私は弟たちと争いたいわけじゃない。王座など渡わたせるものなら渡してしまってもいい》

　シトロニアの顔が苦しげにゆがむ。

《王位を継つぐのはシトロニアだ》

《わかってる。でも、時折わずらわしく思うのだ。こんなものがなければ……》

《責務を放ほう棄きすることは許されない》

　ガイが淡々と返すと、シトロニアは眉根を寄せて、首を横に振った。

《……ガイに言っても仕方のないことだったな》

　小さく息をつくシトロニアの表情には、諦あきらめと悲しみが浮かんでいた。

「シトロニアも、雪白と雪白の兄のような関係を望んでいたのだろうか……」

　ガイが考え込むようにつぶやくと、東が優しく微笑んだ。

「……きっとね。王族だと色々と難しいのかもしれないけど」

　東が同意すると、ガイはじっとお猪口の中の水面を見つめたまま、黙り込んだ。

「アンドロイドさん、今度はみんなで飲みに行こうか。二人で静かに飲むのもいいけれど、みんなで飲むお酒はすごく楽しいよ」

「楽しい？」

　ガイが怪訝な表情で聞き返す。

「誰かとお酒を飲んでいて、楽しいって思ったことない？」

「……ない」

　少し考えた後、ガイははっきりと首を横に振った。

「お酒じゃなくてもいいけど、誰かと一緒にいて楽しいと思ったことは？」

「思い浮かばない」

　そう答えた瞬間、ガイの言葉を押おしのけるようにザフラの草原が浮かぶ。

《ガイ、こうして馬で駆けるのは楽しいな！　ガイもそう思わないか！》

《……楽しいな》

《本当に楽しいと思ってるのか？》

《シトロニアが言うのなら楽しいと推測した》

《まったく、お前はポンコツだな》

　かつてのシトロニアとのなんてことない会話が、今はやけに気にかかる。

　そんなガイの気持ちを知ってか知らずか、東がお猪口を傾けながら楽しげに口を開いた。

「紬と丞は酔ようと、延えん々えん演劇論を熱く語りだすんだ。ちょっとでも返事をしようものなら、一時間、二時間は平気で話し続ける。誉は泣き上じよう戸ごでね、密は黙もく々もくと飲み続ける。ザルなんだ。みんなマイペースだから、傍はたから見てるとすごく面白いよ」

「高遠は素面しらふの時とあまり変わらないんじゃないか」

　稽古場でも度たび々たび熱が入る様子を思い返す。

「たしかに、丞は酔ってるのがわかりづらいんだけど、急に天然発言をしたりするんだよ。ふふ」

「高遠はストイックに見えるから、酔うほどに飲むとは意外だ」

「そうだね。頭の中は芝居のことばかりで、他のことにはちっとも興味がない。気が利きかなくて冷たい。……って、ボクも思ってたよ」

　東が思わせぶりに付け加える。

「今は違うのか？」

　ガイがたずねると、東は少し意外そうにじっとガイを見つめた。

「──アンドロイドさんが人に興味を持つなんて、ちょっと意外だな」

「今まで冬組のメンバーに話を聞いてきて、俺が抱いだいた最初の印象とは違う一面を持っていることがわかった。だから、高遠も違うのではないかと思ったんだ」

　ガイの説明を聞いて、東が納得したようにうなずく。

「……なるほど。丞は舞台の上ではなんでも器用にこなすし、周りもよく見てる。ファンサービスもきめ細やかで、ファンの心を摑つかむのがうまい。ただ、素すに戻ると、すごく口下手で不器用極きわまりないんだよね」

「それはなんとなくわかる」

「でも、実は面倒見が良くて優しいんだよ。誉の大事な懐中時計を直してあげたり、落ちてる密をいちいち運んであげたり……。ボクは一人で実家に戻ることがずっと怖かったんだけど、それを知った丞がわざわざ一緒についてきてくれた」

「……そうなのか」

「実際に自分で確かめてみるのが一番かな。明日、朝の五時くらいに玄関で待まち伏ぶせしてみてごらん」

「五時か……わかった」

　真面目な表情でうなずくガイを前に、東は優しい笑みを浮かべていた。




　翌朝、五時きっかりにトレーニングウェア姿の丞が寮の玄関に現れた。

「……さてと」

　軽くストレッチしながら靴を履はこうとした丞のすぐ脇わきに、ガイが無言で立っていた。

　壁に溶とけ込こむような無機質さで、丞は気づいた瞬間飛び上がる。

「うわっ!?」

　二度見して、ようやくガイだと認にん識しきしたのか、丞がほっと息をついた。

「──そんなところに突つっ立たって、何してるんですか？　まさか本当に玄関で寝ね泊とまりすることにしたんじゃないですよね」

「待ち伏せていた」

　丞の反応を見ても、無表情のままのガイが淡々と告げる。

「は？」

「朝の五時に玄関で待ち伏せれば、高遠が来ると雪白に聞いた。高遠のことを知りたければ、そうするといいと」

　ガイが説明すると、丞は呆あつ気けにとられた様子で気の抜けた声を漏らす。

「まあ、いいですけど。じゃあ、ランニング、一緒に行きます？」

「カンニング……？」

「いえ、ランニングです」

　真面目な顔で聞き返すガイに、丞も真面目に返す。

「……付き合おう」

　ガイはうなずくと、丞に続いて寮を出た。

　二人は軽い足取りで、住宅街を抜けていく。

「……ペース速めですけど、大だい丈じよう夫ぶですか」

　丞がちらりとガイを見やると、息を切らす様子もなく、丞についてくる。走るフォームもキレイで、走り慣れていることが見て取れた。

「……問題ない」

「……結構鍛きたえてるんですね」

「……いざという時にシトロニアを守らなければならないからな。鍛たん錬れんは怠おこたらないようにしている」

「……なるほど」

　ハイペースで走っていても、難なく会話をこなすガイを見ていると、その言葉がウソではないことがわかる。

「……それで、なんで俺のことを知りたいなんて思ったんですか？」

「自分なりに冬組メンバーを分ぶん析せきしたのだが、実際にヒアリングしてみると誤差があることがわかった。それを修正したい」

「……そういうことか」

「高遠の話を聞かせてくれ」

　ガイが単刀直入に頼むと、丞はわずかにためらうように視線をさまよわせた。

「……あんまり自分のことを説明したり、話すのは得意じゃないんですよね。……ちょっと遠回りしましょう」

　丞はそう言うと、角を曲がってビロードウェイの方へと向かった。

　早朝のビロードウェイは、昼や夜の姿とは打って変わって静かだ。まだ劇場入りするスタッフもおらず、いつもの喧けん騒そうとは程ほど遠とおい。

　丞は通りに入ると、ゆっくりと走るスピードを緩ゆるめた。

「俺はこの劇団に入る前、ＧＯＤ座っていう劇団にいたんです。でもそこの方針に合わなくて、移ってきました」

　ちょうど駅から始まるビロードウェイの、真ん中辺りで足を止める。

　丞は前を向いたまま話を続けた。

「紬とは幼おさな馴な染じみで、ずっと一緒に学生演劇をやってたんですが、ＧＯＤ座の入団試験以来、疎そ遠えんになってました。紬がＧＯＤ座の試験に落ちて演劇をやめたことが許せなくて……この劇団で一緒になってようやく和解したんです」

「……そうか」

「昔からずっと演劇三ざん昧まいで、このビロードウェイでも色んなストリートＡＣＴをやってきました」

　開演を待って佇たたずむ劇場たちを、丞がじっと見つめる。

　ややあって、はっとしたように目を見開いた。

「どうした？」

「……やりますか」

　にやりと笑ってガイを振り返る。

「何をだ？」

「ストリートＡＣＴ。俺のことを知りたいなら、これが一番手っ取り早い」

　丞はそう言うなり、ジョギングで熱くなった体をクールダウンするように軽くストレッチを始めた。

「……やり方がわからない」

「今の時間なら通行人もほとんどいません。何も気にせず、俺の芝居を受けて動きたいように動いてくれればいいです」

「……わかった」

　丞が軽い調子で告げると、ガイは短くうなずいた。

　それから、観客のいない二人きりのストリートＡＣＴが始まった。

　一いつ貫かんして丞がリードし、ガイがなんとかそれに応える形で進んでいく。経験豊富な丞の投げかけは多た彩さいで、ガイがぎこちなくても、それなりに芝居になった。

『やったぞ、俺は自由だ！　なんだってできる、なんにだってなれる。もうあんな息苦しい牢ろう獄ごくとはおさらばだ！』

　丞が大きく両りよう腕うでを広げて、解放感を表す。

『なあ、兄弟、これから何がしたい？』

　勢いきおい込こんでたずねた丞に対して、ガイは無表情のまま首をかしげた。

『……したいこと？』

『そうだよ！　やっとシャバに出られたんだぞ!?　今なら好きなものも食べられるし、好きなように遊べるんだ！』

　丞が選んだのは、兄弟分の脱だつ獄ごく囚しゆうという設定だった。ガイは丞に引っ張られる形で牢獄を出てきたことになっている。

『行くぞ、兄弟！　俺たちの新しい生活はこれから始まるんだ！』

　走りだす丞につられて、ガイも自然と一歩足を踏ふみ出だす。

　危あやうくも、明るい未来を感じさせる幕まく引ひきだった。

「……こんな感じです」

　丞が頭を下げると、自然と拍はく手しゆが起こる。

　ガイが怪訝そうに周りを見回すと、いつの間に人だかりができていた。通勤や通学途と中ちゆうとみられる観客たちが、笑顔で手を叩いている。

「いつの間にか、結構集まってましたね」

　呆あつ気けに取とられているガイに、丞が微笑みかける。

「良かったよ！」

「朝からいいもの見ちゃった！」

　観客たちから声をかけられるも、ガイは戸惑ったような表情を浮かべるだけだった。

「楽しかったでしょう？」

　丞が問いかけると、ガイはわずかに沈黙した。それから考え考え口を開く。

「……わからない。ただ、不ふ思し議ぎな気分だ」

「不思議？」

「俺を見て、これだけの人が笑顔になっていることが」

「それが『芝居』です」

　丞はうれしそうに、誇ほこらしげにそう言いきった。途と端たん、丞にシトロニアの姿がかぶる。

《何故、劇団なんだ？》

《……この劇団でみんなと立つ舞台は最高に楽しい》

《……楽しい？》

《……お前にはわからないか》

　楽しいと告げたシトロニアの表情は、今の丞と同じだった。

　それを思い返しながら、ガイが黙り込んでいると、丞が首を巡めぐらせた。

「腹減りましたね。そろそろ寮に戻りましょう」

　集まった観客にもう一度頭を下げると、二人はその場を後にした。

「俺のこと、少しはわかりましたか？」

　寮の玄関で靴を脱ぎながら、丞が問いかける。

「芝居に夢中という結果に間違いはなかった」

「まあ、否定はしません」

「しかし、それだけではない気がする。高遠自身が話すのが苦手なら、月岡に聞こう」

　ガイの言葉を聞いた丞が、苦笑いを浮かべる。

「あいつは余計なことまで言いそうだから、止やめてください」

「……わかった。では、月岡のことについて教えてほしい」

　代わりに、とたずねたガイを、丞はじっと見つめながら答えた。

「……今回の芝居で紬と一番掛かけ合あいがあるのはアンタだ。本当のあいつは、芝居をしていくうちに見えると思いますよ」

　丞の表情は確信に満ちていた。芝居で通じ合ってきた経験がある丞ならではの言葉だ。

　と、そこに軽い足音が近づいてきた。

「おはようございます」

「ウワサをすれば、だな」

　丞が紬の方へ視線を向けると、紬が首をかしげる。

「なんの話？」

「さっき、ランニングがてら、ストリートＡＣＴをしてきたんだ」

「え？　二人で？」

「ああ」

「俺も誘ってくれたら良かったのに」

「起きないお前が悪い」

　紬が残念そうな表情を浮かべるも、丞は気にも留めずに返す。

　ガイはさっきの丞の言葉を思い返しながら、じっと紬を見つめていた。

「先に飯めし行ってる」

　丞はそう言い残して、談話室の方へと去っていった。

「どうかしましたか？」

　黙り込んでいるガイに、紬がたずねる。

「以前、冬組のメンバーについてどう思うか聞いただろう。あの時の分析とは皆みなそれぞれ違っていた」

「そうですか。みんなのこと、今まで以上に知ることができたんですね」

　紬が優しく微笑む。

「……あとは月岡だけだ」

　ガイが正面から紬を見み据すえると、紬は一いつ瞬しゆん動きを止めた後、柔らかな笑みを浮かべた。

「……俺のことは、板の上で感じてください」

　ガイをまっすぐに見返す紬のまなざしには、丞と同じ熱がこもっていた。
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『僕ぼくは友人としてキミを助けたいんだ』

　紬がファントムに向かって訴うつたえる。

『友人？　未来も希望もあるお前と地じ獄ごくの底に住む俺が友人だと？　おめでたい奴やつだ』

　嘲あざけるような、悲しむようなガイの表情の小さな変化を見て取ったいづみが、眉を上げる。

（あれ？　ガイさんの表情が少し変わったな。掛け合いの時に、自然と表情が動くようになった。まだまだわずかで、わかりにくいけど、今までの鉄仮面よりも良くなった。紬さんとのかけ合いもスムーズだし、いい傾向だな）

　ガイが以前よりも紬の芝居をよく見て、受け取めようとしているのが伝わってくる。

　いづみはガイの変化に思わず口元をほころばせた。




　午前稽古を終えて談話室に向かうと、大きな段ボール箱を持った支配人がいた。

「よいしょ、と──げほげほ！」

　段ボール箱を床ゆかに置いた途端、大量の埃ほこりが舞まい上あがる。

「どうしたんですか、その段ボール箱？」

「いや～、長年放置していた倉庫の魔ま窟くつエリアにようやく手を付け始めたらこれが出てきまして……」

　紬の問いかけに、支配人が頭を搔かきながら答える。

「魔窟エリア……」

「だから、こんな埃まみれなんですね」

　いづみが思わずのけぞると、紬は納得したようにつぶやいた。

「ずいぶん古いな」

　丞が段ボールの中を覗き込む。入っていたのは大量のＶＨＳテープだった。

「かなり初期の頃の公演映像ですね」

　ラベルを確認した支配人が懐かしそうに目を細める。

「……これ『オペラ座の怪人』？」

　密が一本のテープを取り上げると、かすれたラベルの文字を読み上げた。

「ああ、初代冬組の公演ですね。何度か再演されてますけど、それだけ古いなら初演の映像かもしれません。冬組は実力派揃いだったので、古典に強かったんですよ。根強いファンがついていました」

「見てみるか」

　支配人の説明を受けて、丞がテープの方へ顎をしゃくった。

「面白そうだね」

「何か、芝居のヒントになるかもしれない」

　誉と紬も興味を惹ひかれたように同意する。

「それじゃあ、冬組みんなで上映会しましょう！」

　いづみが声をあげると、他の冬組メンバーもうなずいた。




　初代冬組の古びた公演が幕を下ろした後、しばらく誰だれ一ひと人りとして言葉を発しなかった。

（さすが実力派って言われるだけある。演技力も貫かん禄ろくも、他の組より一段上だ）

　圧あつ倒とう的てきな実力を見せつけられて、いづみも感かん嘆たんの息を漏らす。

「女おんな形がたの俳優がクリスティーヌをやってたんだな」

「脚本も王道だね。クリスティーヌを巡る恋と復讐のシリアスもの」

　丞に続いて紬が思案げにつぶやく。

「今回のワタシたちの公演とは、やはりテイストが少し違うね」

「……女形がいない」

　誉の言っているテイストとはまた少し違う視点で、密が告げた。

「そういえば、冬組は女性役をやった人が誰もいないんだね」

　いづみがふと思い出したように言った。夏組や秋組では経験者がいるだけに、なんとなく意外に思う。

「もしやるとしたら……東さんくらいか？」

「クリスティーヌをやるのは難しいんじゃないかな。新人歌手だしね」

　丞の言葉を聞いて、東が軽く首をかしげる。

「ワタシがやっても構わないよ！　芸術や美というものに性別は関係ないからね！」

「……アリスはムリ」

　密から即そく座ざに否定された誉が、心外だと言わんばかりの表情を浮かべる。

「何故かね！」

「デカすぎる」

「並んだ時にバランスが難しいかもしれません」

　丞が冷静に告げると、紬も困ったように微笑んだ。誉の身長は百八十センチ以上ある。

「じゃあ、密？」

「まあ、身長で言えば御影くらいだな」

　東の意見に、丞が同意する。

　そんな中、ガイがテレビの画面をじっと見つめていた。画面の中ではカーテンコールを終えた初代メンバーがアフタートークを繰くり広ひろげている。

「ガイさん？　どうかしました？」

「──いや、なんでもない」

　いづみにそう答えながらも、ガイは画面から目を離そうとしない。

（じっと初代冬組のメンバー見てるけど、どうかしたのかな……）

　いづみは不思議に思いながらガイの顔を見つめたが、ガイはいづみの視線にも気づかない様子だった。
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　顔も輪りん郭かくもはっきりとしない、ぼんやりとした影のような人物がガイに語りかけてくる。

「楽しかったか？」

「うん」

　答えたガイの声は高く、視線の高さも今よりもずっと低い。

「そうか！　あの劇団は四つの組に分かれててな、それぞれ特色があるんだ。どれも面白いから、また別の組の公演も観みに来ような」

　相手の男はガイの返事がうれしかったのか、声を弾はずませる。

「うん」

「ガイも、父さんみたいに役者になるか？　演劇は面白いぞ」

　そうだ、この男は自分の父だ、そう理解した次の瞬間、場面が急に切り替わった。

　さっきとは違う刺とげ々とげしい空気が全身に突き刺さる。

「もう、いい加減にして！　もっと現実を見てよ！」

「俺だって色々考えてるんだ！」

　母と父が言い争っている。

　母は必死にすがる父に背を向けて、大きなスーツケースを手に取った。

「言い訳は十分。あなたには愛想がつきました。行くわよ、ガイ」

　スーツケースを持つのとは逆の手でガイの細い腕うでを摑む。

　心臓を摑まれたように、ガイの胸が痛んだ。

「ほら、早く──」

　身がすくんで動けないガイを引きずるようにして、母が歩きだす。

「どこに行くつもりだ！」

「お父さん──」

　振り返って伸ばしたガイの手が父に届く前に、ドアが閉められた。

「ガイ！」

　父の声が遠ざかっていく。

「やだ……お母さん……行きたくない。お父さん……！」

　ガイの声なき声は、誰にも届かずに消えた。

　場面はまた唐とう突とつに切り替わる。暗くら闇やみの中、威い圧あつ的てきな人ひと影かげがガイの目の前に現れた。

『ガイ……お前には、感情なんて必要ない。お前は命令に忠実に従うだけの機械。アンドロイドだ』

　有う無むを言わせぬ声は、ガイの体を凍こおり付つかせるのに十分な恐きよう怖ふを与えた。




　二〇六号室に微かすかなうめき声が響ひびく。

　ガイは悪夢から逃れるように、勢い良くベッドから身を起こした。呼吸は荒あらく、額には汗あせがにじんでいる。
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「……どうしたの？」

　まだ起きていたのか、隣のベッドから東がそっと声をかけてきた。

「……夢を、見た」

　まだどこかぼんやりとした思考を振ふり払はらうように、頭を押さえる。

「アンドロイドさんも夢を見るんだね。どんな夢？」

　東が優しくたずねると、ガイはうろたえたように視線をさまよわせた。

「……──いや、違う。夢じゃない。デフラグだ。毎晩のサスペンド中に行われる、記憶データの整理システムだ」

「飛び起き方からして、怖い夢でも見たのかと思ったけど……ボクもよく悪夢にうなされることがあったから」

「俺はアンドロイドだ。夢は見ない」

「そう……？」

　自分に言い聞かせるかのようにつぶやくガイを、東は気き遣づかわしげに見つめた。
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『僕は友人としてキミを助けたいんだ』

『友人？　未来も希望もあるお前と地獄の底に住む俺が友人だと？　おめでたい奴だ』

　慈じ愛あいに満ちた表情で紬が呼びかけるも、ガイは硬い表情で心を閉ざす。

　昨日と同じ場面の二人の芝居を見て、いづみが違い和わ感かんを覚えた。

（……あれ？　昨日とガイさんの演技が違う。というか、感情表現が前に戻っちゃった感じだ。元の鉄仮面になっちゃった……。どうしてだろう）

「ガイさん、今のところ昨日と同じ感じでできますか？」

　いづみが提案すると、ガイが同じセリフを繰り返す。

『友人？　未来も希望もあるお前と地獄の底に住む俺が友人だと？　おめでたい奴だ』

　やはり表情は硬く、ファントムの感情が見えてこない。

　いづみは考え込むように頰ほおに手を当てた。

「昨日のお芝しば居いは表情が出始めていて、良かったんですけど……何かありました？」

「……おそらくデフラグに失敗した」

「デフラグ？」

　聞きなれない言葉だった。思わず聞き返す。

「定期メンテナンスのようなものだ。記憶データになんらかの改ざんかバグが生じている」

「え、それって大丈夫なんですか？」

「故障ってことですか？」

　いづみが焦あせってたずねると、機械関係に強い丞も確認するように続ける。

「いや、記憶データの内容に問題があるだけだ。今のところ動作に支障はない。記憶データは随ずい時じザフラ王国の記憶媒ばい体たいにバックアップされている。国に帰ることさえできれば、データの復旧もバグの修正も可能だ」

「そ、そうですか……」

　いづみには正直なところ何が何やらわからなかったが、ガイは平然として何も問題ないように見える。ひとまずガイの言葉を信じてうなずくしかなかった。

　結局、その日の稽古ではガイの芝居に変化は見られずに終わった。せっかく感情表現の兆きざしが見えただけにいづみとしては残念だったが、仕方がない。

　夕日が差さし込こむ頃、いづみは時計を確認して手を叩いた。

「それじゃあ、今日の稽古はこのくらいにしますね。お疲れさまでした」

「お疲れ」

「お疲れさまです」

　タオルを手に取る丞と紬の横を通って、ガイに近づく。

「ガイさんは故障しないように、今日は少しゆっくり休んでください」

（休んで直るものなのかわからないけど……）

　内心そう思いながらも、いづみが知る回復方法はそれくらいしかない。

「わかった。それでは、失礼する」

　いづみの気持ちはガイにも伝わったのか、ガイは小さくうなずくと、稽古場を出て行った。

「……ガイさん、大丈夫なのか？」

　丞がタオルで汗を拭ぬぐいながら、ガイが消えたドアの方へ視線をやる。

「故障したら、直しようがないから困るね」

　誉も思案げにつぶやいた。

「薬も効かないよね……？　表情が前みたいに硬くなったのも、直らないのかな。昨日の演技は良くなったと思ったんだけど……」

　いづみが表情を曇らせると、紬も心配そうに眉を下げた。

「稽古の合間に話した時、ガイさんとの間に壁を感じました。少し打うち解とけていたのが、急に心を閉ざし始めたような……」

「たしかに、少し様子がおかしかったね」

「……壊れかけ？」

　誉がガイの様子を思い出すように言うと、密がこてんと首をかしげる。

「ええ!?　縁えん起ぎでもないこと言わないでください」

　いづみが思わず悲鳴をあげると、紬が丞の方へ目をやった。

「丞、なんとかならないの？　パソコンのこともわかるよね？」

「さすがに無茶だろ……」

　家電やパソコンと一緒にするなと、丞はあきれたように返す。

「試ためしにシトロンくんがやっていたように、再起動してみたらどうかね？」

「……起動しなくなるかも」

「それは困るね」

　誉の提案に、密が冷静に突つっ込こむ。

「こんなことならシトロンくんに、ガイさんのことを色々聞いておけば良かったね……」

　ガイのことを気にかけていたシトロンのことを思い浮かべ、いづみの表情が自然と曇る。

　と、それまでずっと黙っていた東が口を開いた。

「……ねえ」

「はい？」

「……彼、アンドロイドじゃないよ。生身の人間だと思う」

　東は確信のこもった口調で告げた。




　昼食後、いづみはソファでお茶を飲みながら、ダイニングに座るガイへ視線を向けた。

（ガイさんがアンドロイドじゃない……）

　自然と昨日の東の言葉が脳裏をよぎる。

（普ふ通つうに考えたら、それが当然なんだけど、色々不思議なことも起こるからアンドロイドでもおかしくないと思ってた……）

　実際に自分の身にも起こった劇団七不思議のことを思い返しながら、お茶を飲み干すガイを観察する。

（こうやって見てるとたしかに人間っぽいけど、それにしては表情がなさすぎるし……）

　いづみはぼんやりと稽古場での会話を思い出した。

「アンドロイドじゃない……？」

「まあ、普通に考えればそうだろうが……」

　紬が不思議そうに東の言葉を繰り返すと、丞も思案げに言葉を濁にごす。

「なんとなくアンドロイドだって信じてました」

　いづみが拍ひよう子し抜ぬけしたような声を漏らすと、東が微笑んだ。

「ボクもそっちの方が面白いしそれでいいかなと思ってたんだけど、彼、夢を見てるみたいだし。アンドロイドは夢を見ないでしょ」

「それは、たしかに……」

「じゃあ、なんでアンドロイドだなんて言い張ってるんだ……？」

「シトロンくんもアンドロイドだって言ってましたよね……」

「うーん……」

　いづみに続いて、丞や紬も首をひねる。

「まあ、彼の言う通りバグなだけかもしれないけど」

「……わからない」

　東や密も首を傾ける。

「ふむ、それならば、我々で調べてみようではないか！　彼が人間なのかどうかを！」

　誉が意い気き揚よう々ようと声をあげた。

　そして昼食を終えた今、誉が考えた作戦が決行されようとしていた。

「……こんなので本当にわかるのか？」

　ソファからガイの様子をうかがいながら、丞が眉を顰める。

「まあ、見ていたまえ。まずは彼の反応を確かめようではないか。さあ、Ａ作戦決行だよ、密くん！」

　誉は自信満々で指示を出すと、密はマシュマロを食べながら視線をそらした。

「……面倒くさい」

「いいから行くのだ。これは気配を完全に消せるキミにしかできない任務なのだよ」

　誉がけしかけると、密はようやく面倒そうに腰を上げた。

「……はあ」

　ため息をつきながらも、足音も立てずにガイの背後に立つ。

「よし、背後をとったね」

　誉がその様子を眺めながら、拳こぶしを握にぎり締しめる。

「気づいてないみたいだな」

「彼の気配の消し方は伊だ達てではないよ。ワタシもいつも背後から急にマシュマロの袋を奪うばわれて、驚かされるのだ」

　感心している丞に、誉は自分の人選に間違いはないというように胸を張る。

　無表情でガイの後ろに立っていた密が、小さく口を開いた。

「……わ」

　本人としては驚かせているつもりなのだろうが、勢いがなさすぎて、意図が伝わらない。

「……どうかしたのか、御影」

　ガイは驚いた様子もなく振り返った。その様子を少し離れて見ていた誉が歯は嚙がみする。

「なんというやる気のない驚かし役だ」

「人選ミスじゃないか」

「まあでも、普通は音もなく背後に立たれて、急に話しかけられたらびっくりすると思うよ」

　丞があきれたような表情を浮かべると、紬がフォローする。

「一切表情が動かなかったね」

　東も考え込むようにつぶやいた。

「ふむ……では、次だ！　Ｂ作戦に移行するのだ、密くん！」

　誉が手で密に合図を送ると、密はまた面倒そうにため息をついて動きだした。

「用がないなら、俺はもう行くが……」

　立ち上がろうとするガイに、密がマシュマロの袋を差し出した。

「……これあげる」

「マシュマロか？　いや、俺は別に……」

　やんわりと断ろうとするガイに、密はさらにマシュマロを押おし付つける。

「……食べて」

「わかった」

　ガイは密の強引さに押おし切きられたようにマシュマロを一つつまみ上げた。

「驚きますかね？」

　固かた唾ずをのんで見守っていた紬がささやく。

「普通なら、あれをただのマシュマロだと思うからね。食べた瞬間、口の中に広がるワサビの味に顔をゆがめずにはいられないはずだよ。買っておいたマシュマロワサビ味がこんなところで役に立つとは思わなかったよ」

　誉が得意げに太たい鼓こ判ばんを押す。

「あれ、密が食べないから、全然減らなくて困ってたよね」

　東が笑みを漏らした時、ガイがマシュマロを口に放ほうり込こんだ。

「……もぐもぐ」

　無言で咀そ嚼しやくして飲み込むガイを、密がじっと見つめる。

「……まだ食べるのか？」

　ガイが無表情で問いかけると、密はマシュマロの袋ごとガイに押し付けた。

「……全部あげる」

　そのやり取りを見ていた誉が、愕がく然ぜんとした表情を浮かべる。

「顔色一つ変えないとは……」

「普通は驚きますよね……」

「今のところ、人間と言われてもアンドロイドだと言われても納得できるな」

　いづみに続いて丞が首をひねると、誉も眉根を寄せる。

「うーむ……」

　と、談話室のドアが開いて、支配人が入ってきた。

「あっ、ガイさん、ちょうど良かった！」

　ガイを見つけるなり、駆かけ寄よる。

「俺に何か？」

「ガイさんって、パソコンみたいに文字もキレイに書けます？」

　無茶振りと言ってもいいくらいの支配人の問いかけに、ガイはあっさりうなずいた。

「内蔵フォントが各種揃ってるからな」

「良かった！　あて名書きを手伝ってもらいたくて……」

「構わない」

　支配人がすかさず封ふう筒とうの束と筆ペンを差し出すと、ガイがペンを執とる。

　そして、メモ用紙に書かれた宛あて名なを見ながら迷いなくペンを走らせた。

「おお～！　さすが、お手本のような文字ですね！」

　ガイが書いた文字は、印刷されたもののように整っている。

「やっぱりアンドロイドなのかな……」

「その可能性は高まったね」

　支配人の反応を見て、いづみがつぶやくと、誉も重々しくうなずいた。

　ふいにガイの手がぴたりと止まった。

「どうかしましたか？」

「この漢字は書けない」

「那な覇は、ですか？」

　支配人がガイの示した漢字を読み上げる。

「難しい漢字はダメなのかな？」

　二人の会話を聞いていた紬が不思議そうに首をかしげた。

「フォントに入ってないのかもしれないよ」

「そんな中ちゆう途と半はん端ぱなことがあるか」

　したり顔で話す誉に丞が突っ込む。

「普通に考えると、難しい漢字は習ってないから書けないってことじゃない」

「なるほど……」

　東の冷静な意見を聞いて、いづみは思わず納得した。

「でも、それにしては言葉がうますぎるんじゃないか？」

「たしかに、シトロンくんに比べると、まったく違和感がないよね」

　丞の意見にもうなずけるものがある。

「でも、現行バージョンでは三カ国語に対応していると言ってただけで、習ったとは言ってなかったよ」

「インストールしたにしては仕様が中途半端だし、習ったなら何故習ったと言わないかが不自然だな」

　紬が過去のガイの発言を取り出すと、丞は考え込むように腕を組んだ。

「ウソや冗じよう談だんでアンドロイドのふりをしてるとか……？」

　いづみが思い付きをそのまま口にしてみると、ガイのところから戻ってきた密が首を横に振った。

「……本気で言ってると思う」

「だとしたら、なおさら謎なぞだな」

「わからないね」

　丞と紬が再び首をひねった時、誉がひらめいたとばかりに声をあげた。

「自分がアンドロイドだと思おもい込こんでる、という可能性はどうかね」

「思い込み……？」

　いづみが思わず聞き返す。

「でも、インストールされたっていう思い込みだけで言語が習得できるか？」

「無理だよね……」

　丞の反論に、いづみもうなずく。

「元々話せたとか」

「元々話せたって、アンドロイドと思い込む前に習ったか、この国に住んでたってことか？」

「でも、それだとアンドロイドの設定と矛む盾じゆんするだろう」

　紬に対して、丞が聞き返すと、誉が続いた。

「……記憶がないのかも」

　ぽつりと密がつぶやく。

「……記憶を失った時の空からっぽの感覚はすごく怖い。オレは名前を覚えていたけど、それすら覚えていなかったとしたら、アンドロイドって言われても信じたかもしれない」

　実際に記憶喪そう失しつだった密の意見は、真実味がある。

「じゃあ、記憶を失う前にこの国に住んでたってこと？」

　紬の言葉を聞いて、いづみはシトロンの話を思い出した。

「シトロンくんは小さい頃からガイさんと一緒にいたって言ってたから、それより前ってことは……」

「アンドロイドさんが子どもの頃ってことかな」

　東も腑ふに落ちた様子でうなずく。

「それなら、難しい漢字は書けないっていうのも説明がつくね。子どもが習う漢字しかわからないってことだろう。まあ、あくまでも仮説にすぎないが」

「そうですね……」

　誉の言葉に、いづみが相槌を打つ。

「……ともかく、アンドロイドであれ人間であれ、ガイさんはガイさんです。俺たちは今まで通り接しましょう」

　紬がガイを思いやるようにそう呼びかけると、誉と密がうなずいた。

「うむ。一時的とはいえ冬組の仲間として受け入れたのだから、何者であっても異論はないよ」

「……うん」

「わかったところで、何が変わるわけでもないしね」

「そうだな」

　東と丞も紬の意見に同意する。いづみとしても、異論はなかった。

（たしかに、何者であってもガイさんに変わりはない。どちらにしろガイさんの演技をどうにかしなくちゃいけないわけだし……何かいい方法が見つかるといいんだけど……）

　結局大事な感情表現の改善策については、何も進展がないままだ。いづみは思案げに、まだあて名書きをしているガイの方へと視線を向けた。




　公演が近づき、稽古にも熱が入る。その日は朝から、ＭＡＮＫＡＩ劇場での場当たりが行われた。

「この辺りにセットがある感じですよね」

　舞台に立っていた紬が、奥の方を振り返る。

「やはり、クリスとファントムの会話の時、どうしても動きが少なくなるのが気になるね」

　舞台袖そでから出てきた誉が顎に手を当てながら声をかけると、紬も思案げにぐるりと舞台を見回した。

「ファントムの声がどこから聞こえてくるのか、っていうのは変えてもいいかもしれません」

　声が聞こえてくる場所が変われば、自然とクリスもそれにつられて動くことになる。

「そうですね……劇場の地下には生活できるくらいの広い空間があるはずだから、動いてもおかしくないですし」

　いづみはそう答えながら、客席にいるガイの方へ顔を向けた。

「ガイさん、客席から見てどうですか？」

　ガイはどこか呆ほうけたような表情で舞台を見つめている。

「ガイさん、どうかしました？」

　紬が重ねてたずねると、ガイは緩く首を横に振った。

「いや……」

　ガイの脳裏に過去の映像がフラッシュバックする。

『面白かったか、ガイ？』

『うん。次はお父さんが舞台の上にいるところも観みたい』

　父の背後に映る劇場が、今目の前にしている劇場に重なる。

「大丈夫？」

　はっとしたような表情を浮かべたガイに、東が心配げに声をかけた。

　現在と過去の映像が交こう錯さくする。

『はは、父さんもっとがんばるな』

　ガイは立たち眩くらみを感じたように、頭を押さえてうつむいた。

「ガイさん!?」

　いづみが舞台から降りてガイに駆け寄る。

「……大丈夫だ」

　そう答えるガイの顔色は青白く、誰が見ても様子がおかしかった。

「具合が悪いなら、あとはいいですから、休んでください」

　紬がそう促うながすが、ガイはじっと微び動どうだにせずに舞台を見つめていた。

「ガイさん？」

　いづみが問いかけると、ガイがようやく口を開いた。

「……俺は、ここに来たことがある」

「え？」

「いつですか？」

「……昔」

　紬の問いかけに、短く答える。

「一人で？」

「……父さんと」

　丞がたずねると、ガイはまだどこかぼんやりとした様子で返す。直後、首を横に振った。

「──違う。俺はアンドロイドだ……開発者はいても、父はいない」

「ガイさん……」

　苦しげな表情で、自分に言い聞かせるようにつぶやくガイは痛ましく見える。

（やっぱり、ガイさんは人間で、昔日本に住んでたっていうことなのかな……）

　いづみがそう考えていると、密がガイに歩み寄った。

「……顔色が悪い」

「ひとまず寮に戻りましょう」

　いづみはそっとガイの肩に触れた。




　談話室のソファに腰を下ろしたガイは、疲れたようにため息をついた。

「大丈夫ですか？」

　いづみが顔を覗き込むと、さっきよりは顔色が良くなったように見えた。

「問題ない。少し誤作動が起こったようだ」

「ガイさんは昔この辺りに住んでいたんですか」

　丞がたずねると、ガイは静かに視線を落とした。

「……覚えていない。しかし、この間初代冬組の公演映像を観てから、繰り返しデフラグでエラーが起こる。覚えのない記憶データが毎晩のデフラグで頻ひん繁ぱんに現れるんだ」

「デフラグって……夢のこと？」

　東が聞き返すと、ガイがわずかに眉を顰める。

「いや、違う。記憶回路のメンテナンスのことで──」

「キミは人間なんじゃないかね？」

　誉が核かく心しんをつくと、ガイの表情が固まった。

「ボクも近くで生活していて、そう思うよ」

　東が続けると、ガイが首を振って否定する。

「そんなことはない。俺はアンドロイドだ」

「でも、アンドロイドに父親はいないはずです」

「やめてくれ!!」

　いづみが追い打ちをかけると、ガイが今までにない剣けん幕まくで声を荒あららげた。

　目を丸くしたいづみの顔を見て、ガイがすまなそうに首を振る。

「……混乱している。一人にしてくれ」

　ガイは弱々しく告げると、談話室を出て行った。ドアが閉まる音が、やけに響く。

「やりすぎましたね。ガイさんはガイさんだからと言っていたのに」

「うむ……」

　紬のつぶやきに、誉が硬い表情でうなずく。

「でも、ガイさん、あんな風に取り乱すこともあるんですね」

「それこそ彼が人間だということの証あかしだろう。感情を表現できないのではない。できないと思い込んでいるのだ」

　いづみがさっきの様子を思い返していると、誉が断言した。

「一体どうして……」

「ともかくガイさんが落ち着くのを待ちましょう」

　いづみが疑問を漏らすと、紬が気づかわしげにドアを見つめた。
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　ザフラ王国の首都の中心に位置する王宮は、広大な敷しき地ち内に、繊せん細さいな彫ちよう刻こくが施ほどこされた宮きゆう殿でんが建っている。白とベージュを基調とし、金きんが贅ぜい沢たくに使われた建築は見る者を圧あつ倒とうした。

　その一角にシトロン、今はシトロニアと呼ばれる第一王子の姿があった。

《シトロニア様、三時から戴たい冠かん式しきの進行についてのお打ち合わせがございます》

　直立した兵士から報告を受け、シトロンが小さくうなずく。その表情はどこか硬かたく、団員たちと過ごしていた頃ころとは違ちがっていた。

《わかった》

　兵士が敬礼をして去ると、入いれ替かわりに二人の青年が近づいてくる。

《お元気そうですね。兄上》

《急に姿を消されたので、皆みなずいぶんと心配していたのですよ》

《オランジェ、ネーブル……》

　二人ともどことなくシトロンに面おも立だちが似ている。

　年長と思わしきオランジェが、わざとらしい仕草で胸に手を当てた。

《昔から信しん頼らいしていたガイに裏切られるなんて、なんとおかわいそうな兄上……心しん中ちゆうお察しいたします。しかし、これだけの長い間音おと沙さ汰たがなかったもので、もうてっきり……》

《死んだと思ったか？》

　濁にごされた言葉をシトロンがはっきりと口にすると、オランジェは口元をゆがめて笑った。

《いえ……無事にご帰き還かんなさるとは、さすが強運の持ち主でいらっしゃるなと。私たちより一足先にお生まれになった時から、幸運の星がついていらっしゃるのでしょうね。そのおかげで王座を約束されているのですから》

　ネーブルも卑ひ屈くつな笑えみを浮うかべてオランジェに追つい従じゆうする。

　シトロンはすっと目を細めると、二人を冷たく見み据すえた。

《そうだな。もしお前たちが私の立場だったら、生きてはいなかっただろう。望むものが手に入らぬ星の元に生まれたようだから》

　いづみや団員たちが目にしたことのない、冷れい淡たんな表情だった。

　オランジェが気け圧おされたように、一いつ瞬しゆん言葉を失う。ややあって、気を取り直したように顎あごを上げた。

《──戴冠式、楽しみにしております》

《無事に済めばいいですね》

　捨てゼリフのように言い残し、足音高く去っていく二人の背中を、シトロンはじっと見つめていた。

　と、軽い足音が近づいてくる。

《兄さま！》

　明るい声と共にシトロンの視界に飛とび込こんできたのは、オランジェたちよりも年若い青年だった。

《お帰りなさいませ、兄さま！》

《ただいま、タンジェリン》

　末の王子であるタンジェリンの満面の笑え顔がおを見て、シトロンの顔にも優やさしい微ほほ笑えみが浮かぶ。

《ああ、ご無事で本当に良かった》

《心配をかけてすまなかったな》

　心底ほっとした表情で胸を撫なで下おろすタンジェリンに、シトロンが申し訳なさそうに謝あやまる。

《戴冠式のご準備大変でしょう。お手伝いできることがあれば、なんでもおっしゃってくださいね》

《ありがとう》

　自分を気き遣づかうタンジェリンに、笑顔で答えるシトロンの表情はさっきとは打って変わって親しげで、リラックスしていた。
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　ザフラ王国から遠く離はなれたＭＡＮＫＡＩ寮りようのバルコニーに、ガイの姿があった。

　夜に溶とけ込こむようにひっそりと佇たたずみ、沈しずんだ色の木々を見るともなく見つめている。

　前まえ触ぶれもなく目の前に浮かび上がったのは、かつて住んでいたであろう家と、幼い自分だった。

『お父さん──』

　すがるような声と同時によみがえってくるのは、胸を焼くような焦しよう燥そう感かんだ。

　ガイの顔がゆがみ、バルコニーの手すりをきつく握にぎり締しめる。

「──っ」

　ぎゅっと目をつむった後、ゆっくりと瞼まぶたを開けると、幼い自分の姿は消えていた。

「……はぁ」

　ほっと息をついた時、いづみが後ろからそっと近づいた。

「……ガイさん」

　少し驚おどろいた表情で振ふり返かえったガイに、いづみが微笑みかける。

「少しいいですか？」

「……構わない」

　ガイの了りよう承しようを得て、いづみは隣となりに並んだ。

「さっきはすみませんでした」

　素す直なおに頭を下げるいづみに、ガイが首を横に振る。

「いや……俺おれの方こそ、あんな態度をとってすまなかった。自分でもどうしてあんなに取り乱したのか、驚いている」

「謝らないでください。ガイさんがあんな風に感情を表してくれたこと自体は、みんなうれしかったと思います」

「うれしかった……？」

　不思議そうに聞き返すガイに、いづみがうなずく。

「感情を表現することが苦手だと言ってたじゃないですか」

「ああ、そうだな……たしかに、普ふ段だん何を考えているかわからないから不気味だと言われる。シトロニアにも、いつもポンコツだと言われていた」

　ガイの言葉を聞いて、いづみはシトロンを思い出すように遠くを見つめた。

「シトロンくんも、ガイさんが感情を表すところが見たかったのかもしれません。ポンコツだって言っていたのも、ガイさんを怒おこらせてみたかったんじゃないですか」

「そう、なのだろうか……わからない」

　ガイは困こん惑わくした様子で頭を振る。

「シトロンくんとは小さい頃からの知り合いなんですよね。ずっと従じゆう者しやをしてたんですか？」

「いや……俺は最初ただの兵士として王宮に雇やとわれた」

　ガイはそこで一いつ旦たん言葉を切ると、少しためらった後に口を開いた。

「……俺の配属された部隊は特とく殊しゆなところで、いわゆる表には出せない部類の任務をこなしていた。進んで入りたがる者がいないため、ワケありの者ばかりが集まった掃はきだめと言われていたところだ。そこで俺は様々な武器の扱あつかい方や諜ちよう報ほう活動に関する知識を叩たたき込こまれた。そうして、厳しい訓練を終えて、いよいよ任務につくという頃……シトロニアと出会った」

　ガイの声と共に、時が遡さかのぼる。
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　月のない夜、王宮の裏道の暗がりに、闇やみを一層濃こくした二つの影かげがひそんでいた。

《いいか。明日、夜十時にターゲットはこの裏手の道を通る。そこを狙ねらえ》

《……は》

　厳格な男の声に、ガイが短く答える。と、男がガイを押おしとどめるように手を出した。

《──待て。誰だれかいる》

　場ば違ちがいなまでにのんきな様子で立っていたのは、幼い第一王子のシトロニアだった。

　ガイが怪け訝げんそうに見つめた時、一いつ緒しよにいた男がガイの腕うでを引く。

《おい、隠かくれろ》

　しかし、二人の動きより少し早く、シトロニアの視線がガイに留とまる。

《……お前は誰だ？》

《申し訳ございません。王子。王子がお気にかけるような者ではございません》

　低く首を垂れる男の隣で、ガイはじっとシトロニアを見つめていた。

《私は誰だと聞いている》

《ガイだ》

　シトロニアがさっきよりも厳しい声でたずねると、ガイが短く答える。

《馬ば鹿か者もの。無礼だろう。言葉に気を付けろ。頭も下げるんだ》

　男が慌あわてたようにガイの頭を摑つかみ、平ひれ伏ふさせた。

《……すまない。まだ王族への対応はインストールされていない》

　頭を押さえ付けられた状態でガイが説明すると、シトロニアが目を丸くした。

《インストール？》

《俺はアンドロイドだ。インストールされていない動作はできない》

《スイッチはどこにある？》

　シトロニアが無ぶ遠えん慮りよにガイに近づく。

《ここだ。しかし、みだりにスイッチを──》

　ガイが首の後ろを指しながら言い終わる前に、シトロンが手を伸のばした。

《ぽちっ》

　押された瞬しゆん間かん、ガイの動きがぴたりと止まる。

《本当に止まったぞ！》

　シトロニアは楽しげに声をあげると、再びガイの首の後ろを押した。

《ぽちっ》

《みだりにスイッチを押してはいけない》

　動きだしたガイを見て、シトロンが破は顔がんする。

《面おも白しろいな、お前！》

　シトロニアが大喜びでガイの肩かたを叩くのを見て、男が眉まゆを顰ひそめる。

《王子、私共は影の存在です。本来、王子とあいまみえる者ではございません。どうぞ捨て置かれますよう》

　シトロニアは男の言葉をまったく意に介かいさず、ガイから離はなれようとはしなかった。




　それから、いくら注意してもシトロニアは度たび々たびガイの元を訪おとずれるようになった。

《ガイ！　一緒に遊ぼう！》

《シトロニア、ここに来てはいけない》

　ガイが何度となく繰くり返かえした言葉を口にするが、シトロニアは頑がんとして譲ゆずらない。

《関係ない。王おう太たい子しの私がガイと遊ぶと言っているのだ》

　居い丈たけ高だかな態度を取っても、幼さが残る声では迫はく力りよくに欠ける。

《俺には任務がある》

　ガイは王太子の命令を気にした様子もなく淡たん々たんと返した。

《どんな任務だ？》

《……言えない。危険な任務だ》

《死んでしまうのか？》

《壊こわれるだけだ》

　心配そうな表情を浮かべるシトロニアに、ガイは無表情で答える。その声には恐おそれも不安も一いつ切さいなかった。

《ダメだ！　私と遊べなくなってしまうではないか》

　シトロニアは声を荒あららげた直後、いいことを思い付いたと言わんばかりに、ぱっと表情を明るくした。

《そうだ！　私の従者になればいい。そうすれば危険な任務などに行かなくて済む》

《しかし……》

　ガイがためらうも、シトロニアは満足げにうなずく。

《よし、決めたぞ！　今日からお前は私の──》
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　ガイはさもそこに過去が映っているかのように、バルコニーの外の闇を見つめた。

「あのまま、あの部隊にいれば、俺はとっくに故障して廃はい棄きされていただろう。しょせん、いくらでも替かえのきくアンドロイドだ。あそこでは兵士は使い捨ての駒こまにすぎない」

「……シトロンくんはガイさんを救いたかったんですね」

　幼いシトロンの気持ちを察して、いづみがつぶやく。

「ただ物もの珍めずらしいおもちゃが欲ほしかっただけだろう」

「そんな……」

　ガイの身みも蓋ふたもない言い方に、目を丸くする。

「そうでなければ、簡単に捨てられるはずがない」

　そう告げるガイの表情はいつものように無表情だったが、どことなく悲しげに見えて、いづみは言葉を失った。

（本当にどうしてシトロンくんはウソをついてまで、ガイさんをこの国に置いていったんだろう。今となっては、シトロンくんに確かめることもできないけど……。でも少なくとも、ガイさんのことをどうでもいいと思ってたからじゃないはずだ）

　いづみの脳のう裏りにクルーズ船の上で聞いたシトロンの言葉がよみがえる。

『カントクが……ガイが、たくさん笑えますように』

　あの時、たしかにシトロンはガイの名前を口にした。

「シトロンくんはガイさんのことを捨てたわけじゃないと思います。シトロンくんからお守まもりをもらった時、シトロンくんはガイさんがたくさん笑えますように、って言ってました」

「お守り？」

　いづみが確信を持って告げると、ガイが聞き返した。

　あのお守りがガイのことを思って託たくされたものなら、ガイにも知る権利があるだろう。

「──ちょっと待っててもらえますか」

　いづみはそう言い残すと、急いで自室に向かった。

　いづみがバルコニーに戻もどってお守りを手て渡わたすと、ガイがわずかに目を見開いた。

「シトロンくんがいなくなる直前に、もらったんです」

「これは……俺がシトロニアにやったものだ」

「え？　ガイさんが……？」

（これって日本のお守りだよね……。ということは、やっぱりガイさんは日本にいた？）

　いづみの中に疑問が湧わき起おこる。

「何な故ぜかわからないが、俺が昔から持っていたものだ。ぼろぼろだから捨てようとした時に、シトロニアにねだられた。断る理由もないからシトロニアにやったが、まさかまだ持ち歩いていたとは……」

「縁えん起ぎものですから、お守りをずっと身に着けてる人は多いですよ」

　ガイは不ふ思し議ぎそうだったが、お守りというものが身近ないづみには、そう違い和わ感かんはない話だった。

「そういうものなのか……」

「ガイさんからもらったっていうことも、あるんじゃないでしょうか」

「俺からもらったから……？　どういう意味だ？」

　まったくわかっていない様子のガイに、いづみがシトロンの言葉を代弁するように微笑みかける。

「シトロンくんがそれだけガイさんのことを大切に想ってるっていうことですよ」

　ガイはいづみの言葉を聞いて、お守りをじっと見下ろした。

（ガイさんは自分の感情だけじゃなくて、周りの人の感情にも疎うといのかもしれない……）

　いづみがそんなことを考えていると、ガイが感かん触しよくを確かめるようにお守りを撫でた。

「……中に何か入っているな」

「え？」

「俺が持っていた時には、こんな感触ではなかった」

　ガイが軽く振ってみせるのを見て、いづみが首をかしげる。

「じゃあ、シトロンくんが……？」

「……開けてみる」

　ガイがそう宣言して、お守りの紐ひもを解いて開けた。

　中から出てきたのは、小さな電子部品のようなものだった。

「なんですか、それ？」

「マイクロチップだな」

「どうして、シトロンくんがこんなものを……」

「わからない」

　いづみが不思議そうにつぶやくと、ガイも首を横に振る。

「中になんのデータが入ってるか、調べられますか？」

「国に戻ればできるが、今はそのための装置が手元にない」

「普ふ通つうのＰＣでは、できないっていうことですね……」

（こんな特殊なことができる人なんて……あ）

　いづみの頭に、特殊な経歴を持つ人物が浮かんだ。

「密ひそかさんに相談してみましょう！」

「御み影かげに……？」

　何故と言わんばかりのガイをよそに、いづみはバルコニーの扉とびらを開ける。

（密さんか、千ち景かげさんなら、なんとかできるかもしれない！）

　今ならまだ談話室にいるだろうと見当をつけて、急ぎ足で階下に向かった。




　談話室には密だけでなく、冬ふゆ組ぐみメンバーが揃そろっていた。

「マイクロチップ……？」

　話を聞いた丞たすくが眉を顰める。

「エイプ……千景が何か持ってると思う。ちょっと待ってて」

　密はそう言い残すと、談話室を出て行った。

「良かった……」

　いづみの予想通り、なんとかなりそうでほっと胸を撫で下ろす。

「卯うつ木きって一体何者なんだ」

「謎なぞが多くて面白いよね」

　丞が胡う散さん臭くさそうな表情を浮かべると、東あずまは面白そうに微笑んだ。

「しかし、あんなものどうしたのかね？」

「シトロンくんからもらったお守りに入ってたんです」

　誉ほまれに問いかけられて、いづみが説明する。

「シトロンくんのお守り……？」

「もとはガイさんの物だったらしいです」

　首をかしげる紬つむぎに、いづみはうなずいた。

「つまり、ガイさんはやっぱり日本にいたってことか……」

「その記き憶おくはないが」

　丞が考え込むようにつぶやくと、ガイも思案げに付け加えた。

　なんにしろ、あのマイクロチップが何かの手て掛がかりになるかもしれない、いづみはそう期待して密が戻るのを待った。

　それから間もなく、密がマイクロチップとノートパソコンを持って談話室に戻ってきた。

「……中身がわかった」

「え、もう!?」

　あっさり告げられて、いづみが目を丸くする。

「……特にセキュリティもかかってなかったから。チップの中身はザフラ王国のデータベースにアクセスするためのキーだった。そのキーを使うと戸こ籍せき情報が見られる」

「……誰のだ？」

　淡々と説明する密に、丞がたずねる。

「ガイ……柑に子し木き涯がい」

　密が短く告げたのは、耳慣れない名前だった。

「柑子木涯……」

「涯って、ガイさん……？」

　考え込むような表情でつぶやく紬に続いて、いづみが首をかしげる。もともとガイが持っていたことを考えれば、無関係とは思えない。

「……詳くわしい内容は見てない。これは、ガイに見る権利がある」

　密はそう言いながら、ノートパソコンを開いてガイに差し出した。一人で確かく認にんしろということだろう。

　ガイはしばらく無言で暗いディスプレイを見つめた後、緩ゆるく首を横に振った。

「……いや、ここで見せてもらって構わない」

「でも、いいの？」

　東が気づかわしげにたずねるが、ガイはあっさりうなずく。

「ああ。俺はシトロニアの従者になる時、身元を徹てつ底てい的てきに調べ上げられた。おそらくその時の記録だろう。俺の正体についての情報なら、ここにいる者たちにも知る権利がある」

　そう言って、いづみや冬組メンバーの顔を見回す。

「……わかった」

　密は短く応えると、ノートパソコンに向き合い、軽いタッチでキーボードを叩き始めた。

　無機質な英字が並んでいた画面に密がコマンドを打ち込むと、突とつ然ぜん日本語の羅ら列れつが現れる。

（本ほん籍せき、〇〇区〇〇一丁目４番地13……氏名、柑子木涯……）

　さっき密が言った通り、柑子木涯という人物の戸籍情報だった。

「……これは、十歳さいの時の戸籍情報だね」

「お父さんが日本人で、お母さんが外国の方なのかな」

　誉と東が画面を見つめながらつぶやく。

　両親の名前を見た途と端たん、ガイがわずかに目を見開いた。

「戸籍情報の後は、身上調書の結果が載のってるね。小さい頃の日本の住所から……」

　画面が下にスクロールしていく。

　瞬間、ガイの目の前にかつての自宅と父の姿が現れた。

『ガイ、これを持ってろ。必ず迎むかえに行くから──』

『早く来なさい、ガイ』

　きつい力で腕を引っ張られるような錯さつ覚かくをした直後、景色はぐるりと転てん換かんした。

　異国の地、いや、ガイにとっては長年暮らした懐なつかしいザフラ王国の街だ。

　大通りを楽しげに観光客や住人たちが行きかう中、冷たい目をした男に睨にらみ付つけられ、小さなガイは身をすくませた。

『気味の悪い子だ。まるでロボットじゃないか』

『ガイ、これからは新しいお父さんの言うことをちゃんと聞くのよ』

　優しく語りかける母の声は、ガイの心を慰なぐさめてはくれない。

『いいか、お前はもう二度と日本には帰れない。忘れろ。お前はただのアンドロイドだ。命令を忠実にこなせ。そうすれば使い道がある』

　理り不ふ尽じんな義父の要求に対して、異国の地で味方が誰もいないガイに抗あらがう術はなかった。それを理解した瞬間、絶望と共に、ガイの心が完全に凍こおり付ついた。




「──ううっ」

　ガイが苦しげに顔をしかめて頭を抱かかえる。直後、ガイの体が傾かたむいて崩くずれ落おちた。

「ガイさん!?」

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　いづみと紬が慌てて倒たおれたガイの横に膝ひざをつく。

「……眠ねむってるだけ」

　密は冷静にガイの首に手を当てて脈を取った。

「……ガイはやっぱり、記憶を失ってたんだね」

　東が痛ましげにガイを見つめる。

「ちゃんと感情がある人間だったんですね」

　いづみがつぶやくと、誉もうなずいた。

「うむ。調査資料の写真は笑顔だ。これは両親と日本で暮らしていた頃の写真だろう」

　写真の中の幼いガイは、今のガイからは考えられないほど、屈くつ託たくのない表情で笑っていた。

「ずっと自分をアンドロイドだと思い込んでいたなんてな……」

　写真をじっと見つめた丞も、考え込むように低くつぶやいた。

『カントクが……ガイが、たくさん笑えますように』

　幼いガイの笑顔に、シトロンの祈いのるような言葉が重なる。

（シトロンくんはこれを知っていたからこそ、ガイさんが感情を、過去を、取とり戻もどすことを願っていたのかもしれない……）

　このガイの笑顔をお守りに入れて、ずっと大事にとっておいたシトロンの気持ちがいづみにも伝わってくる。

（ガイさんが、昔の自分を取り戻して、昔のように笑えるようになったらいいな……）

　祈るような気持ちでそう思った時、紬が静かに口を開いた。

「ガイさんもこんなに一気に受け止めきれないよね。少し休ませてあげよう」

「そうですね。それじゃあ、部屋に運んで──」

　いづみがそう言ってドアの方を見た時、密が言葉をさえぎった。

「……みんなでついてた方がいい」

「え？」

「……オレが記憶を取り戻した時、みんながいてくれて安心したから。ガイは今、一番辛つらいと思う。きっと自分が何者かわからなくなりかけてる。だから、みんなでついててあげたい」

　密がガイを見つめる目は、優しく労いたわりに満ちていた。

「そっか……」

　いづみがその時のことを思い出しながらうなずく。

　密が記憶を取り戻したのは、つい数カ月前のことだ。密に復ふく讐しゆうするために千景が春はる組ぐみに入団し、それが呼び水となるように密の記憶がよみがえった。決して幸福なだけではない、大切な人を失った辛い記憶を受け止めることができたのは、冬組メンバーの支えがあったからなのだろう。

　誉がにっこり微笑み、紬や東も同意した。

「密くんにしてはいい提案だ。賛成だよ」

「そうだね」

「そうしよう」

「……ま、いいけどな。とりあえず、ガイさんを部屋に運ぼう」

　丞もまんざらでもない様子で肩をすくめると、ガイの腕を摑んで、首に回した。
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　二〇六号室に明るい朝の陽ひざしが差し込んでくる。

　きつく閉じられていたガイの瞼がぴくりと震ふるえ、呼吸が乱れる。

　苦しげな表情を浮かべて、ガイが目を覚ますと、全身が汗あせでびっしょり濡ぬれていた。

「……はぁ、はぁ」

　荒い呼吸を繰り返していると、いくつもの寝ね息いきが耳に届く。

　ベッドの下を見下ろすと、床ゆかに密や丞、誉が寝ねていた。

「……むにゃむにゃ……なのだよ」

　寝ね言ごとを漏もらす誉を見て、ガイが不ふ思し議ぎそうな表情を浮かべる。

「何故、ここに……」

　ガイがつぶやいた時、隣のベッドで東が小さく身じろぎした。

「ん……」

　ゆっくりと瞼が開いて、ガイと視線が合う。

「起きたの？」

「……ああ。すべて、思い出した」

　東が微笑むと、ガイはゆっくりとうなずいた。
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　幼い頃、俺は日本に住んでいた。

　日本人で売れない役者だった父とザフラ人の母と、三人家族の慎つつましい暮らし。

　昔からあまり喜んだり騒さわいだりすることのなかった俺は、母からも何を考えているかわからないと不ふ審しんがられることがあった。

　母が普通の子どもと違うと心配するたび、父はいつもそれを笑い飛ばした。笑いたくなったら笑えばいいし、泣きたくなったら泣けばいい。無理して普通にすることはない。自分を偽いつわる必要なんてないと、父はいつも俺を安心させてくれた。




　そんな父がある日、ＭＡＮＫＡＩカンパニーの公演に連れていってくれた。生まれて初めて観みる芝しば居いは楽しくて、すごく感動したことを覚えている。

「面白かったか、ガイ？」

「うん。次はお父さんが舞ぶ台たいの上にいるところも観たい」

「はは、父さんもっとがんばるな」

　そんな話をして間もなく、母は一向に役者として芽の出ない父に愛あい想そをつかし、離り婚こんを切り出した。

　生活が安定しない中、母もたった一人で、父以外身内のいない国で生きていく孤こ独どくに耐たえられなかったのかもしれない。

　一方的に離婚届を突つき付つけると、母は俺を連れてザフラ王国へと帰ろうとした。

　別わかれ際ぎわ、父は俺にあのお守りを握らせた。いつか、きっと迎えに行くと言って。

　俺はその言葉を信じて、母と共にザフラ王国へ移り住んだ。





[image: ]






「──しかし父からの音沙汰はなく、帰国してまもなく、母は再さい婚こんした。新しくできた義父は、自分に懐なつかず感情を見せない俺を気味悪がって敬遠した。繰り返し感情のないアンドロイドだと非難し……威い圧あつ的てきに接してきた。俺はますます心を閉ざすようになり、いつしか日本にいたことも思い出せなくなっていった」

　ガイが口をつぐむと、二〇六号室がしんと静まり返る。

　ガイは全員が起きるのを待って、自分の過去を語り始めた。幼いガイが直面した厳しい現実はあまりにも残ざん酷こくで、いづみもかける言葉が見つからない。

「……それじゃあ、ガイさんは昔、ＭＡＮＫＡＩ劇場に来たことがあるんですね」

　紬が静かに問いかけると、ガイがうなずく。

「ああ。おぼろげだが、劇場の記憶があった。この間、劇場で頭に浮かんだ映像は、フラッシュバックだったんだろう。それをデフラグなど……。この歳としまで自分をアンドロイドだと思い込んでいたなんて、愚おろかにもほどがある」

　ガイが口元をゆがめて自じ嘲ちようする。いづみは眉を顰めて首を横に振った。

「その境きよう遇ぐうでは仕方ないですよ」

「ガイさん自身の心を守るために、そう思い込むことが必要だったんだと思います」

　紬もガイを気遣うように続ける。

「……シトロニアも俺を憐あわれに思っていたのだろう。わざわざそのお守りに記録を残していたのも、そのために違いない」

（ただの憐れみ……だったのかな）

　そんなはずがないと、いづみはすぐさま否定する。

「シトロンくんはきっと、あの過去と同じようにガイさんが笑顔になれる日が来るのを願っていたんだと思います。いつか、心の底から笑えるように、って……」

　シトロンがいづみに言い残した言葉が何よりの証しよう拠こだ。いづみがシトロンの気持ちを代弁するつもりでガイを見つめると、ガイが黙だまり込こむ。

「……あ」

　ふいに密が声をあげた。

「どうかしたのかね？」

「……お守りの中にこれも入ってた」

　誉がたずねると、密がお守りの中から小さな紙を取り出した。

「紙かな？　何か書いてある」

　東や他のメンバーが自然と顔を寄せる。

「……『涯がたくさん笑えますように』」

　丞が読み上げると、ガイが虚きよを突かれたように目を見開いた。

「……──父さんだ」

　筆ひつ跡せきを確かく認にんした後、ぽつりとつぶやく。

（そうか。シトロンくんは、ガイさんのお父さんの願いを知って……その想おもいを引ひき継ついだんだ）

　いづみが納なつ得とくしていた時、ガイの目から静かに涙なみだが零こぼれ落おちた。

「ガイさん……」

「ん？　オイル漏れか……？」

　紬に呼びかけられて、初めて気づいたかのように頰ほおに手を当てる。

「舐なめてみたらどうだい」

　誉に優しく促うながされて、指先に落ちた涙を舐める。

「……塩しお辛からい」

「それは涙です。涙は人間じゃなきゃ流せません」

　紬が微笑むと、ガイが小さく笑みを漏らした。

「ふっ……そうだな。俺は人間だ」

　どこか吹ふっ切きれたようなすっきりとした表情だった。

「まあ、ワタシたちはどちらでも構わないがね」

「ガイさんはガイさんだからな」

「……変わらない」

　誉や丞、密がわざと気楽な調子でガイに声をかける。

　ガイは自分を気遣い、受け止めてくれる冬組メンバーやいづみの顔をゆっくりと見回した。

「……シトロニアがこの国に俺を残したのは、これを教えるためだったのだろうか」

　しみじみと感じ入るようにつぶやくガイを見て、いづみが目を細める。

「きっと……ガイさんに昔を思い出して、いっぱい笑って泣けるようになってほしかったんですよ」

「……そうだな」

　ガイは今はいないシトロンを想うように、視線を遠くに投げた。




　翌日、稽けい古こ場ばに集まったガイ以外の冬組メンバーを見回して、いづみは口を開いた。

「今日の稽古はどうします？」

「ガイは昨日あんなことがあった後だし、しばらく休んでもらった方がいいよね。気持ちの整理もつけたいだろうし」

　東の意見にいづみがうなずく。

「その間はガイさんの出ないシーンの稽古を進めましょうか」

「そうだな」

　丞が同意した時、稽古場のドアが開いた。

「おはよう」

　いつもの調子でガイが姿を現す。

「ガイさん？」

　まさか昨日の今日で時間通りに現れるとは思わなかっただけに、驚いてしまう。

「大丈夫ですか？　しばらく休んでも──」

「問題ない」

　心配そうな紬に対して、ガイはあっさり首を横に振り、準備運動を始めた。

　その表情はどこか晴れやかで、今までよりも明るい。

「それじゃあ、様子を見ながらやってみましょうか」

　いづみはガイの変化をうれしく思いながら、そう声をかけた。

　それからすぐに、ガイの変化は表情だけではなく、芝居にも表れていることがわかった。

『友人？　未来も希望もあるお前と地じ獄ごくの底に住む俺が友人だと？　おめでたい奴やつだ』

　ファントムが自らの中にある、淀よどんだ澱おりを吐はき出だすように告げる。

『いいか、俺がお前に歌を聴きかせたのはお前を打ちのめすためだ。お前の歌唱力など取るに足らないものだと。お前に才などないと気づかせて、絶望させるためだった』

　ファントムが抱える絶望や嫉しつ妬と、暗い感情が発はつ露ろする。

　今までとはまったく違うガイの芝居に、いづみは目を見開いた。硬い表情で、感情が見えてこなかった芝居とは打って変わって、表現が深く、豊かだ。

（こんなに変化するなんて……それだけガイさんの心を覆おおっていた殻からが厚かったってことなのかな。シトロンくん、ガイさんはもう大丈夫だよ……）

　ガイの心が解放された安あん堵どや喜びで胸がいっぱいになる。

（これならきっと、公演もうまくいく──）

　いづみは冬組第四回公演への確かな手ごたえを感じていた。
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　ＭＡＮＫＡＩ劇場の舞ぶ台たいの上は、いつになく乱雑な状態だった。板があちこちに立てかけられ、分厚い布も落ちている。

　荷物の合間を縫ぬって、丞たすくと紬つむぎが大きなパネルと布を運んできた。

「鉄てつ郎ろうさん、これどうします？」

「こっちも確かく認にんお願いします」

　舞台袖そでから大道具担当の岩いわ井い鉄郎が何やら答えるが、声が小さすぎて丞が首をかしげる。

「え？」

　再び鉄郎の口元が動くが、音にはならず、紬も戸と惑まどったような表情を浮うかべた。

「えーと……」

　再度鉄郎が何やら言うが、いづみはらちが明かないと、大きく手を挙あげた。

「支配人、お願いします！」

「はいはーい！」

　軽い足取りで支配人が鉄郎に駆かけ寄よる。

　そして鉄郎の口が動くのと同時に、ふんふんとうなずき始めた。

「ああ、なるほど。そこのパネルは吊つりで、そっちは箱はこ馬うまで立ててください！」

「はい」

「こんな感じですか？」

　紬と丞が支配人の通訳通りに動く。

　支配人は再び鉄郎の方を見ると、うんうんとうなずいた。

「いいそうです！」

「支配人なしでは進まないな……」

　手で大きく丸を作る支配人を見て、丞がつぶやいた。

　それから冬ふゆ組ぐみメンバー総そう出でで大道具の設置作業を進め、二時間ほどで完かん了りようした。

「これで一通り終わりましたかね」

「ばっちりですね！」

　紬がすっかりオペラ座の劇場風に様変わりした舞台を見上げてほっと息をつくと、いづみも笑え顔がおになる。

　と、その時、支配人が大きな声をあげた。

「……あああ！」

「何か問題でも……？」

　いづみが首をかしげ、紬が心配げにたずねると、支配人はうろたえた様子でスマホを持ち上げて見せた。

「いえ、今、ネットに速報が出まして……フルール賞のノミネートリストが発表されました」

「ああ、そういえば、今年ももうそんな季節ですね」

「今年はどこがノミネートされたんですか？」

　いづみが思い出したようにうなずくと、紬がたずねる。

　フルール賞とは演劇界最高の栄えい誉よとされる賞だ。かつて初代ＭＡＮＫＡＩカンパニーもノミネートまではされたものの、受賞は逃のがした。

「まあ、うちはまだ無理だろうな」

「はい……残念ながら、漏もれました」

　丞が冷静に判断すると、支配人ががっくりと肩かたを落とす。

「ＧＯＤ座が入ってるね」

　スマホでノミネート劇団を確認した東あずまがつぶやく。去年タイマンＡＣＴで対決し、何かと因いん縁ねん深ぶかい劇団だが、実績も格もＭＡＮＫＡＩカンパニーより上だ。

「去年も入ってたっけ」

「まだ受賞には至ってないが、ノミネートだけなら何回かされてるな」

　紬がたずねると、丞が記き憶おくをたどるように視線を流す。

「ワタシたちもまだまだ、ということだろうね」

　誉ほまれが思案げにつぶやく。

「フルール賞？」

「日本最さい高こう峰ほうの演劇賞です。ノミネートされるだけでも、狭せまき門もんと言われてます」

　不思議そうなガイに、紬が説明してやる。

　何度もノミネートされているＧＯＤ座と、未いまだに可能性すら見いだせないＭＡＮＫＡＩカンパニーの差を改めて実感して、いづみが拳こぶしを握にぎり締しめる。

「人気や評価は着実に上がってきてるけど、やっぱりまだＧＯＤ座にはかなわないってことなんだね。もっとがんばらないと」

「そうですね……」

「すぐに追おい越こす」

　紬と丞も気を引ひき締しめるようにうなずいた。




　冬のどこまでも澄すみ渡わたった雲一つない青空の下、休日のビロードウェイには多くの人々が行いき交かっていた。あちこちからフライヤーを配る声や、ストリートＡＣＴの芝しば居いのセリフが飛とび交かい、賑にぎやかな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　その一角に、いづみと冬組メンバーが集まっていた。

「それじゃあ、今日は宣伝も兼かねてオペラ座の怪かい人じんの役やく柄がらでストリートＡＣＴをしましょう」

　いづみがメンバーに声をかけると、ガイが戸惑いの表情を浮かべる。

「ガイさん、どうかしたんですか？」

　紬がすぐに気づいて問いかけた。以前よりも表情豊かになったおかげか、ガイの感情は周りもよくわかるようになっていた。

「人前でファントムを演じるのは少し緊きん張ちようする」

　ガイは硬かたい表情で、行き交う人々に視線を移す。

　その様子を、いづみは新しん鮮せんな気持ちで見つめた。

（前はどんな状じよう況きようでもうろたえることなんてなかったのに、本当に変わったな……。でも、今のガイさんの方がよっぽど魅み力りよく的てきだ）

　どんなことでも淡たん々たんと動じなかったガイは、本当にアンドロイドのようだった。今の方が人間味があって親しみが持てる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。すぐに慣れます」

「前に俺おれとやったのと同じようにやればいい」

「みんな、最初は緊張するよ」

　いづみが励はげますように微ほほ笑えみかけると、丞や東も続く。

「少しずつ慣れていけばいいのだ」

「……フォローする」

　誉や密ひそかもガイを安心させるように笑えみを浮かべた。

「ありがとう」

　メンバーたちの温かい気持ちに触ふれて、ガイの表情が和やわらぐ。

（みんな、今のガイさんのことを好意的に受け止めてる。冬組としてまとまりも出てきて、いい雰囲気だな）

　いづみはガイを包つつみ込こむような冬組の空気を、心ここ地ちよく感じた。

　ガイのペースに合わせる形で始まったストリートＡＣＴは、最初は紬や丞を始めとした他のメンバーがリードして進んだが、徐じよ々じよにガイもコツを摑つかみ、少しずつ動けるようになっていった。それと比例して、観客たちの数もどんどん増えていく。

　三十分ほどで、一いつ旦たん区切りがつき、紬が観客たちに向かってお辞じ儀ぎをした。

「──以上、ＭＡＮＫＡＩカンパニーでした」

　途と端たん、大きな拍はく手しゆが辺りを包む。

「冬組第四回公演『怪人Ｆと嘆なげきのオペラ』よろしくお願いします」

　丞の挨あい拶さつに続いて、誉や東も笑顔で手を振ふる。

「ありがとう」

「公演観みに来てね」

　ガイも頭を下げたが、その表情はさっきの芝居がウソのように無表情だった。

（ガイさん、すごい仏ぶつ頂ちよう面づらだ。まだ笑うことは難しいかな）

　思わず気になって声をかける。

「ガイさん、どうでした？」

「以前、高たか遠とおとストリートＡＣＴをして拍手をもらった時は、おそらく驚おどろきと小さな感動を覚えた。でも、今の気持ちはそれとは違ちがう。もやもやする」

　ガイは自分の気持ちが摑めないもどかしい様子で、拳を胸に当てた。

「納なつ得とくがいってないんですね」

　紬が微笑みながら補足すると、ガイがはっとしたような表情を浮かべた。

「納得いかない、か……なるほど。そうなのかもしれない」

　考え込むように視線を落とすガイを見て、いづみの中に浮かんだ感情は喜びだった。

（ガイさん、芝居に対して欲が出てきたのかもしれない。もっと良くしたいっていう気持ちが生まれるのはいい傾けい向こうだ！）

　自分の芝居に対して何も思わないのは、興味がない証しよう拠こだ。ただ淡々となんの疑問も持たず同じ芝居を繰くり返かえすだけでは、成長は望めない。だからこそ、ガイの変化は喜ばしい。

「じゃあ、もう一度──」

　いづみがそう言いかけた時、伸のびやかな声が飛び込んできた。

「今年のフルール賞ノミネート劇団ＧＯＤ座の新作公演だよ～！　よろしくね～！」

　すぐそばでフライヤーを配り始めたのは、ＧＯＤ座の飛鳥あすか晴はる翔とだった。もう一人の劇団員と共に、冬組のストリートＡＣＴを見ていた観客たちにフライヤーを渡していく。

「ＧＯＤ座の新作公演、よろしくお願いします！」

　他の劇団が集めた観客相手に宣伝するという、完全なマナー違い反はんだった。それを避さけるために、ストリートＡＣＴもある程度離はなれて行うというのが、暗あん黙もくのルールになっている。

「おい、ここは今俺たちが使ってる。邪じや魔まをするな」

　丞が眉まゆを顰ひそめて抗こう議ぎすると、晴翔がさも今気づいたというように眉を上げた。

「……あれ？　宣伝中だったの？　地味すぎて通行人だと思ったよ」

　あまりの白々しさに、丞の眉み間けんの皺しわが深くなる。

　そのやり取りを見ていたガイが、怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「ああ、彼かれはＧＯＤ座の劇団員だよ。ハトくんだったかな？」

　誉がガイに説明しながら首をかしげると、丞が首を横に振る。

「山やま田だだ」

「どっちも違うわ！　飛鳥晴翔だ！」

　あえて晴翔が嫌いやがる本名を丞が口にすると、晴翔が間かん髪はつ入れずに声を荒あららげる。

「そうだったんだ」

「……初めて知った」

　東と密が素す直なおに感心していると、晴翔の顔が怒いかりで赤く染まった。仮にもタイマンＡＣＴで戦った相手に名前を知られていないというのは、屈くつ辱じよくでしかない。

「相変わらず腹の立つ連中だな」

　晴翔は吐はき捨すてるように言った後、ちらりと集まった観客を見やって鼻を鳴らした。

「……ちょうどいい。今度こそエチュードバトルで決着をつけてやる！　調子に乗るなよ。このビロードウェイＮｏ．１はＧＯＤ座だからな！」

　まっすぐに指をさしてくる仕草は、いちいち芝居がかっているが、ＧＯＤ座で長くメインキャストを務めているだけあって不ふ思し議ぎと様になっている。

「エチュードバトル？」

「交こう互ごにエチュードを披ひ露ろうして、観客の評価が良かった方が勝利するっていうルールです」

　ガイが聞き返すと、紬が律りち儀ぎに説明する。

「わざわざ挑ちよう発はつに乗ってやる必要はない」

「ふん、負けるのが怖こわいのか？」

　丞が冷静に告げると、晴翔が挑発するように顎あごを上げた。

　突とつ然ぜん降って湧わいた宣戦布告を受けて、いづみは思案げに眉をひそめる。

（公演直前に余計なもめ事は起こしたくないけど……）

　いづみの心配もよそに、通行人たちはざわめき始めていた。

「エチュードバトルだって！」

「ＧＯＤ座とＭＡＮＫＡＩカンパニー？」

「面おも白しろそう！　観ていこう！」

　さっきのストリートＡＣＴの観客たちはもちろん、新たに足を止める人も増え、人だかりはさらに大きくなっていく。

「観客の期待は裏切れないね」

「相変わらず面めん倒どうな奴やつだ」

　紬が苦笑いすると、丞もあきれた様子でつぶやく。

「旗はた揚あげ公演の時に比べれば、リスクは低いし、いいんじゃない」

「うむ。返かえり討うちにすればいい」

　東が面白がるように言うと、誉もにやりと笑ってうなずいた。

　冬組メンバーの反応を見て、いづみも腹を決める。

「わかりました。エチュードバトルの挑ちよう戦せんを受けます」

　晴翔をまっすぐに見つめていづみが言い放つと、晴翔が挑戦的に口元で笑った。

「それじゃあ、こっちは二人だから、二対二でやってもらう」

「テーマはどうします？」

「そうだな……」

　いづみの問いかけに、晴翔が考え始めた時、長ちよう髪はつの男がゆっくりと近づいてきた。

「……ほう、第四回公演はオペラ座の怪人をやるのか？」

　男はちらりとＭＡＮＫＡＩカンパニーのフライヤーに視線を落とす。

「──神かみ木き坂ざかさん」

　丞が小さくつぶやく。

　やけに印象的なスーツ姿の男は、ＧＯＤ座の主しゆ宰さいである神木坂レニだった。

　と、レニを見たガイが、何か引っかかりを感じたように眉を顰める。

「どうかした？」

「いや……あれは？」

　東が問いかけると、ガイは緩ゆるく頭を振って、逆に聞き返した。

「ＧＯＤ座の主宰の神木坂レニさん」

　名前を聞いたガイが、考え込むようにじっとレニを見つめる。

「オペラ座？　丞、またオペラ座やるの？」

「ああ」

　晴翔が意外そうにたずねると、丞が小さくうなずいた。

「うちのオペラ座でやった丞のラウルと晴翔のファントムは、なかなかの評判だったね」

　レニが得意げに声をかけるが、丞の表情は浮かない。いづみたちに言った通り、丞にとっては満足のいく公演ではなかったのだろう。

「ちょうどいい。今回のエチュードバトルはファントム＆ラウルにしよう。その方がそっちもやりやすいだろ？」

　晴翔が名案だとばかりに呼びかけると、ガイが表情を硬くした。

「……俺か」

「初めてのエチュードバトルの相手がＧＯＤ座とは、なかなかの重じゆう責せきだね」

「ガイさんは今まで通りで大丈夫ですよ」

　誉があえて軽い調子で声をかけると、紬も安心させるように言う。

「俺がリードします」

「……わかった」

　丞も力強く請うけ負おうと、ガイは心を決めたようにうなずいた。

「がんばって」

　東が微笑みながら送り出す。

　先せん攻こうはＭＡＮＫＡＩカンパニーだった。ガイがやりやすいよう、公演の流れを汲くんだストリートＡＣＴを披ひ露ろうする。わずかにガイの緊張はあったものの、メンバー全員でやったストリートＡＣＴがウォーミングアップになったのか、全体としてはそつなくこなせた。観客からも多くの拍手が送られる。

　後こう攻こうのＧＯＤ座のファントムとラウルは、ガイたちとは打って変わった雰囲気だった。晴翔はガイの重々しいファントムとは対照的な、くるくると表情を変える愛あい嬌きようのあるファントムを演じて観客の視線を集めた。キャラクターがわかりやすく、一気に観客の心が惹ひき付けられたところで、ファントムの悲ひ哀あいを表現し、落差を出す。

「──以上です！」

　晴翔がお辞儀をすると、割れんばかりの拍手の音が響ひびいた。

「可か愛わいい！」

「あんなファントム初めて！」

　歓かん声せいが晴翔たちを包む。

　いづみはその様子を見て、顔を強こわ張ばらせた。

（ＧＯＤ座への拍手の方が大きい……）

　より観客たちを喜ばせたのは、間ま違ちがいなくＧＯＤ座の方だった。

「ふふん、勝負あったみたいだね」

　当然といった調子で、晴翔が鼻を鳴らす。

　悔くやしいが、晴翔の芝居はいづみも認めざるを得なかった。

（向こうのファントムは感情表現豊かでキャラクターが濃こい分、観客の目を惹き付けた。それに比べるとガイさんのファントムはまだ硬さが残る……）

　ガイの課題が改めて浮うき彫ぼりになる。公演では紬や他のメンバーに支えられてなんとかなっても、ガイ一人に注目が集まると、どうしても弱点が目立ってしまう。

「容姿や動きは悪くないが……芝居にまったく説得力がない。主演がこれでは、せっかくの古典が泣くな」

　レニが柔やわらかな声で辛しん辣らつな評価を下す。

　いづみが思わず言葉を失うと、レニは目を細めて微笑んだ。

「最近はＭＡＮＫＡＩカンパニーも新人を育てているようだが、こちらも期待のルーキーを育成中でね。そのうちお披ひ露ろ目めがてら、タイマンＡＣＴでもしよう」

「首を洗って待っていろ。その時は、僕ぼくがトップで──」

　晴翔がレニに続いてタンカを切る。と、途と中ちゆうでレニが身をひるがえした。

「行くぞ、晴翔」

「あ、待ってください！」

　慌あわてて晴翔がレニの後を追う。

　去っていくＧＯＤ座の面々を、ガイは険けわしい表情でじっと見つめていた。

「……なかなかに厳しい戦いだったね」

「しょうがないですよ。向こうは舞台経験豊富なベテランですから」

　誉がガイを励ますように声をかけると、丞もフォローを入れる。

「……今のこの感情はわかる。悔しい、だ」

「ガイさん……」

　ぎゅっと拳を握り締めるガイに、いづみはなんと声をかけたらいいかわからなかった。

（テーマが今回の公演だからこそ、きっと堪こたえただろうな。ＧＯＤ座もそのためにこのテーマにしたのかもしれないけど……）

　公演まではまだ時間がある。ガイの芝居はまだまだ良くなるはずだ。ようやく変化が見え始めたところで、出で鼻ばなをくじくような今回のＧＯＤ座との遭そう遇ぐうは、ガイにとって災難としか言いようがなかった。

「この後、飲みに行きませんか？」

「え？」

　不意に紬に微笑みかけられて、いづみが思わず聞き返す。

「俺たちのやるべきことは、明日からの稽けい古こをもっとがんばって、今以上にいい公演にすることです」

「そうだな」

　紬の言わんとすることがわかったのか、丞がにやりと笑ってうなずく。

「……どうしてお酒？」

「こういう時こそ、楽しくお酒を飲んで気持ちを切きり替かえようってことでしょ？」

　不思議そうに首をかしげる密に、東が答える。

「こういう場合は稽古をした方がいいんじゃないか？」

「行けばわかるよ」

　怪訝そうなガイに、東はそう言って微笑んだ。

「そうですね！　今日はみんなでパーッと飲みましょう！」

　いづみも気持ちを切り替えるように、賛成した。




　それから、何度か冬組の集まりでも使ったことのあるバーに場所を移す。

「ガイさんは何飲みます？」

　いづみが向かいに座すわったガイにメニューを差し出すと、ガイはわずかに首をかしげた。

「この国の酒は詳くわしくない」

「ガイには何がいいかな……このフランスワインはおすすめだよ」

　代わりにメニューを覗のぞき込こんだ東が、高価なヴィンテージワインを指す。

「ワタシのおすすめはこのカクテルだね。芸術的な色合いが美しいのだ」

　東の反対側から、誉が指をさす。

「俺はこの日本酒がうまいと思う」

「……このサングリアがいい」

「俺はこの梅酒も好きですよ」

　丞や密や紬も、それぞれ自分のおすすめを紹しよう介かいした。

　ガイはそれらを一つ一つ確かめた後、口を開く。

「この国の酒しゆ宴えんならでは、というとどれだ？」

「ならでは、というと……」

　紬が視線を流し、いづみと目が合う。

「アレかな？」

「あれですね」

　二人でうなずき合っていると、丞が軽く手を上げた。

「とりあえず生」

「とりあえずビールかな」

「とりあえずビールです」

「とりあえずビール……」

　丞の声にいづみと紬の声が重なり、ガイが感心したようにつぶやく。

「店員さん、生ビール七つ」

「かしこまりました」

　東が店員にまとめて注文すると、店員はにっこり笑って去っていった。

　間もなく冷えたビールが運ばれてきて、テーブルの上にずらりと並ぶ。和を尊ぶお国くに柄がらか、最初はみんな揃そろってビールを頼たのみがちなこの国では、見慣れた光景だった。

　いづみが全員にビールが行き渡ったことを確認すると、軽く自分のグラスを持ち上げた。

「それでは、乾かん杯ぱい！」

「乾杯」

「乾杯」

　丞と東の声が続き、密がグラスを傾かたむけて喉のどを鳴らす。

「は～、芝居の後のビールは美お味いしいですね」

　一日立ちっぱなしだった体に、ビールが染しみ渡わたる。いづみはその心地よさに、思わず大きなため息を漏もらした。

「……なるほど。これが、とりあえずビールか」

　ビールを一口飲んで、メンバーの様子を眺ながめたガイがしみじみとつぶやく。

「どうしてそうなったのかはわからないんですけど、飲み会では一いつ杯ぱい目めにビールを頼むことが多いんですよね」

「足並みを揃える国民性なのかもね」

　紬と東が微笑むと、ガイは納得したようにうなずいた。

「興味深い」

「まあ、ワタシはあまり馴な染じみはないがね」

「……アリスは協調性がない」

　誉が付け加えると、密がマシュマロをつまみながらつぶやいた。

「密くんにだけは言われたくないよ！」

　話の途中でもところかまわず寝ねる密に、誉が言葉を返す。

　いつもの二人のじゃれ合いを、他のメンバーが微笑ましく見守っていた時、ふとガイが視線を落とした。

「……しかし、エチュードバトルというのは難しいな」

「あれは慣れるしかない。数をこなせば、相手の演技を落ち着いて受けられるし、どう返したらいいかっていうバリエーションも増えてきます」

　丞がフォローすると、誉も大おお仰ぎようにうなずく。

「最初からうまくやれる人なんていないよ」

「そういうものなのか……」

　考え込んでいるガイに、いづみは励ますように微笑みかけた。

「これからも、エチュードの機会を増やして、慣れていきましょう」

「ああ」

　悩なやむのは向上心がある証あかしで悪いことではない。ここからいくらでも成長していけるはずだという、いづみの気持ちが伝わったのか、ガイが深くうなずいた。

「はい、真面目な話はそのくらいにして。今日は楽しく飲むんでしょう？」

　東が話題を変えるように、小さく手を打つ。

「そうですね！」

　いづみも賛成して、話を切り上げた。

「少し遅おそくなったけど、ガイさんの歓かん迎げい会かいみたいなものですもんね」

　紬がグラスをガイに向けると、いづみもそれに倣ならう。

「改めて、よろしくお願いします、ガイさん！」

「こちらこそ、よろしく頼む」

　歓迎の乾杯に、ガイも顔をほころばせて応えた。

「そういうことなら、ガイさんのことをよく知るための会にせねばなるまいな」

　誉の言葉を聞いて、いづみはひらめいた。

「それでは──ガイさん質問コーナー！」

　拍手をしながらタイトルコールをする。

「尋じん問もんコーナー？　俺は何か悪いことをしただろうか」

「質問、です。各自知りたいことをガイさんに聞いていくコーナーです！」

　ガイの物ぶつ騒そうな聞き間違いを、いづみが苦笑いしながら訂てい正せいする。

「そんなコーナーがあったのか……」

　真面目に驚いているガイを見て、東が口を開く。

「じゃあ、趣しゆ味みは何？」

「趣味……特にない。シトロニアには、仕事人間ならぬ仕事アンドロイドだと言われていた。アンドロイドなら当然のことなのだが」

　ガイが首をかしげながら、ぽつりぽつりと答える。

「たしかに、趣味にいそしむアンドロイドなんて、想像がつかないね」

　東は笑みを漏らした。

「では、特技は何かね」

　次に手を挙げたのは誉だった。

「電源を落とすこと、だろうか……」

「電源……!?」

　あまりに予想外な答えすぎて、いづみが聞き返す。

「シトロンがやってた再起動だね」

「そんな特技、初めて聞いたな」

　東が納得したようにうなずき、丞が笑いながらつぶやく。

「今でもできるかわからないが、俺が人間なら、あれは機能ではなく、特技と──」

「……ぽちっ」

　ガイの話の途中で、密が不意にガイの首の後ろを押した。

　途端、ガイの体が凍こおり付つく。

「本当に止まってる……！」

　いづみがガイの目前で手をひらひらと動かすが、瞬まばたきすらしなかった。

「何をしているのかね、密くん！」

「御み影かげ、あっさり押すな」

　誉と丞が密をたしなめる。

「ちゃんと再起動するの？」

「……ぽちっ」

　東が心配げに声をかけると、密が再び首の後ろを押した。

「いえるだろう」

　すらすらと何事もなかったかのようにガイが話しだす。

「すごい。本当に元の状態に復帰した……」

　話がちゃんとつながっていることに、いづみは感動してしまう。

「たしかにそれは立派な特技だね」

　誉も感心したように太たい鼓こ判ばんを押した。

「それじゃあ、次は俺の質問です。好きな食べ物はありますか？」

「いかの塩しお辛からだな」

　紬の質問に、ガイが悩むことなく答える。

「渋しぶいな」

「見た目通りですね」

　丞と紬が面白そうに感想を漏らした。

「では、嫌きらいな食べ物もあるのかね？」

　誉が続けてたずねると、ガイがわずかに逡しゆん巡じゆんする。

「……グリンピースだ」

「意外と子どもっぽい……！」

「見かけによらないな」

　いづみが思わず声をあげ、丞がさっきと正反対の感想を告げた。

　それから酒が進むにつれて、メンバーたちの様子が変わってくる。

「……しかし、ガイさんが過去を思い出せて本当に良かった。ワタシは感動したよ……ううっ」

　何杯目かのワインを飲んでいた誉が、唐とう突とつに目元を拭ぬぐい始めると、東が慣れたように背中を撫なでた。

「はいはい。大分酔よってきたみたいだね」

「本当に泣き上じよう戸ごなんだな……」

　顔色の変わらないガイが感心したようにつぶやく。

　一方、テーブルの端はしでは紬と丞が、少し前から延えん々えんと演劇の話をしていた。

「……フルール賞のノミネート劇団をこの間観てきたよ。実力は確かにあるけど、無難にまとまってて、受賞を意識しすぎてる気がする」

「今回ノミネートされたのは、あまり冒ぼう険けんしない劇団が多かったよな」

「そういうのが好まれるのかもしれないけど、俺はそればかりもどうかと思う」

「そうだな……とがりすぎてもなんだが、型にはまりすぎると、どんどん全体の幅はばが狭せばまっていく」

「高遠と月つき岡おかは演劇論……」

　ガイは二人の様子を遠巻きに眺めながら、うなずく。

「……これ、おかわり」

　密がジュースでも飲むようにカクテルを飲み干すと、いづみは目を見開いた。

「密さん、それ三杯目だよ？」

「美味しい」

「御影はザルか……」

　ガイが密を見つめていると、東が微笑みを浮かべた。

「言った通りでしょ？」

「ああ」

「ううっ、人としての生活で困ったことがあったら、なんでも言いたまえ、ガイさん……！」

　嗚お咽えつを漏らす誉の背中を、東が優やさしく叩たたく。

「ほら、そんなに泣かないの。誉の好きなキャロットサラダがきたよ」

　運ばれてきたサラダの皿を誉の前に置くと、誉がまたしゃくり上げた。

「ううっ……オレンジのサンセット、燃えるタンジェント、たちまちぴょこぴょん……」

　誉の発言を聞いたガイが、脳の処理能力を超こえたとばかりに真顔で固まる。

「い、今のって、もしかしてキャロットサラダの詩ですか……？」

「ふふっ、酔ってる誉の詩はいつもとちょっと違うね」

　いづみがおずおずたずねると、東が笑みを漏らした。

「じゃあ、これは」

　紬が自分が飲んでいたスパークリングワインを示すと、誉はすすり泣きながら口を開いた。

「うう……弾はじけるゴールド、滴したたるシャイン、とりあえずビールでシュワシュワシュワリン……」

「と、とりあえずビール……」

「そのフレーズ、意外と気に入ってたんだな」

　紬が笑いを堪こらえていると、丞があきれたような表情を浮かべる。

「ふふ、どんなメニューでも詩にできるなんてすごいね」

「……宴えん会かい芸げいみたい」

「あはは、たしかに」

　東が微笑み、密がつぶやくと、いづみも思わず笑い声をあげた。

　そこで、また店員がサラダを運んできた。

「ひよこ豆のサラダがきたぞ」

　ガイがテーブルの中央に皿を置くと、誉が潤うるんだ目でサラダを見つめた。

「……飛び出す惑わく星せい、広がるスメル、ピヨピヨビーンズ……ピヨピヨ……」

　間まの抜ぬけたフレーズを、情感たっぷりに唱となえるのを聞いて、ガイが口元を覆おおった。

「ガイさん？」

　いづみが心配になって声をかけると、ガイの肩が震ふるえ始めた。

「くっくっ……」

　堪えきれないといった様子で笑い声を漏らす。

「ツボに入ったみたいだね」

　少し驚いた様子で東がガイを見つめると、密もガイの顔を覗き込む。

「……壊こわれちゃった？」

「機械じゃあるまいし」

　丞がにやりと笑うと、その場にいたメンバーが一様に笑みを浮かべた。

　その後も話は尽つきず、帰き途とについたのは深夜になろうかという時間だった。こんな時間までゆっくり飲めるのも、年ねん齢れい層そうの高い冬組ならではだ。

「ふう、今日も飲んじゃいましたね～」

　住宅街を吹ふき抜ぬける冷たい風を心地よく感じながら、いづみがふわふわした気分でつぶやく。

「おかげで気持ちは切り替えられましたね」

「うんうん」

　まだほんのり赤い顔で微笑む紬に、うなずき返す。

「ね？　みんなで飲むと楽しいでしょ？」

　東がガイに微笑みかけると、ガイは口元に笑みを浮かべた。

「……ああ、楽しかった。これからひよこ豆を見るたびに笑ってしまいそうだ」

「それは良かったです」

　紬が優しく目を細める。

「たしかに気持ちを切り替える手段としては、最適だな」

　丞も上じよう機き嫌げんで、軽く目を閉じた。

「ＧＯＤ座の晴翔さん、会ったらまた、エチュードバトル仕し掛かけてきそうですね」

　いづみが昼間のことを思い返していると、丞が苦笑いを浮かべた。

「あいつはうちを目の敵にしてるからな」

「次は絶対に勝ちましょうね」

　紬がやる気を見せると、ガイがふと何かを思い出したように真顔になった。

「そういえば、あのレニという男……」

　そこで言葉を止めたガイを、いづみが不思議に思って見つめる。

「いや、なんでもない。気のせいだろう」

　ガイは緩く首を横に振ると、そこで話を終わらせた。
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　暗い舞ぶ台たい袖そでから、明かりに照らされた舞台上を見つめる。緞どん帳ちよう越ごしに、観客のざわめきと期待が膨ふくらんでいくのを感じる。

　公演初日の開演間近、いづみにとっては何度経験しても緊きん張ちようする時間だった。

（あっという間に公演初日か……順調に稽けい古こを重ねてきたし、ガイさんを始め、みんなの仕上がりも十分。きっと大だい丈じよう夫ぶなはず……）

　祈いのるような気持ちで、準備を終えた冬ふゆ組ぐみメンバーの顔を見回す。

「……いよいよ初日ですね。緊張してますか？」

　紬つむぎがガイに優やさしく声をかけると、ガイはわずかに硬かたい表情で視線をさまよわせた。

「……緊張しているが、それだけではない気がする」

「きっと、わくわくしてるんですよ」

「わくわく？」

　ガイが不思議そうに聞き返すと、紬は高こう揚ようを隠かくしきれない様子で微ほほ笑えんだ。

「楽しみでしかたがない時の気持ちです」

「なるほど……たしかに、そうかもしれない」

　ガイは納なつ得とくしたようにつぶやくと、自分の胸に手を当てた。

「みなさん、時間通り開演します！」

　支配人の声で、緊張が一層高まる。ガイがじっと舞台を見つめた。

（いよいよだ……）

　今まで積み重ねてきたものが、ようやく観客の前で演劇という形を成す。何度となく繰くり返かえしてきた芝しば居いも、観客の入ったこの劇場の舞台の上で、初めて演劇として世に生まれ落ちるのだ。いづみは両手を握にぎり締しめると、祈るような気持ちでその瞬しゆん間かんを待った。
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　十九世紀、パリ、オペラ座。その夜は多くの上客が招待され、新しいマネージャーの就任歓迎会が開かれていた。

　煌きらびやかな装そう飾しよくに囲まれた舞台で挨あい拶さつをしているのは、誉ほまれ演じるリチャードだ。

『今度のマネージャーはずいぶん若いな。リチャードだったか』

『前任のマネージャーを追いやる形で、席に収まったらしい』

　新マネージャーの話を聞きながら、招待客の噂うわさ話ばなしが密ひそやかに交かわされる。リチャードを見つめる客の視線はどこか冷ややかで、白々しい。

『ああ、この歓かん迎げいパーティーの空気はそのせいか。確か、元国立オペラのテノール歌手なんだって？』

『一時期は相当の人気だったみたいだな。しかし、私はむしろ、彼かれのライバルの──』

　噂話は拍はく手しゆによってさえぎられた。リチャードに代わって舞台に現れたのは、新人歌手のクリスだった。緊張した面おも持もちで、両手を握り締めている。

『ん？　誰だれだ、あれ……？』

『新人らしい。名前がクリス──クリス・ダーエ』

　客がささやいた直後、クリスが歌い始めた。退たい屈くつそうだった観客たちの視線が、一気に舞台に集中する。

　白地に金きんの刺し繡しゆうをほどこしたスーツに白いタイという衣い装しようにはクリスの清せい廉れんさや初うい々ういしさが表れている。

　新人らしい真しん摯しな姿勢で最後まで歌い上げたクリスに、温かな拍手が贈おくられた。

　舞台から降りてきたクリスをラウルが迎むかえる。

『良かったじゃないか、クリス！』

　ラウルが屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮うかべながら、クリスの肩かたを叩たたいた。

『全然ダメだよ。練習通りにいかなかった』

　クリスは暗い表情で首を横に振ふる。

『十分だろ。新しいマネージャ─にも、かなりのアピールになったんじゃないか。初はつ舞ぶ台たいも夢じゃないかもな』

『まさか。カールがいる限り無理だよ』

『自信を持て』

　謙けん遜そんするクリスを励はげますようにラウルがまた肩を叩く。

　少し離はなれた場所では、リチャードが密演じるカールに声をかけていた。

『よろしく頼たのむよ、カール。これからのオペラ座を背し負よって立つのはキミなんだから』

『大げさですよ。こちらこそよろしくお願いします。マネージャー』

　にこやかに微笑むカールの表情には明らかに媚こびが見える。

『さっそく取り入ってるみたいだな』

　ちらりとカールの方に視線を送ったラウルが眉まゆを顰ひそめる。

『彼は実力も備わってるから当然だよ』

　クリスの声に偽いつわりはなかったが、その視線には羨せん望ぼうが見みえ隠かくれしていた。

　いづみは舞台袖からメンバーの芝居を見つめながら、満足げに表情を和やわらげた。

　これまで場数を踏ふんだこともあって、一様に落ち着いている。繊せん細さいな表現でそれぞれの関係性もよく出ていた。

　場面は変わり、楽屋に一人戻もどったクリスは、不思議な歌声を耳にする。

『誰の歌声だろう。こんな声の歌手、いたかな』

　曲目は、さっきクリスが舞台で披ひ露ろうしたのと同じアリアだ。

『どこから聞こえてくるんだ？』

　クリスが歌の出所をあちこち探しまわるが、判然としない。

『……それにしても、ああ、なんて……悲しく、染しみ渡わたるようなアリアだろう』

　クリスが感じ入ったように目を閉じた時、ノックの音と共にカールが姿を現した。

『お疲つかれ、クリス』

『ああ、カール、お疲れさま』

『キミのアリア、よかったよ。でも相変わらずなんというか、内向的で繊細すぎるね。大劇場には向かない。キミはサロンで歌う方が向いてるんじゃないかな』

　カールが意地の悪い笑顔でクリスに告げる。

『そう、かな……』

　クリスがぎこちなく愛あい想そ笑わらいを浮かべると、カールは軽く肩をすくめた。

『まあ、がんばって』

　心のこもっていない言葉を残すと、そのまま踵きびすを返す。

『……ありがとう』

　クリスの小さな声を聞かずに、カールは去っていった。

　一人残されたクリスは胸に手を当てて、眉まゆ根ねを寄せる。

『どうしたら、もっと煌きらびやかな歌声になるんだろう。僕ぼくもカールのように──』

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめて、大きく口を開ける。と、同時にアリアのＢＧＭが流れ始めるが、すぐに途と絶だえた。

『ダメだな。僕にはあんな風にはとても歌えない……どうせ歌うなら、もっと心にそっと染しみ入いるような……』

　悲しげに喉のどを押おさえて、首を横に振る。

　いづみは紬の芝居に感かん嘆たんの息を漏もらした。

　今回はミュージカルではないということで、実際の歌声は聞こえない演出になっていた。代わりにＢＧＭだけで表現していたが、紬の演技で本当にクリスの清らかな歌声が聞こえるように錯さつ覚かくする。紬は繊細な表現がうまいと、いづみは改めて実感した。

　それから、楽屋裏でクリスが一人になるたびに、歌声が聞こえてくるようになる。

『彼の歌声が耳から離れない。どこの歌手なんだろう。オペラ座では聞いたことがないけれど……あの甘あまく深い、ビロードのような手て触ざわりの歌声……正確な音程に緻ち密みつなビブラート……たしか、こんな風に……』

　クリスがどんどん不思議な歌声に魅み了りようされていく様子が、観客にも手に取るように伝わってくる。クリスはその歌声に導かれるようにして、大きな舞台に抜ばつ擢てきされる。

『クリス、初舞台が決まったんだって!?』

　楽屋に飛び込んできたラウルが、クリスの歌声を聞いて動きを止める。

『今歌ってたの、クリスなのか？』

『え？　うん』

　クリスが素す直なおにうなずくと、ラウルは戸と惑まどった表情を浮かべた。

『驚おどろいたな。そんな歌い方、初めて聞いた』

『ちょっと変えてみたんだ。どうかな？』

『先生を変えたのか？』

『ううん』

『じゃあ、どうして急に……』

　クリスの変化をいぶかしむように、ラウルが眉を顰める。

『……ある歌手の歌い方を真ま似ねしてみたんだ』

　クリスはわずかにためらった後、白状した。

『ある歌手？　思わせぶりだな。誰だよ。俺おれも聞いてみたい』

『それが、うまく説明できないんだけど……』

　クリスは最近頻ひん繁ぱんに耳にする歌声について、ラウルに説明した。

『オペラ座の亡ぼう霊れい？　なんだそれ』

『そうとしか説明できないんだ。色々探してみたけれど、あんな歌声を持つ歌手はどこにもいない』

　クリスが困ったように眉を下げると、ラウルの目が楽しげに細められた。

『……ふうん。面おも白しろそうじゃないか。俺も探してやる。何か手てがかりはないのか？』

『手がかりって言っても……さっきの歌い方しかないよ。彼の声を聞くのは、いつも僕一人の時なんだ』

『お前の妄もう想そうじゃないのか』

　ラウルがあきれたように告げると、クリスは自信なげに首を横に振った。

『わからない。だとしても、彼の歌声は僕にとって理想なんだ』

　そうして、歌声の正体を突つき止とめようと、調査を始めるラウルとクリス。しかし、一向に手がかりは見つからず、ラウルはかつてオペラ座でマネージャーとして働いていた兄のフィルを頼たよった。

『甘い歌声に正確な音程、緻密なビブラートのテノール歌手ねぇ。それだけじゃ、いくらなんでも絞しぼりきれないだろう』

　東あずま演じるフィルが、突とつ然ぜん難題を吹ふっかけてきた困った弟をなだめるように微笑む。

『頼むよ。オペラ座で働いていた兄さんだけが頼りなんだ。とにかくクリスがほれ込むくらいだ。相当な才能の持ち主だろう。俺も聞いてみたい』

『そんな風に言われると、俺も気になってくるな』

　フィルは興を惹ひかれたように、腕うでを組んだ。

『うーん、オペラ座の亡霊ねぇ。そもそも、どうして人前に姿を現さないんだ？』

『何か事情があるんだろう。クリスの妄想じゃないとすれば』

『謎なぞめいているな……謎といえば、十年ほど前に世の関心をさらったテノール歌手の失しつ踪そう事件があったな』

　ふと思い出したようにフィルが指を鳴らす。

『失踪事件？』

　ラウルが眉を顰めると、フィルは少し声を低くした。

『人気絶頂の中、突とつ如じよ公演中に失踪したテノール歌手がいたんだ。当時は事件か事故か、はたまた痴ち情じようのもつれによる心中かって色々ウワサがささやかれたものだ。あの時は連日記者が劇場に駆かけ付つけて大変だったよ』

『へえ……』

　フィルは昔を思い出すように、遠くを見つめる。

『たしか、その歌手の名前が……』

　フィルの声と共に舞台が暗転し、場所がクリスのいる楽屋裏に移る。

『エリック？』

　クリスが聞き返すと、ラウルが興奮した様子でうなずいた。

『そうだ。当時の新聞記事を集めてみたが、お前の感想とも大体一いつ致ちしてる。オペラ座の亡霊になった理由は知らんが、なっていてもおかしくないだろう？』

　ラウルが早口で説明したが、クリスは眉を顰めて首を横に振った。

『彼は亡霊じゃない。生きてる。今でも実在する』

『おいおい。本気で妄想に取りつかれちまったのか？　しっかりしろよ』

　ラウルがクリスの肩を摑つかむが、クリスは歌声の主ぬしを探すかのように虚うつろな視線をさまよわせた。

　ラウルが去って、クリスが一人になると、再び歌声が響ひびき始める。

『また彼の声だ……』

　はっとしたように立ち上がる。

『キミは本当に亡霊なのか？　どうして、亡霊になってまで、歌い続けている？　歌にとり憑つかれているのか？』

　すがるようにクリスが問いかけた時、歌声が消えた。

『そうだな。きっと』

　ややあって聞こえてきた声は、地の底から発せられたようでもあり、またはるか天上から降ってくるようでもあった。

　クリスがはっとしたように、動きを止める。そして、慎しん重ちように口を開いた。

『キミの存在を証明したい。もう一度舞台で歌ってみないか？　キミはそのために、歌い続けているんだろう？』

　クリスが必死に言いい募つのると、またしばらく間が空あく。

『……そんなことができるはずがない。俺はただの影かげだ』

　ファントムの声は無む邪じや気きなクリスを嘲あざけるようにも、諦あきらめているようにも聞こえた。

『今日の夜、僕が舞台に立つ。そこで僕の代わりに歌ってくれないか。キミは舞台に立つべき人間だ』

　クリスはまっすぐな迷いのない目で、言い放った。

　この演目のファントムはセリフが少ない。少ない登場シーンとセリフで存在感を出さなくてはならない難しい役だ。

　初舞台となるガイにとってはハードルが高いが、今のガイは十分にその存在感を発揮していた。声だけでも秘められた感情が伝わってくる。

　公演初日でここまでできるとは、いづみも思っていなかった。最初の頃ころのガイからは考えられない進歩だ。

　舞台の上では、クリスの代わりにファントムが歌声を響かせていた。クリスはファントムの歌に合わせて口を動かす人形となる。

　ファントムが歌い終わると、観客の熱ねつ狂きようを表すような大きな歓かん声せいと拍手に包まれた。

　それから楽屋に戻ったクリスの元を訪おとずれたのは、カールだった。

『驚いたな。今日のアリアを歌ったのは誰かと思ったよ。今までは手を抜ぬいていたのか？』

　素直に称賛するカールに対して、クリスはあいまいに微笑む。

『いや、まぐれだよ』

『ふうん……ま、いいけどね』

　コロコロ表情を変えるカールには無邪気さがにじむ。クリスのライバルでありながらどこか憎にくめない愛あい嬌きようは、密ひそかの役作りの賜たま物ものだった。

　カールに代わってやってきたのは、リチャードだ。

『クリス君、今日の歌は──』

　怪け訝げんそうな表情で何か言いかけて、そこで止やめる。

『いや、なんでもないよ。大成功だったね。これからも期待しているよ』

　不思議そうな表情を浮かべるクリスに、ごまかすようにそう言って微笑んだ。

　直後、ラウルが血相を変えて楽屋に飛び込んできた。

『クリス、あれはなんだ!?』

『キミも聞いたか？　亡霊なんかじゃない。彼は実在してるんだ！』

　クリスは今まで抑おさえていた興奮を爆ばく発はつさせるように、ラウルに訴うつたえる。

『あれが、ヤツの声だっていうのか？　でも、なんだって、あんなこと──』

『彼はもう一度舞台に立たなきゃいけない。ただそう思っただけだよ』

　クリスは確信を持ったように告げた。

　ラウルが去り、また一人になったクリスはファントムにもう一度舞台に立つように勧すすめる。が、ファントムは自分を影だと告げて、二度とクリスの誘さそいには乗らなかった。

　そして、ファントムが舞台で歌った日から、クリスの周辺で不可解な出来事が起こり始めた。

『クリスさん。ファンからの贈り物ですよ』

　スタッフがクリス宛あての花束やプレゼントの箱を楽屋に置いていく。

『ありがとう』

　クリスが何気なく箱を開けると、中から大きな毒々しい色の蜘く蛛もが現れた。

『──うわあっ』

『クリス、どうした？』

　顔を覗のぞかせたラウルの顔を見て、クリスが震ふるえる手で蜘蛛を指さす。

『ラウル──』

『──なんだこれは！　おい、逃にげろ！　扉とびらを閉めるんだ！』

　ラウルが蜘蛛を外に追いやり、扉を閉める。

『あれは……毒蜘蛛？』

『一体どこで拾ってきたんだ』

　ラウルが動どう揺ようを紛まぎらわせるように軽口を叩たたくと、クリスは困こん惑わく気味に視線をさまよわせた。

『いや、ファンからの贈り物だって……』

　途と端たん、ラウルが顔をしかめた。

『嫌いやがらせか？　それにしてもたちが悪すぎる』

　不可解な嫌がらせは続き、とうとう本番中に事件が起こる。

　舞台に立っていたクリスの頭上で、舞台装置がぐらりと傾かたむく。

『──っ』

『──危ない』

　奈な落らくから現れたファントムがクリスを突つき飛とばした直後、シャンデリアが大きな音を立てて落下した。

『うわあ！』

『なんてことだ、シャンデリアが──』

　観客が悲鳴をあげる中、クリスは初めて見るファントムに目が釘くぎ付づけになっていた。

　深しん紅くの長いコートを羽織り、襟えり元もとと袖そで口ぐちに金の刺繡が入ったスーツを身にまとったファントムは、顔の半分を覆おおう白いマスクをつけていた。

『キミは……』

　クリスの目が見開かれる。

『なんだ？　演出か？』

『事故じゃないのか？』

　観客がざわめく中、ファントムはまっすぐに客席の一点を指さした。

『……愚おろかな男だ』

『──ファントム？』

　その声は紛れもなくオペラ座の亡霊の声だと、クリスが確信する。

　しかし、ファントムはクリスに目もくれず、リチャードを見み据すえていた。

『そんな……まさか……』

　リチャードが亡霊を見るかのような目でファントムを凝ぎよう視しする。

『リチャード、お前は十年前の過あやまちをまた繰り返すつもりか。この男を消しても、お前の罪は消えないぞ』

『何を言って──』

　リチャードの顔色が青ざめ、全身が小刻みに震ふるえだす。

『この話、こういう筋書きだったか？』

　観客たちはざわめきながらも、舞台に立つファントムの言葉に聞き入っていた。

『お前に復ふく讐しゆうするために地じ獄ごくの底から戻ってきた。自らの罪から逃のがれられると思うな』

　ファントムの目に暗い絶望と怨おん念ねんが浮かぶ。

『何をしてる！　早く幕を下ろせ！　侵しん入にゆう者しやを捕つかまえろ！』

　リチャードが声を上うわずらせてスタッフに指示を出すと、ファントムはコートをひるがえして奈落へ消えた。

『──あ、待ってくれ！』

　とっさにクリスがファントムを追う。

『クリス！』

　ラウルが呼びかけるが、クリスの姿はそのままファントムと共に闇に消えた。

　この場面の見せ場はファントムとリチャードのやり取りだ。仮面の下に刻まれた傷きず跡あとを憎ぞう悪おでゆがませるファントムと、自分の罪に怯おびえるリチャード。誉のリチャードの感情表現豊かな演技にファントムも引っ張られ、いつも以上の芝居に仕上がっていた。

　クリスはやがて、ファントムが隠れ住む地下室へとたどり着く。

『どこまでついてくるつもりだ』

　ファントムが明らかにイライラした様子でクリスを振ふり返かえる。

『ファントム──いや、エリックと呼ぶべきかな。キミとずっと話がしたかったんだ』

　クリスが優しく語りかけると、ファントムは硬い表情で顔をそむけた。

『僕は友人としてキミを助けたいんだ』

　クリスがそう言って一歩近づくと、ファントムが半分しか見えない顔を露ろ骨こつにゆがめる。

『友人？　未来も希望もあるお前と地獄の底に住む俺が友人だと？　おめでたい奴だ』

　クリスを見据えるファントムの目が、憎悪や嫉しつ妬とに染まる。

『いいか、俺がお前に歌を聴きかせたのはお前を打ちのめすためだ。お前の歌唱力など取るに足らないものだと。お前に才などないと気づかせて、絶望させるためだった』

『それでも僕はキミの歌声に希望を見いだした。キミのおかげで僕の歌は磨みがかれたんだ』

　クリスは対照的に一点の曇くもりもない、まっすぐなまなざしを向ける。

　ファントムは苛いら立だったように顔をしかめ、その目は一層闇やみを深めた。

『友人になどなれるはずがない。周りはみんなライバルだと学ばなかったのか？　すべてを裏切り、出だし抜ぬき、蹴け落おとさなければ、自分の役は得られない。舞台に立てるのは一人だけだ』

『でも──』

　クリスがなおも言いすがろうとするのを、ファントムが腕を振ってさえぎる。

『帰れ。ここはお前のような男がいるべき場所じゃない』

　すべてを拒きよ絶ぜつするようなファントムの態度を受けて、クリスはショックを受けたように言葉を失う。

　うつむくクリスを、ファントムがちらりと見やる。その表情には絶望と悲しみが浮かんでいた。

　そして、ファントムは自分が公演中の事故で顔に怪け我がを負い、歌手の道を断たたれたこと、犯人であるリチャードに復讐するためだけに、ずっとここにひそんでいることを告白する。

　クリスはファントムに協力を約束し、地上に戻っていく。

　クリスの純じゆん粋すいさ、優しさに触ふれて、ファントムの心が動くという、繊せん細さいな演技が必要になる場面だが、観客にも伝わるように表現されていた。

　その後、舞台で犯人と名指しされたリチャードは濡ぬれ衣ぎぬだと主張し、逆にクリスをクビにしてしまう。

　クリスはラウルと共にリチャードの犯行の証しよう拠こを集めるため、フィルの元へ向かった。

『十年前の失踪事件について調べる？　あんな昔の事件なんて調べてどうする気だ』

『大事なことなんです。お願いします』

　クリスが頭を下げると、フィルは戸惑いの表情を浮かべながら首を撫なでた。

『まあ、協力はしてもいいが、一応当時も内ない々ないでの調査はしたんだぞ。それでも何もわからなかった』

『乗りかかった舟ふねだ。納得するまでできることはやっておきたい』

　ラウルもそう主張すると、フィルはとうとううなずいた。

『わかったよ。当時のスタッフに連れん絡らくを取ってやる』

　フィルはファントムが現げん役えきの歌手だった頃にマネージャーをしていた。その伝つ手てを使って、証人を集めてくれる。

　ファントムに怪我を負わせた犯人を追おい詰つめるべく、奮ふん闘とうするラウルとクリス。

　二人は十分な証人を集め、ファントムの元へ向かった。

『これだけ証人が集まれば、リチャードも言いい逃のがれはできないだろう。告発は新作発表のステージだ。ファントムの復活ステージとしてはおあつらえ向きだろう』

『愚かなことを……』

　ファントムが眉を顰めると、クリスがファントムの目を見つめた。

『キミの歌声はオペラ座の宝だ。埋うもれさせておいたらいけないよ』

『……世せ辞じなどいい。俺はあの男に復讐したいだけだ』

　ファントムがそっと目をそらす。

『復讐なんて……キミは舞台に戻らなくちゃ』

　クリスがそう言った時、ファントムは耐たえかねたように踵きびすを返して去っていった。

『待って、エリック──』

　クリスの言葉にも振り返ろうともしない。

『……いいのか？　あいつは地獄の底で歌手としての心も失っちまったのかもしれないぞ』

　ラウルがファントムが消えていった方へ顎あごをしゃくる。

　ラウルの言葉は辛しん辣らつだが、その芝居からはクリスを心配する気持ちが伝わってくる。

『そんなはずない。あんな美しい歌声を持っているのに……』

　クリスは痛ましげに眉根を寄せた。

　そして迎えた新作発表パーティー当日──。

『リチャード。あなたをエリックの顔を焼いた殺人未み遂すいの罪で告発します！』

　クリスがまっすぐにリチャードを指さす。

『何を──全部でたらめだ！』

『それは苦しいんじゃないか？　何よりも本人の証言がある』

　ラウルがクリスの隣となりに並ぶと、リチャードは口をゆがめた。

『エリックは死んだ！　証言などできるはずがない！　この前の茶ちや番ばんだって偽にせ物ものを使ったんだろう』

　その時、会場にアリアが聞こえ始める。リチャードの表情が凍こおり付つく。

　自らが陥おとしいれたのと同時に、誰よりも憧あこがれ嫉妬したエリックの歌声を、リチャードがわからないはずがない。リチャードの体が小刻みに震えだす。

『……この歌声は』

『まさか……』

　招待客もざわめき始めた。

『かつてのエリックの歌を聞いたことがある人なら、彼が本人だってわかるはずだ』

　クリスがそう言い放つと、リチャードの顔色は青を通とおり越こして死人のように白くなった。

『バカな……そうだ、証拠がない。ただの声真似なら……』

　リチャードが視線をさまよわせた時、ファントムが長いコートをひるがえして現れた。

『証拠ならあるさ。十年前お前が燃やしたこの顔が何よりの証拠だ──』

　そう言って、ファントムは自らの仮面を引きはがす。

『──っ』

　リチャードが驚きよう愕がくの表情を浮かべる。ファントムの顔半分には火傷やけどの痕あとが広がっていた。

『あれは……なんと……』

『ひどいな……』

　客のささやき声をかき消すように、ファントムが顔をゆがめて口を開く。

『醜みにくいだろう。おぞましいだろう。この傷跡こそが、お前の罪そのものだ』

　ファントムは大おお股またでリチャードに近づくと、恐きよう怖ふで凍り付くリチャードの首を摑つかんだ。

『く──っ』

　リチャードの顔が苦く悶もんにゆがむ。

『お前に復讐するためだけに、この十年生き永らえてきたのだ』

『く、苦し──』

　ファントムの手に力が込められ、リチャードの顔色が変わる。

　クリスは慌あわててファントムの腕を摑んだ。

『ダメだ、エリック！　彼を手にかけたら、キミは一生舞台には戻もどれなくなる！　僕はキミの歌が聞きたいんだ！』

　クリスが言いすがった時、ファントムの力が緩ゆるんだ。その一いつ瞬しゆんの隙すきをついてリチャードが逃にげ出だす。

『く、くそ──っ』

　多くの客を押しのけてその場を立ち去ろうとしたリチャードだったが、足をもつれさせ、よろめく。その拍ひよう子しに、近くにあった燭しよく台だいが傾いた。

　並び立つ他の燭台も巻まき添ぞえにして倒たおれる。

『わあ！』

　客の悲鳴があがるのと同時に炎ほのおは一気に燃え広がった。

『大変だ、燭台が──早く火を消せ！』

『ダメだ、火の回りが速い……！　みんな逃げろ！』

　多くの人が右う往おう左さ往おうする中、炎は建物を舐なめるように蹂じゆう躙りんし、焼き崩くずしていく。

『柱が崩れるぞ！』

『クリス、危ない！』

　ラウルが叫さけんだ直後、クリスに向かって柱が傾いた。

『──っ』

　下した敷じきになったクリスをかばい、ファントムが柱を受け止める。

『──くっ』

『エリック……！　大変だ、早く手当てを──！』

　なんとか柱の下から抜ぬけ出だしたものの、片かた膝ひざをついたまま動けないでいるエリックの肩に、クリスが触れる。

『必要ない。亡霊に今いま更さら傷などつかぬ』

　ファントムはそう言って、クリスを突き飛ばした。

『クリス！　逃げるんだ！』

　クリスの腕をラウルが摑んで立たせる。

『エリック、キミも一いつ緒しよに──！』

　クリスが手を伸のばすと、ファントムは炎に包まれた舞台の方を振り返った。

『幕はまだ下りていない』

　ファントムがゆっくりと立ち上がると、周囲に大きな火柱が立ち上る。

『エリック!!』

　ラウルに腕を引かれながらも、クリスが悲痛な面持ちでファントムに呼びかける。

『友よ。最後の歌をお前に捧ささげよう……』

　ファントムはクリスに向かって手を差さし伸のべると、最後のアリアを歌い始めた。

　間もなくファントムの姿を炎が覆い隠し、クリスの目が見開かれる。

　ファントムが見えなくなっても、歌声だけはいつまでもいつまでも響き続けていた。

　ファントムの消息は知れないまま、ラウルとクリスは焼け崩れたオペラ座を訪れた。

『エリックとリチャードの遺体は結局見つからなかったらしい』

　ラウルが浮かない表情で報告する。

『そうか……』

『修復工事はまだかかりそうだな』

　解体工事がようやく始まった様子を見つめながらつぶやくと、クリスがはっとしたように空を見つめた。

『歌が……』

『え？』

　ラウルが怪訝そうにたずねると、クリスは小さく首を横に振った。

『いや、なんでもないよ』

　クリスの耳には、今でもファントムの歌声が聞こえていた。




　そして、静かに幕が下りる。

　劇場に割れんばかりの拍手が鳴なり響ひびいた。

　間もなく再び幕が開き、カーテンコールに姿を現した紬や丞たすくが笑顔で頭を下げる。

「ありがとうございました！」

「ありがとうございました！」

　他のメンバーも笑顔で挨拶をする中、ガイは一人だけ凍り付いたように微び動どうだにしなかった。

（ガイさん、相変わらず固まってる）

　そんなガイに、丞が何やら耳打ちをする。

「……やってみよう」

　ガイは小さくうなずくと、胸に手を当てた。

「ありがとう」

　微笑みながら、優ゆう雅がに頭を下げる。

　途端、客席に歓声があがった。

「きゃー！」

「ガイさんカッコいい！　渋しぶい！」

（お客さんの反応もバッチリだ。ちゃんと心を摑んでる）

　いづみはそつなく愛あい想そを振りまき始めたガイを見て、ほっと胸を撫なで下おろした。

　カーテンコールが終わると、いづみは出口に向かう観客の流れを縫ぬって、楽屋に向かう。

「お疲れさまでした！　すっごく良かったです！」

　笑顔で開口一番そう伝えると、誉や丞も満足げに微笑んだ。

「うん、初日としては上々の出で来き栄ばえだったね」

「心配してたが、なんとかなったな」

「……ファントム、良かった」

「最初の頃よりも人間味があって、魅み力りよく的てきだったね」

　密がガイの方を見やると、東もうなずいた。

「ああ……」

　一方、ほめられたガイはどこか放心した様子で返事をする。

「どうかしました？」

　いづみがたずねると、ガイが戸惑ったように首をかしげる。

「いや……なんというか安心してしまって、気が抜けたようだ」

「ああ、そういうことか」

　丞が納得したように相あい槌づちを打つ。

「本当に無事に終わって良かった……」

　心底ほっとした表情でつぶやくガイの肩を、誉が軽く叩いた。

「しっかりしたまえ。まだまだ公演は続くのだよ」

　さっきまでのリチャードの悪役ぶりがウソのように、優しく励はげます。

　しかし、ガイはすっきりしない様子で、表情を曇らせた。

「ああ……ラストシーンの『幕はまだ下りていない』の一節がうまくいかなかった。もっと違ちがう感情の乗せ方を考えねば……」

（初日をやり遂とげて、あんなに拍手を受けたのに、まだ納得してないんだ……）

　考え込むガイを見て、いづみが感心する。

「そうですね。どんどん良くしていきましょう」

　紬が微笑むと、丞と誉も続いた。

「今日の出来栄えで満足しないでくださいよ」

「もっともっと磨いていかねば」

（ガイさんを始め、みんな前向きな意欲にあふれてる。千せん秋しゆう楽らくが今から楽しみだな）

　いづみはさっそく今日の反省会を始める冬組メンバーの会話を聞きながら、目を細めた。
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　夕食後、中庭のベンチで休んでいたいづみは、ぼんやりと頭上に浮かぶ月を見上げた。

　自然と息をつく。

（いざ公演期間に入ると……毎度のことながら、あっという間だな。みんな初日からどんどん調子を上げて、アンケートの結果もすごくいい）

　公演日程はどんどん残り少なくなり、それと同時に芝しば居いも磨みがかれていく。

（でも……）

　と、いづみは二階の稽けい古こ場ばの方へと視線を送った。

　そして、腰こしを上げると、まだ煌こう々こうと明かりがついている稽古場へと足を向けた。

『クリス！　逃にげるんだ！』

『エリック、キミも一いつ緒しよに──！』

　漏もれ聞きこえてくる丞たすくと紬つむぎのセリフを聞きながら、静かにドアを開ける。

　中ではまだ稽古の真っ最中だった。

『幕はまだ下りていない──』

　ガイがセリフを言った直後、首を横に振る。

「いや、感情が出すぎだな。もっと抑おさえた方がいいか」

「ここのファントムは復ふく讐しゆうの念から解放されて、本来の歌手としての心を取とり戻もどした場面だ。多少激情をにじませてもいいと思う」

　丞が意見を言うと、紬も思案げに顎あごに指をあてた。

「あるいは、復讐を果たして歌にとり憑つかれた、ある意味完全に正気を失った状態とも取れると思う。舞ぶ台たいへの執しゆう着ちやくだけで生きているような、狂きよう気きを表すのもありかもしれない」

「なるほど……」

　ガイが迷うように視線を落とす。

「どっちの解かい釈しやくも納なつ得とくできるがね」

「両方やってみたらどう？」

　誉ほまれと東あずまがそう提案すると、ガイがうなずいた。

「そうだな」

（みんな、毎晩遅おそくまで稽古を繰くり返かえしてる。特にラストシーンはまだガイさんの納得できる演技ができてない……）

　いづみは冬ふゆ組ぐみの熱意に感心する半面、心配にもなってしまう。

「お疲つかれさまです。明日のために体力を温存してそろそろ切り上げた方がいいんじゃないですか？」

「もう少し……」

「もう一回だけいいですか」

「うむ、このままではすっきりしないよ」

　ガイや紬、誉までもが一いつ斉せいに難色を示す様子に、いづみは思わず笑えみを漏らした。

（冬組は一番温度の低いチームだと思ってたけど、いつからこんなに熱血に……）

「仕方ないですね。せっかくだし、納得するまでやりましょうか」

「ああ」

　いづみが最後まで付き合う覚かく悟ごを決めると、ガイがやる気に満ちた目で微ほほ笑えんだ。




　そして、迎むかえた千せん秋しゆう楽らく前夜。例によって例のごとく、いづみと冬組メンバーは夜遅くまで稽古場にいた。

（……明日はついに千秋楽か。結局あれからも、毎晩ずっと稽古はみっちりだったな）

　いづみですら疲れているのだから、演じている冬組メンバーはそれ以上だろう。

「……眠ねむい」

「やっとお風ふ呂ろに入れるね」

　密ひそかは歩きながら舟ふねをこぎ、東も疲れたようなため息をついた。

　ふと、紬が窓の外を見て動きを止めた。

「あれ？　すごい雨の音……」

　大きな雨あま粒つぶが窓を叩たたき、雨音もかなり大きく聞こえる。

「いつの間に降り出したんだ？」

　丞も驚おどろいているのを見て、いづみは目を丸くした。

「みんな集中してて気づきませんでした？　大型台風が近づいてるらしいです」

　雨が降り出したのは、一時間ほど前のことだ。

「進路が変わったのか」

「明日、影えい響きようがないといいけど……」

　丞と東がつぶやいた時、紬がはっとした表情で、ドアの方へ歩き始めた。

「大変だ。中庭の植物を避ひ難なんさせないと──」

「俺おれも行こう」

「あ、私たちも手伝いますよ」

　すぐにガイが続き、いづみも後を追う。

「……すうすう」

「起きたまえ、密くん！　キミも働くのだよ！」

　立ったまま居い眠ねむりを始めた密にせっついて、誉や他のメンバーも後に続いた。




　千秋楽の夜は見事に台風と重なり、大おお荒あれの天気となった。

　いづみがそっと舞台袖そでから、客席の様子をうかがう。

（電車の遅おくれはあったみたいだけど、客席は満席だ……良かった。終演後には台風も過ぎる予報だし、帰りは大だい丈じよう夫ぶそうだな）

　観客たちは外の荒こう天てんも感じさせない浮うき足あし立だった表情で、席についている。いづみはほっと胸を撫なで下おろした。

　開演時間が迫せまり、準備を終えた冬組メンバーが舞台袖に集まってくる。

「いよいよ千秋楽ですね。座長から何かありますか？」

　紬がガイに水を向けると、ガイは他ひ人と事ごとのようにぼんやりとしていた。

「キミのことだよ！」

「え？」

　誉に突つつかれて、ガイが目を丸くする。

「主演が座長なんですよ」

　丞が説明すると、ガイが戸と惑まどったような表情を浮かべた。

「そうだったのか……しかし、何を言えばいいんだ」

「今回の公演を通して思ったこととか、なんでもいいですよ」

「そうだな……」

　紬に優やさしく促うながされて、少し考え込む。ややあって、ゆっくりと口を開いた。

「俺は今までシトロニアの従じゆう者しやとして、職務を全まつとうすることだけ考えて生きてきた。命令を忠実にこなす能力さえあれば、人としての感情や情、友など必要ないと思っていた。でも、皆みんなのおかげで記き憶おくを、感情を、自分自身を取り戻すことができた。仲間と芝居をすることが、共に過ごす時間が、楽しいと思えるようになった」

（ガイさん……）

　自分の中に生まれた変化を一つ一つ確かめるように、ぽつりぽつりと語るガイの姿を見て、いづみの胸が詰つまる。

「芝居をするたびに、自分が自分に戻っていくように思える。自分が人間なのだと実感できるようになったのは、皆のおかげだ。本当に感謝している。シトロニアが俺をこの国に残したことが、ずっと疑問だった。自分は捨てられたのだろうか、と。でも、今はただ礼を言いたい。俺はこの国で皆と出会えて、芝居をできて良かった。最後の本番……繰り返し練習したセリフを今日こそ納得のいくものにしたい」

　本当の自分を取り戻し、新たに見つけられたガイの大切な願いを、冬組メンバーが優しいまなざしで受け止める。

「最高の千秋楽にしましょう……シトロンくんのためにも」

　紬の言葉に、丞や誉、密や東がすぐさまうなずいた。

「そうだな」

「もちろんだ」

「……うん」

「がんばろうね」

　冬組メンバーの気持ちが改めて一つになる。

「……みんな、いってらっしゃい！」

　いづみはそんな彼かれらを笑え顔がおで送り出した。




　開演ブザーが鳴り、公演の最後を飾かざる千秋楽の幕まくが開く。

『どこから聞こえてくるんだ？……それにしても、ああ、なんて……悲しく、染しみ渡わたるようなアリアだろう』

　冒ぼう頭とうから、今までで最高の芝居をしよう、何も思い残すことがないようにやりきろうという気き迫はくが伝わってくる。

『キミの存在を証明したい。もう一度舞台で歌ってみないか？　キミはそのために、歌い続けているんだろう？』

『……そんなことができるはずがない。俺はただの影かげだ』

　ガイもいつも以上に役に入り込んでいるのが、客席のいづみにも伝わってきた。

　熱の入った芝居が観客をどんどん惹ひき付つけて、物語はクライマックスへと進んでいく。

『リチャード。あなたをエリックの顔を焼いた殺人未み遂すいの罪で告発します！』

『何を──全部でたらめだ！』

　リチャードが叫さけび、公演中もなかなか納得のいく芝居ができず、ずっと作り込んできたラストシーンに差しかかる。

（あのセリフを今度こそ、最高の形で……きっとガイさんだけじゃなく、みんなもそう思ってる）

　いづみはぎゅっと両手を握にぎり締しめた。

『それは苦しいんじゃないか？　何よりも本人の証言がある』

『エリックは死んだ！　証言などできるはずが──』

　ラウルに続いてリチャードのセリフになったところで、突とつ然ぜんすべての照明が落ちた。

「!?」

　予想外の出来事に、いづみが目を見開く。

「え？　何、何？」

「演出？」

「停電じゃない？」

　観客が静かにざわめき始める中、いづみはそっと客席を抜ぬけ出だし、舞ぶ台たい裏うらへと急いだ。

　舞台裏はかろうじて明かりがついていた。落ちたのは舞台と客席の照明だけなのだろう。舞台袖にいた支配人の姿を見つけて、駆かけ寄よる。

「支配人、ブレーカーは？」

「ダメです！　復旧しません！」

　すでに試ためしたのか、支配人が悲痛な面おも持もちで首を横に振る。

「そんな……」

（せっかくの千秋楽がこんなことになるなんて……）

　絶望的な気持ちで、一人、出番を待つガイの方へと視線を向ける。

（ガイさんのことを思うと、ここで止めるのは辛つらいけど、役者と観客の安全が第一だ）

　いづみは、拳こぶしを握り締めると、支配人に向き直った。

「しかたがありません。公演は中止に──」

　そう言いかけた時、暗がりの中、舞台の上のクリスが動いた。

『灯あかりが、消えた……？』

『なんだ？　どうなってるんだ？』

『誰だれが消した！　早くつけろ！』

　呼こ応おうするように、ラウルやリチャードがうろたえて声をあげる。

「……え？」

　観客は不ふ思し議ぎそうな顔をしながらも、舞台を見つめる。

（アドリブだ……）

　いづみも固かた唾ずを飲んで成り行きを見守る。

『エリックが化けて出たんじゃないか』

『ば、バカバカしい！　こんな茶番はもうたくさんだ』

　フィルやカールも明確な何かに向かってセリフを積み重ねる。いづみは、はっとした。

（ガイさんにつなげようとしてる……ガイさんにあのセリフを言わせてあげたい一心で）

「やっぱり演出だったのかな？」

「じゃない？」

　客席のざわめきは潮を引くように静まり返っていく。

（お客さんも演出だと思って落ち着いてる。このまま続けられれば……）

　いづみは観客の意識が再び舞台に集中したのを見て取ると、支配人を振ふり返かえった。

「支配人、どれくらいで復旧できますか？」

「すぐには難しいと思いますが、予備電源を使えば、スポットライトくらいならなんとかなります」

「わかりました」

（カンペでみんなにもう少しつなげるように伝えて……）

　いづみは急いでカンペを書き込むと、懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らした。

　舞台上の紬がちらりとそれを確かく認にんする。

（よし、伝わった……！）

『……あくまでも白しらを切るつもりですか、リチャード』

　クリスがリチャードを見み据すえる。

『白を切るも何もない。私は無実だ』

『いい加減にしろ！　証人だって揃そろってるんだぞ』

　そこで舞台裏に消えていた支配人が戻ってきた。

「監かん督とく、いけます！」

「はい！」

（みんな、これでつながるよ──！）

　いづみが舞台上へ合図を送ると、紬が目でうなずく。

『歌声が、聞こえる……』

　クリスが天を仰あおいだ。アリアが流れだす。

『そんな──』

『かつてのエリックの歌を聞いたことがある人なら、彼が本人だってわかるはずだ』

　リチャードが絶望の表情を浮かべ、ラウルが勝かち誇ほこったように言い放つ。

『バカな……そうだ、証しよう拠こがない。ただの声こえ真ま似ねなら……』

（ガイさんお願いします！）

　いづみの合図で、ガイにスポットライトが照らされた。

『証拠ならあるさ』

　舞台の中央にファントムが現れる。

『十年前お前が燃やしたこの顔が何よりの証拠だ──』

　暗がりの中、残ざん酷こくなまでに明るい光の下に、ファントムの傷きず跡あとがさらされる。

『──っ』

　リチャードが息をのむ。

（これ以上ないくらいの緊きん張ちよう感かん……）

　スポットライト一つのまま、物語は転がり落ちるように進み、オペラ座が炎ほのおに包まれる。

『エリック……！　大変だ、早く手当てを──！』

　クリスが柱に押しつぶされたファントムに駆け寄る。

『必要ない。亡ぼう霊れいに今いま更さら傷などつかぬ』

『クリス！　逃げるんだ！』

　ラウルに引きずられるようにして、クリスが遠ざかる。

『エリック!!』

　スポットライトの下には、赤い炎に包まれたファントム一人だけが残された。

『幕はまだ下りていない』

　ファントムの表情は不思議と穏おだやかで、凪ないだ静けさを感じさせた。

『友よ。最後の歌をお前に捧ささげよう……』

　クリスに向かって、想おもいを込めるように胸に手を当てる。ガイが選んだのは、復讐心も歌への執着も捨てた、ただ友への情と感謝を残したファントムだった。

　再び舞台に立って歌を歌う喜びと自らの心を取り戻したファントムは、すべての罪を浄じよう化かするかのように静かに厳おごそかに、炎の中に消えていく。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、爆はぜるような拍はく手しゆの音が劇場を震ふるわせた。

　舞台袖にはけたガイが、わずかに目を見開く。

「すごい。今までで一番大きい」

「スタンディングオベーションだよ。暗くてもわかる」

　紬と誉が高こう揚ようした様子で声をあげる。

「やりましたね、ガイさん」

「最高の芝居だった」

　丞と密が笑いかけると、ガイも微笑み返した。

「……皆のおかげだ」

　安あん堵どと達成感、信しん頼らいをにじませた柔やわらかな笑顔だった。

「ふふ、そんな顔もできたんだね」

「レアなのだよ！」

　東と誉もうれしそうに笑みを浮かべる。

「……バージョンアップ？」

「標準装備だ」

　密が首をかしげると、ガイは真面目な顔で返した。

　その間も、拍手の音はいつまでも衰おとろえることなく続いている。

「拍手が鳴りやまないね」

「行きましょう！　カーテンコールです」

　東が客席を見やると、紬が両手を広げて舞台の方へと一歩踏ふみ出だした。

　不意に、ガイの脳のう裏りにシトロニアとの会話がよみがえる。

《……この劇団でみんなと立つ舞台は最高に楽しい》

《……楽しい？》

《……お前にはわからないか》

「シトロニア……俺は……」

　再び光の下に立ったガイは、目を細めて頭上を仰いだ。
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　千秋楽を終えると、寮りようの談話室で恒こう例れいの打ち上げが行われた。

「千秋楽、お疲れさまでした！」

　いづみがビールの入ったグラスを持ち上げて乾かん杯ぱいの音おん頭どを取る。

「お疲れさまでした」

「お疲れ」

「お疲れさま」

　紬や丞、東も晴れ晴れとした表情で笑みを浮かべた。

「停電の時はどうなるかと思ったけど、無事に終えられて本当に良かったです！」

　いづみは喉のどを鳴らしてビールを飲んだ後、しみじみと告げた。

　いつも何かと事件が起こる千秋楽だが、今回も例によって例のごとくハラハラさせられた。その分、打ち上げで飲むビールが美お味いしい。

「あの時は、つなぐことに必死だったから」

「みなさん、あんな状じよう況きようでも落ち着いていて、カッコよかったです！」

　紬が苦く笑しようすると、咲さく也やが興奮した様子で目をキラキラさせる。

「第四回公演も色々あったけど、停電はトップクラスのトラブルだよな」

「いや、秋あき組ぐみの時間延長もかなりのものだろ」

　綴つづるが肩かたをすくめると、天てん馬まがすかさず横よこ槍やりを入れる。

「たしかに……」

　いづみがあの時の気持ちを思い出して、深くうなずいていると、今度は万ばん里りから物言いが入る。

「夏なつ組ぐみの代役騒さわぎもやばかっただろ」

「あの時はお世話になりました！」

　びしっと直立した九く門もんが、腰を九十度折り曲げる。

「監督と主演の失しつ踪そうとかもあったな」

「そんなことあったっけ」

　至いたるが千ち景かげの方に視線をやると、千景は笑顔を浮かべたまま、あらぬ方向を向いた。

「おい元げん凶きよう」

　すかさず至が突つっ込こむと、懐なつかしそうに咲也が目を細める。

「そうですね。あの時はまだシトロンさんがいて……」

「未いまだにシトロンさんがいないのって、変な感じがするよな」

　咲也の寂さびしそうな声に、綴も続いた。自然といづみもしんみりとする。

　と、ソファに座っていたガイが腰を上げた。

「少しいいだろうか」

　ぐるりと談話室を見回すガイに、団員たちの視線が集中する。

　ガイはそれを確認した後、ゆっくりと口を開いた。

「今回、シトロニアが抜ぬけた責任をとるという名目で芝居を始めたが、いつの間にか自分でも驚くほどのめり込んでしまった。千秋楽を終えた時、シトロニアが王国に見つかるリスクを冒おかしてまでこの劇団に留とどまっていたのか、わかった気がした。この劇団の仲間と立つ舞台は最高に楽しい……俺は初めてシトロニアの言葉の意味を理解した」

　ガイはそこで静かに視線を落とした。

「同時に、何な故ぜシトロニアがこの国に俺を残したのかもなんとなくわかった気がした。シトロニアは、自分が愛したこの国を、この劇団の温かさを、舞台の楽しさを、俺に教えたかったのかもしれない。俺が過去と自分を取り戻し、こんな感情を思い出させてくれたのはシトロニアのおかげだ。最初はシトロニアの行動に疑問しかなかったが、今はわかる」

　顔を上げて、自分の気持ちを口にするガイは、以前のアンドロイドではなく生身の人間としてそこに立っていた。

（シトロンくんの気持ちがガイさんに伝わったんだ……）

　いづみの胸に温かなものが広がる。

「……同時に、シトロニアが本当にこの国を離はなれることを望んでいたのか、真実が知りたくなった。俺は、シトロニアに会いにザフラ王国に戻るつもりだ」

「え──」

　ガイがきっぱりと言いきり、いづみは目を見開いた。

「でも、戻ったら捕つかまっちゃうんじゃ……？」

　綴も心配げにたずねる。

「それでも構わない。俺はシトロニアに会わなければならない」

「ガイさん……」

　ガイの意志は固く、その言葉に迷いはなかった。

　それを感じ取ったいづみが一瞬言葉を失った直後、咲也が勢いよく立ち上がった。

「だったら、オレたちも一緒に行きます！　シトロンさんの本当の気持ちを知りたいのは、オレたちも一緒です！」

　咲也の言葉に、紬や誉といった冬組メンバーも続く。

「ガイさんが行くなら、俺たちも行きますよ」

「ちょうどいい機会だよ。ザフラ王国へは一度行ってみたかったのだ」

　ガイは戸惑ったように、わずかに眉まゆを顰ひそめた。

「……しかし、指名手配犯の俺と共にいれば、お前たちにも迷めい惑わくがかかる」

「仲間なんでしょ。一人では行かせないよ」

　東が優しく微笑むと、ガイが虚きよを突つかれたような表情を浮かべる。

「とはいえ、王宮の警備は厳しくて、正面突とつ破ぱするのは難しいんですよね？」

　至が思案げにたずねると、ガイはしばらく考え込んだ後、口を開いた。

「……一つだけ方法がある。戴たい冠かん式しきだ。戴冠式には世界各国から式を盛り上げるためのパフォーマーが集まる。ジャンルは多た岐きにわたるが、とりわけザフラ王国では芝居が愛されていて、海外の劇団も多くザフラ王国を訪おとずれるのだ。その公演の際に王宮内にある劇場が解放され、民衆も王族と同じ場所で観劇する。シトロニアに接近するチャンスがあるとすれば、そこしかない。俺一人で行くのなら、いくらでも危険を冒せるが、皆で行くならこれが一番確実な方法だ」

「なるほど……私たちもＭＡＮＫＡＩカンパニーとして、戴冠式で公演をすればいいってことですね」

　希望が見えたと、いづみが表情を明るくすると、左さ京きようが団員たちを見回す。

「とはいえ、さすがに全員を連れていくのは無理だろう」

「役者と裏方っていう名目でも十人程度が限度だよな」

　万里も左京の意見にうなずいた。

「そもそもなんの公演をするんだ？」

「シトロンなら、やっぱり春はる組ぐみじゃないのか？」

　天馬の問いかけに、丞が答える。

「でも、どの演目もシトロンの代役が必要になる。それ以外で一番仕上がってるのは冬組だ」

「たしかに、オペラ座の怪かい人じんなら、ファントム役のガイさんは仮面で顔を隠かくせるな」

　左京が告げると、丞が納得したようにつぶやく。

「っていうか、パスポートでばれるだろ。最悪、空港で捕まっちゃうんじゃね……」

「そこは俺がなんとかするよ」

　万里の懸け念ねんには、千景がにっこりと笑って請うけ負おった。

「なんとかって……」

「前にザフラ王国に行くって話が出た時に一応偽ぎ造ぞうしといたんだよね」

　胡う散さん臭くさそうに至が千景を見つめると、千景はあっさり物ぶつ騒そうな発言をした。

「マジか」

「万ばん能のうすぎんだろ……」

　至と万里が感心とあきれの入り混じった複雑な表情を浮かべる。

（明らかに犯罪だけど、ここはあんまり考えないことにしよう）

　いづみは無理やり思考の外に追い出すと、咲也と紬の方に顔を向けた。

「それじゃあ、ザフラ王国の戴冠式では冬組の公演をして、春組のメンバーを裏方という名目で連れていく形にしましょう」

「はい！」

「わかりました」

「海外公演とは、実に楽しみじゃないか」

　誉が楽しげに笑みを浮かべると、他の冬組メンバーもうなずいた。

「夏組、秋組には留守を任せるね」

　いづみが今度は万里と天馬の方へと視線をやる。

「オッケー」

「こっちのことは心配するな」

　と、そこで支配人がおずおずと手を挙げた。

「あ、あのー……ちなみに、ザフラ王国へは片道どれくらいお金がかかるんでしょうか……？」

「時期にもよるが、今なら十万くらいじゃないか」

　ガイの言葉を聞いて、すかさず電でん卓たくを叩き始める。

「10万×２×12人……２４０万……！　皆さん、徒歩でお願いします……」

「無理だろ！」

「海はどうするんだよ」

　綴が素す早ばやく突つっ込こみ、丞もあきれ顔になる。

「ゴムボートならありますので……」

「何日かかると思ってんだ」

　綴ががっくりと肩を落とした。

「別に自じ腹ばらでも構わないよ。資金が足りない人にはカンパするし」

「ワタシも協力するよ」

「俺もなんとかします」

　経済的に余よ裕ゆうのある東と誉が声をあげると、紬も続いた。

　一方財さい布ふに不安があるメンバーがざわめき始めたところで、左京が口を開いた。

「待て。劇団にもしものことがあった時のために、貯ためていた金がある」

「え!?　本当ですか!?　私としたことが、いつの間にタンス貯金を……」

「お前の金じゃねぇ」

　一気に浮足立つ支配人を左京が一いつ喝かつする。

「そんな、左京さん一人に払はらわせるわけには……」

　いづみが遠えん慮りよしようとすると、左京はにやりと笑った。

「劇団のため以外に使うつもりはなかった金だ。今以上の『もしも』はないだろう」

「左京さん……」

「ありがとうございます！」

「すまない」

　咲也が勢い良く頭を下げて、ガイも礼を言った。

　そんな二人を見つめる左京の眼め鏡がねが、きらりと光る。

「その代わり絶対に成功させろ。王族のパトロンの一人や二人見つけてこい」

「ハードル高いっす……！」

「さすがただでは起きない……」

　綴がおののき、至は感心したようにつぶやいた。

「戴冠式は二週間後だ。急いで準備を進めなくては」

「はい！」

　ガイが表情を引ひき締しめると、紬が大きくうなずいた。
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　ひんやりとした朝の中庭で、ガイと紬が花か壇だんの間を縫ぬうように立ち働いていた。

「……こっちはこのくらいでいいか？」

「十分です。ありがとうございます」

　紬が花の様子を確認してうなずくと、ガイは一つ息をつき、水すい滴てきをまとってキラキラと輝かがやく花壇の花々を見回す。

「留守中、ここの花壇の世話はどうするんだ？」

「椋むくくんと三み角すみくんに頼たのみました」

「そうか……」

　ガイがほっとしたような表情を浮かべると、紬が目の前の固く閉じた緑の蕾つぼみを見つめる。

「その花、ずいぶん成長しましたね」

「ああ。まだ蕾は開かないな」

「開花はザフラ王国から戻る頃になると思います」

「シトロニアには伝えられないか……」

　わずかに残念そうなガイに、紬は微笑みかけた。

「その分、最高のオペラ座を見せてあげましょう」

「そうだな」

　うなずいたガイの表情がわずかに曇くもる。

「……皆を巻き込んですまない」

　紬はまったく気にした様子もなく、首を横に振った。

「シトロンくんに会いたい気持ちはみんな一緒ですから」

「……いや、実は、この作戦には俺の欲も含ふくまれているんだ」

「欲？」

　紬が首をかしげると、ガイは気まずそうに視線を落とす。

「シトロニアに近づくためにはこの方法しかないのも事実だが、俺おれ自じ身しんもう少しだけ冬組の皆と共に舞台に立っていたかった」

　ガイの告白を聞いた紬の目が、うれしそうに細められる。

「ガイさん……その気持ちもみんな一緒ですよ。この場所に、みんなと一緒に立っていたい。この瞬しゆん間かんが、永遠に終わらなければいい……千秋楽には決まってそう思います」

「そういうものなのか……」

「千秋楽はトラブルもありましたし、ザフラでの大千秋楽でリベンジしましょう」

「そうだな」

　紬とガイは顔を見合わせると、微笑み合った。







[image: ]




　ザフラ王国行きが決まった後は、目まぐるしく準備が進み、あっという間に出発当日を迎むかえた。寮りようの玄げん関かんに集合すると、いづみは見送りに出てきたメンバーを振ふり返かえった。

「それじゃあ、後のことはよろしくね」

「薬は持ったか。忘れ物ないだろうな。腹壊こわさないように気を付けろよ」

「相変わらず過保護すぎ……」

　さっきから延えん々えんと同じことを繰くり返かえす左さ京きようを見て、至いたるがあきれ顔になる。

　と、真ま澄すみがぐいっといづみに迫せまった。

「……ねぇ、挙式はどこでする？」

「え!?」

「お前、何しに行く気だ」

　いづみが目を丸くすると、綴つづるが低く突つっ込こむ。

「お土産みやげよろしく」

　幸ゆきが咲さく也やに向かって軽く手を挙げる。咲也はメモ用紙を手に、びくっと肩かたを震ふるわせた。

「う、うん！　がんばるね！」

「お前もリスト渡されたのか……」

「お土産リスト多すぎだろ。業者か」

　天てん馬まが同情のまなざしを向けると、万ばん里りもメモ用紙を覗のぞき込こんで、わずかに目をむいた。

「シトロン様のこと、よろしくお願いします！」

「わかった」

　椋むくの力のこもった言葉に千ち景かげが微ほほ笑えみながらうなずく。

「ちゃんと連れて帰れよ？」

「そうできればいいが……」

　莇あざみが念を押すも、ガイは言葉を濁にごす。ザフラ王国の事情をよく知るだけに、安やす請うけ合あいもできないのだろう。

「自分の将来が親で決まっちまうのは、しんどいからさ。ちゃんとあんたが背中押してやれよ。俺おれも、ずっと家を継つぐことと夢を追うこと、二つの気持ちの間で揺ゆれてた。どっちも捨てられないから悩なやんでた」

　莇が実感のこもった言葉を送る。

「シトロニアも同じように考えていたのだろうか……」

「たぶんな。シトロンさんの行動がすっきりしないのは、迷ってるからだろ」

　莇の言葉を聞いて、ガイは考え込むように視線を落とした。

「今まではシトロニアの気持ちなど全然わからなかった。おそらく、わかろうともしていなかった。でも、今は……ずっとそばにいたからこそ、記き憶おくの中のシトロニアが何を思っていたのか、今、何を思うのかが気になる」

　ガイの答えを聞いた莇は、にやりと笑った。

「本人に直接聞いてみな。そのためのカチコミだろ」

「ああ、そうだな……」

　ガイはうなずくと、遠くザフラ王国まで続く空を見上げた。

「……知りたい。シトロニアの本当の気持ちを。俺を日本に留とどめた理由を」

　ガイのつぶやきは、澄すみ渡わたった空へと消えていった。




　それから数時間後、いづみたちは無事にザフラ王国行きの機内にいた。

「……あ！」

　座席に着くなり、咲也が声をあげる。

「どうした？」

「忘れ物？」

　綴といづみがたずねると、咲也が気合いを入れるように拳こぶしを握にぎり締しめる。

「そういえば、島国に降り立つ時は靴くつを脱ぬぐんですよね！　あやうく忘れちゃうところでした……！」

「それ、千景さんのウソだから」

「そうなんですか!?」

　綴が同情するように教えてやると、咲也は目を丸くした。

「じゃあ、居い眠ねむりして乗り過ごすと、いつの間にか日本に帰っちゃうっていうのは……」

「電車じゃないんだから」

「ないない」

「そ、そうだったんですか……」

　綴に続いて至が手を振ふると、咲也は拍ひよう子し抜ぬけしたように脱だつ力りよくする。

　咲也の隣となりでは、真澄が居い心ごこ地ち悪そうに身じろいだ。

「……狭せまい」

「ええ？　飛行機ってこんなものじゃない？」

　いづみが首をかしげると、近くで話を聞いていた東あずまも苦笑いを浮かべた。

「ボクもエコノミーは、あまり乗りたくなかったんだけどね」

「ブルジョア……」

　綴がぽつりとつぶやくと、周囲の客が冬ふゆ組ぐみメンバーにちらちら視線を送り始めた。

「劇団？」

「あれ、衣い装しようだよね」

「……それにしても、やっぱり注目浴びてるね」

　会話が聞こえた紬つむぎが、困ったように笑う。その姿は、舞ぶ台たいのクリスそのままだ。

「ガイさんの仮面が違い和わ感かんないようにって、みんな衣装のままだからな」

　丞たすくはもう諦あきらめたというように、シートに体を埋うめた。

「向こうでの宿しゆく泊はく先さきは大だい丈じよう夫ぶなんですよね？」

　千景がガイに声をかけると、ガイはすぐにうなずいた。

「ああ、問題ない。すべて部下が手配済みだ」

　横にいた至がちらりと時計を確かく認にんする。

「時差の関係で、向こうに着くのは昼の十二時。翌日がすぐ戴たい冠かん式しきで翌々日には出発って、結構なハードスケジュールだな」

「飛行機で寝ねた方が良さそうだね」

　東が席に置かれていた毛布を手に取ると、誉ほまれが残念そうな表情を浮かべる。

「せっかくだから、もう少しゆっくり観光したかったのだが」

「それは財さい布ふを握ってる人に言ってください」

「難易度ハード」

　綴が暗あんに左京を示し、至が肩をすくめた。

「でも、直前でよくエントリーできましたね」

　いづみが思い出したようにガイに声をかける。

　今回の作戦の懸け念ねんの一つが、戴冠式で公演を行う劇団として選ばれることだった。それが、あっさりクリアできたことを、いづみは不ふ思し議ぎに思っていたのだ。

「それも部下がなんとか手を回してくれた。日本で大人気の劇団ということになっている」

「何、自分でハードル上げまくってるんですか」

　丞が茶々を入れると、ガイが肩をすくめる。

「しかたがないだろう。そうでも言わなければ、急なエントリーなど不可能だ」

「言葉の通じない相手にどう伝えるか、演技も少し考えないとね」

　紬が考え込むように顎あごに手を当てると、誉は自信ありげに手を広げた。

「何、心配することはない。芸術は万ばん国こく共通だよ」

「誉が言うと妙みように説得力があるね」

「……たしかにアリスが変なのは万国共通」

　東が微笑むと、密が一言付け加える。

「セリフは同時翻ほん訳やくの字幕がつくから、内容は伝わるはずだ」

　ガイがそう説明するが、丞は首をかしげた。

「でも、ニュアンスの伝え方は変わるだろうな」

「ああ。今のうちに詰つめておこう」

　そのまま演技プランについてミーティングを始める冬組メンバーの様子を見て、千景が口元で笑った。

「冬組に芝しば居いバカが増えたな……」

（たしかに、ガイさんも立派な冬組の仲間入りだ）

　いづみも目を細める。そんな中、綴がごそごそと手荷物のバッグを漁あさりだした。

「あれ？　メモは手荷物に入れたはず……あ、あった、あった」

「それ、なんのリストですか？」

　自分が幸から渡されたのと同じようなリストを見て、咲也がたずねる。

「家族に頼たのまれた土産リスト。この前の兄貴の土産が好評で、また色々買ってきてくれってさ」

「そういえば、お兄さんもまた戴冠式の頃ザフラ王国に行きたいって言ってたんだよね？」

　いづみが以前聞いた話を思い出す。

「ああ、そうなんです。別の国経由で向かうらしくて、現地で会う約束してます。兄貴から好物の漬つけ物もの持ってきてって言われてて……なんで、到とう着ちやく日びの夜は俺ちょっと抜ぬけますね」

「せっかくだから、お兄さん夕食に誘さそってみたらどう？　もし迷めい惑わくじゃなければ、だけど」

　いづみがそう提案すると、綴は困ったように視線を流した。

「まあ、たぶん誘ったら二つ返事で来るとは思いますけど……ちょっとエキセントリックなんで、大丈夫っすかね」

「個性が強いってこと？」

「そんな感じっす」

「まあそういう意味では、うちの劇団員も相当……」

「……大丈夫そうっすね」

　いづみが団員たちの顔をちらりと見やると、綴が笑いながらうなずいた。




　飛行機がスムーズに離り陸りくし、機内食が配られると、間もなく機内の明かりが落とされた。

　団員たちも眠ねむりに落ちる中、咲也はじっと窓の外を見つめていた。

「……眠れないの？」

　紬がそっと声をかけると、はっとしたように振り返る。

「あ、はい。眠らないといけない、ってわかってるんですけど……。これから本当にシトロンさんの国に行って、シトロンさんとまた会えるんだと思うと、なんだか目が冴さえちゃって……」

「そうだよね」

　興奮を抑おさえられないといった咲也に、紬がしみじみと同意した。

「紬さんもですか？」

「うん。海外でお芝しば居いするのは初めてだから、色々考えるとワクワクして眠れないんだ。せっかくだから、今までやったことのないことも試ためしてみたいし、ザフラ王国の観客がどんな反応してくれるか楽しみ」

　紬の言葉を証明するように、膝ひざの上には書き込みの増えた台本が載のっていた。

「わかります！　オレも千せん秋しゆう楽らくの前はいつもワクワクして眠れなくなります」

　咲也がぎゅっと拳を握り締める。

「千秋楽って特別だよね」

　紬が微笑むと、咲也がふと何かを思い付いたように口を開いた。

「紬さんはお芝居をやられて長いんですよね？」

「ブランクもあるけど、学生演劇からだから十年以上かな」

「始めたきっかけってなんだったんですか？」

「小学生の時、丞と一いつ緒しよに学芸会でお芝居したのがきっかけ。それがすごく楽しくて……気づいたらずっと続けてた」

　紬が台本に視線を落として答える。

「その頃からずっと一緒にやってたからこそ、お二人のコンビネーションもばっちりなんですね」

「咲也くんは？」

　咲也が納なつ得とくしたようにうなずくと、紬は咲也に同じ質問を返した。

「オレは小学校の時に観た芸術鑑かん賞しよう会かいの舞台がきっかけで、演劇に興味を持ちました。公演の途と中ちゆうでトラブルがあったんですけど、舞台の外でも役を演じ続ける役者さんたちに感動して……」

　当時の光景がまだ見えるかのように、咲也は遠くに視線を投げる。

「それが咲也くんの原体験なんだね。その後も、その劇団のお芝居を観に行ったりしたの？」

　紬がたずねると、咲也は決まり悪そうに首を横に振った。

「いえ、それが劇団名もうろ覚えで……そういえば、どうしてるかを調べたこともありませんでした」

「もしかしたら、意外と近くで活動してるかもしれないよ」

　紬が励はげますように言うと、咲也の表情が明るくなる。

「そうですよね。今度調べてみます」

「俺も観に行きたいし、帰国したら一緒に探してみよう」

「はい！」

　と、近くに座すわっていた丞がもぞもぞと動いた。

「……その劇団の芝居は俺も気になるが、早く寝ろ」

　まさか起きているとは思わなかっただけに、咲也がびくっと体を震わせる。

「す、すみません。うるさかったですよね……」

「……ふふ、丞も芝居で楽しみなことがあると、寝つきが悪くなるから気にしなくていいよ」

　咲也とは対照的にあまり驚おどろいていない紬が、含ふくみ笑わらいをする。

「え、そうなんですか？」

「聞こえてるぞ」

　丞は図星をつかれたからか、決まり悪そうに、また身じろぎをした。
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　夕焼けに染まるザフラ王宮の一角に、シトロンの姿はあった。

　戴冠式の最終リハーサルの最中、兵士や臣しん下かの者がずらりと整列する前に毅き然ぜんと立つ。

《……さすが、シトロニア王子。堂々たる姿だ》

《一時は行ゆく方え不ふ明めいでどうなることかと心配したが、やはり次期国王にふさわしい》

《明日の本番が楽しみだな》

　兵士たちがウワサする中、弟王子のオランジェとネーブルは苦々しげな表情だった。

《……ちっ》

《……ふん》

　式典の終わりが告げられ、シトロンの部下がシトロンに近づく。

《では、これにてリハーサルはすべて終しゆう了りようです。今日は、明日に備えてお休みください》

《……わかった》

　連日過密スケジュールをこなしたシトロンの顔には、わずかに疲つかれの色が見えていた。

《兄さま、お疲れさまでした》

　タンジェリンが笑え顔がおで歩み寄る。

《宮きゆう廷てい演劇の演目と各国から集まった劇団のリストが出ておりますよ。一緒に見ませんか？》

　タンジェリンの誘いに、シトロンは申し訳なさそうに首を横に振った。

《……いや、今日は早く休みたいのだ》

《そうですか……》

《すまないな》

　明らかに落らく胆たんするタンジェリンの頭を、優やさしくシトロンが撫なでる。

《いえ、ゆっくりお休みください》

　タンジェリンが微笑むと、シトロンは踵きびすを返して去っていった。

　少し離はなれたところに立っていたオランジェが、シトロンの背中を見送り、顔をゆがめる。

《……まずいな。戴冠式まで時間がない》

《このままだと……》

　オランジェの言葉にネーブルも歯は嚙がみしながら続いた。二人の表情には明らかな焦しよう燥そうが表れている。

　そんな二人の弟王子を、ガイの部下が物もの陰かげからじっと見つめていた。
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　ザフラ王国の首都のメインストリートには鮮あざやかな色しき彩さいがあふれていた。日本よりも温暖な気候で、吹ふいてくる風も異国の香かおりがする。

　観光大国で戴冠式が間近ということもあり、往来する人々は多く多種多様だ。店先には王族や戴冠式にちなんだ商品が並び、街は戴冠式一色だった。

　自由行動の後、いづみが集合場所のレストランの前に行くと、ほとんどのメンバーが揃そろっていた。そんな中、咲也が両手に大量の袋ふくろを持っていて、目を丸くする。

「え？　もうお土産買ってきたの？」

「自由行動の時間ってあんまりないので、今のうちに、と思って」

「そっか、色々頼まれてたもんね」

　幸のリストを思い返して、同情してしまう。

　と、少し離れたところから千景の声が聞こえてきた。

「おい、さっさとしろ。もうみんな集まってるぞ」

　色とりどりのお菓か子しが入ったケースが並んだ店の前で、千景がいらいらした様子で密ひそかをせっついていた。

「……もう一つ」

「買いすぎだろ。そんなのどこがうまいんだ。ただの砂糖だろ」

「……千景は辛からいもの食べすぎて舌が大おお雑ざつ把ぱすぎる」

「甘あまいもの食べすぎて舌が一部マヒしてる奴やつに言われたくない」

　ぶつぶつ言い合いながら、買い物を終えた密と千景が歩いてくる。

「あ、来た来た」

　二人が最後だ。これで全員集合したことになる。

　いづみが手を上げて呼びかけると、千景が苦笑いを浮かべた。

「悪い。遅おそくなった」

「……千景が激げき辛からスパイス買い込みすぎたせい」

「……お前が菓子買い込みすぎたせいだろ」

　責任をなすり付け合う二人の手には、同じくらい大量の袋ふくろがぶら下がっていた。

「二人ともすごい荷物だね」

「千景さん、もしかして前にシトロンに振りかけられたスパイス、実は気に入ってたのか」

　至も買い物袋を見てしみじみとつぶやく。と、そこに同じ日本人らしき男が近づいてきた。

「どうも～」

　人ひと懐なつっこい表情で手を上げる男は、どことなく見覚えがあるような気がする。

　いづみが首をかしげると、咲也が声をあげた。

「あ、もしかして……」

「兄貴──」

　綴が前に進み出る。

「お、久しぶりだな。わが弟よ。また大きくなったんじゃないか？」

「なるか！　成長期はとうに過ぎてんだよ」

「あれ～、そうだっけ」

　すかさず漫まん才ざいを始めた綴の兄は、たしかに綴と面おも立だちが似ている。ただ、話しだすと印象はまったく重ならなかった。

（な、なるほど。綴くんとはまた違ちがったタイプみたいだな……）

「監かん督とく、俺の兄貴の皆みな木ぎ辿たどるっす」

「初めまして～。いつも綴がお世話になってます～」

　綴の紹しよう介かいを受けて、辿がへらへらと笑いながら挨あい拶さつをする。

「初めまして。立たち花ばなです」

　いづみも慌あわてて頭を下げた。

「みんな揃ったみたいだな。中に入ろう」

　ガイがメンバーの数を確認して、店のドアを押し開ける。

　すると、優ゆう雅がな物もの腰ごしの店員が近づいてきて、申し訳なさそうな表情を浮かべた。

《申し訳ございません。お客様、本日は貸し切りで……》

《おかしいな。予約してあるはずなんだが……》

　交かわされるザフラ語の会話はいづみたちにはわからなかったが、ガイが困こん惑わくしているのは表情で伝わってくる。何かトラブルかと思った時、一人の男が店に入ってきた。

《ガイ様！》

《ああ、ミカ》

　ガイと同じようにショールを肩に巻き付けた男は、ガイを認めて感激したように胸に手をあてる。

《ご無事で何よりです》

《色々と手間をかけたな》

《とんでもございません》

　ミカはガイに微笑むと、店員に向き直った。

《予約していたイルハムだ》

《お待ちしておりました。ご案内いたします》

　店員が心得たとばかりに店の奥おくへと先導する。

「全然お客さんいないですね」

　会話の内容がわからなかった咲也がきょろきょろと店内を見回す。

「貸し切りにしたらしい」

「え!?　そうなんですか!?」

　ガイの言葉を聞いて、いづみは目を丸くした。店内はこの人数では持て余してしまうほど広々としている。

「その方が人目につかなくて安心だしな」

「豪ごう勢せいだね」

　ガイが淡たん々たんと告げると、東が笑えみを浮かべる。そんな様子をミカがちらりと見やった。

《ガイ様。彼かれらがシトロニア王子の……？》

《ああ、そうだ》

　テーブルにつくと、ガイはミカをみんなの前に立たせた。

「皆みんな、紹介する。俺の部下でミカだ」

《はじめまして。ようこそザフラ王国へお越こしくださいました》

　ザフラ語の挨拶を聞いても、いづみたちにはさっぱりわからない。

「ザフラ王国へようこそ、だそうだ」

　ガイが翻訳すると、自然と拍はく手しゆが起きる。

「ザフラ語は全然わからないな」

「ガイさんがいてくれて良かった」

　丞が苦く笑しようすると、紬も微笑んだ。

　席につくと、間もなく料理が運ばれてくる。ザフラ料理に詳くわしくないメンバーのために、あらかじめフルコースが注文されていた。

　次々と出てくる趣しゆ向こうを凝こらした料理に舌した鼓つづみを打つ。

「美お味いしい！」

「食べやすいな」

　いづみの感想に、綴もうなずいた。

　香こう辛しん料りようの香りが鼻を抜けていくのと同時に、食材の旨うま味みが口の中に広がる。

「香辛料は強めでスパイシーだけど、馴な染じみやすい味だね」

「……永住したい」

「わかります」

　東が上じよう機き嫌げんに感想を漏もらすと、千景といづみが真顔でつぶやいた。

「欲望だだ漏れ」

　スパイスマニア二人に至がやる気なさげに突っ込む。

「これとかもおすすめ～。こっちも頼んじゃお」

「え!?　そんなに食べられます？」

　辿がメニューを片手に流りゆう暢ちようなザフラ語で何やら注文すると、咲也が目を丸くした。

「大丈夫、大丈夫。こんなにガタイのいい面子メンツが揃ってるんだから、全メニュー制せい覇はしちゃおうよ～」

「そんな大食いチャレンジみたいなことやるか！　ちょっと大人しくしててくれ」

　綴が身内の恥はじをさらすなとばかりに鋭するどく突っ込む。

「フリーダムだな」

「綴とは、あんまり性格が似てない」

　千景が笑いながら辿と綴を見比べると、真澄も同意する。

「むしろ、お兄さんがあれだから、綴が出来上がったとも言える」

「なる」

　千景の鋭い分ぶん析せきに、至がにやりと笑った。

《ミカ、シトロニアはどうしている？》

《戴冠式のリハーサルを無事終えたところです》

　ガイの質問に、ミカが答える。

「戴冠式？」

　千景が聞き返すと、ガイがうなずいた。

「ああ、シトロニアは戴冠式のリハーサルを終えたそうだ」

「シトロンさん、やっぱり本当に王様になるつもりなんですね……」

　咲也が寂さびしげな表情を浮かべて、視線を落とす。

　と、綴が何かに気づいたように千景の方を見た。

「っていうか、千景さん、ザフラ語わかるんすか？」

「まあ、日常会話程度なら」

「万ばん能のうだな」

　千景がさらっと答えると、丞が感心したようにつぶやいた。

　そんな中、ミカが気づかわしげに声のトーンを落とした。

《ただ、少し気にかかることがありまして……》

《第二王子たちのことか》

　はっきりと口にしたガイを、ミカが意外そうに見つめる。

《よろしいのですか？　皆みな様さまのいるところで……》

《構わない。彼らにも説明しておいた方が話が早い》

　ガイはそう告げると、いづみたちの方へと顔を向けた。

「皆、少し聞いてくれ」

　それぞれ雑談をしていたメンバーの視線がガイに集中する。

　それを確かく認にんした後、ガイは真しん剣けんな表情で口を開いた。

「すでに知ってる者もいると思うが、シトロニアには三人の弟がいる。ザフラ王国は一いつ夫ぷ多た妻さい制せいで、現国王には正妻である王おう妃ひの他に三人の側室がいるんだ。シトロニアと三人の弟は、それぞれ三人の側室の母から生まれた腹はら違ちがいの兄弟だ。王妃に子がいた場合はその子が王位継けい承しよう権けん第一位となるが、今の王妃は残念ながら御お子こに恵めぐまれなかった。その場合、側室が産んだ子の生まれ順に王位継承権が決まる。現在の王位継承権第一位はシトロニアだ。シトロニアは平民の出である第四夫人の子として産まれたため、王位継承について、当初は議論となった。だが、幼い頃から聡そう明めいだったシトロニアは、あっという間に国民の支持を得て、批判の声を鎮しずめていった」

（……シトロンくん、きっといっぱい努力したんだろうな）

　幼いシトロンが周囲の厳しい目に気づかなかったはずがない。誰だれしもが納得するような王子となるべく相当な努力をしたであろうことは、想像に難かたくなかった。

「現在も国民たちはシトロニアの即そく位いについて好意的だが、王宮内では未いまだに第二、第三王子を王に推おす声がある。そのせいでシトロニアと二人の王子とは折り合いが悪い。中には過激な考えを持つ者もいて、戴冠式が近づくにつれて、シトロニアの身辺では度たび々たび不ふ審しんな出来事が起こるようになった。シトロニアが国外に逃にげたのもその頃ころだ」

　ふと、いづみの脳のう裏りにシトロンとの思い出が浮かぶ。

　春組旗はた揚あげ公演の頃、シトロンが怪あやしい人物から身を隠かくすようなそぶりを見せたことがあった。その時にはわからなかった事情を、今ようやく理解する。

「じゃあ、戴冠式当日も危ないってことですか？」

　咲也が心配そうにたずねると、ガイも表情を曇くもらせた。

「わからない。さすがにそこまで大だい胆たんなことはしないと思うが……」

「そんな風に兄弟で争わなくてはならないとは……王族というのは悲しいものだね」

　誉も視線を落とす。

「唯ゆい一いつ、末の弟、タンジェリン王子はシトロニアによく懐なついていて、仲がいい。彼はシトロニアにとっても心の癒いやしだった。少しリトルプリンス……向さき坂さかに似ているかもしれない」

「シトロンくん、椋くんのことを弟みたいに思ってたのかもね」

　紬がわずかに表情を和やわらげた。

「シトロンさん……そんな過か酷こくな環かん境きようで育ったんだな……」

　同情するようにつぶやいた綴に、のんきな口調で辿が続く。

「わかる～。長男って大変だよな～」

「お前は昔っから好き勝手やってただろーが！」

「え～？」

　綴のきつい突っ込みもまったく気にしてない様子で、辿はへらへらと笑った。

（ゆ、ゆるい……！）

「綴の成り立ちがよくわかるな」

「ツッコミ力はこうして鍛きたえられていった、と」

　千景のつぶやきに、いづみもしみじみと同意した。

　それから辿の世界のあちこちを渡り歩いた旅行話や、ミカのザフラ話など、二時間経たっても話題は尽つきなかった。

「……あーこれ、もう一いつ杯ぱい」

　ほんのり赤い顔で、至がカウンター席から店員に声をかける。

《かしこまりました》

　店員は慣れた様子でシェーカーを振り始めた。

「あれ？　こんなところで一人で飲んでるの～？」

　辿が不思議そうに、隣の席に腰こしかける。

「言葉通じないから、カウンターだと直接指さして注文しやすいんです」

「なるほどね～」

　感心したように微笑むと、辿も店員を呼ぶ。

《ビールおかわり》

《かしこまりました》

「お兄さんもザフラ語話せるんですね」

　そつのないやり取りをじっと見つめながら、至がつぶやいた。

「仕事で使うから、片言くらいはね～」

「仕事？」

「俺、美術品のキュレーターやってるんだよね。世界中の美術品見て周まわるのが仕事」

　キュレーターとは博物館や美術館などで、資料に関する鑑かん定ていや研究を行う仕事だ。あまり一いつ般ぱん的てきではない職業だが、至は納得したようにうなずいた。

「世界中周ってるのって仕事だったんですか」

「ふらふらしてる自由人だと思った～？」

　探さぐるような目で笑う辿に、至も苦笑交じりに笑い返す。

「綴の話ぶりだと、正直……」

「まあ、大して変わらないけどね～」

　辿は顔を前に戻もどすと、何気ない風に続けた。

「綴は劇団でどんな感じ？　ちゃんとやってる？」

　至が虚きよを突つかれたように、一いつ瞬しゆん目をぱちくりする。

「ん？」

　辿が首をかしげると、至が笑いを漏らした。

「いや、すみません。そんな緩ゆるくてもちゃんとお兄ちゃんだなと思って。直接本人に聞けばいいのに」

「いや～、今いま更さら兄貴面づらするのも恥はずかしいっていうか、なんか気まずくてね～」

　辿は頭を搔かくと、再び顔を前に戻した。

「家が一番大変な時にも、俺はあちこちふらふらして、綴だけに面めん倒どうなこと押し付けちゃったからさ。まあ、その分、こうして今綴が自分の好きなことやってるのは俺としてもすごくうれしいんだけど……。でも正直、綴には恨うらまれてると思う」

　そう言って、少し寂しげな表情を浮かべる。

「……兄貴相手にそんなことないんじゃないですか」

「綴はそういうの空気読むからね～。中ちゆう間かん子しって損だよね」

「いや、そういうんじゃなくて……飛行機でお兄さんへの土産の話する時も、いつもの世話焼きの顔でしたよ。面倒だとは思ってても、恨んでなんかはいないと思いますよ」

　至がフォローすると、辿はまだ半信半疑な様子で笑う。

「そうかな～……」

「綴は今までの自分の境きよう遇ぐうも全部受け止めて、むしろ作品作りに活いかしてますから」

　確信を持って告げると、辿がふと真顔になった。

「……そっか。綴、今脚きやく本ほん書いてるんだよね」

　それから、ふにゃりと相そう好ごうが崩くずれる。

「なんかうれしいな～。昔から物語書くの好きだったからな～。罪悪感がちょっと目減りしたよ。ありがと」

「どういたしまして」

「お礼にこれあげる」

　辿がそう言ってバッグから取り出したのは、小さなボトルが並んだパッケージだった。

「日本酒のミニボトルセット？」

「日本が恋こいしくなったら飲んでみなよ」

「いや、三日後には帰りますし」

　こういうのは長期滞たい在ざい者しやか、現地の人向けの贈おくり物ものだろうと、暗に突っ込む。

「それか、ザフラ王国でお世話になった人とかにあげると、ひくほど喜ばれるから、おすすめ～。なんか、こっちだと手に入りにくい高級品らしくてさ。ワイロにも使えるんだよね」

「ワイロて……」

　へらへらしながら冗じよう談だんなのかなんなのかわからないことを言いだす。

「ちょっと入っちゃいけない神聖な区域とか、普ふ段だんは公開してない美術品とか、色々ね～」

「伊だ達てにふらふらしてないですね」

「でしょ、でしょ」

　どうやら冗談じゃなかったらしいと悟さとった至が感心したようにつぶやくと、辿はにっこり笑った。

　一方、テーブルでは冬組メンバーといづみが、翌日の段取りについて話し合っていた。

「リハーサルの時間も取れないんですよね？」

　紬が念を押すように確認する。

「王宮は戴冠式当日しか解放されない。当日はかなりの数の劇団がいるし、場当たりの時間が十分取れるかどうかもわからない」

「せめて、稽けい古こ場ばくらい確保できればな……」

「ミカに手配させよう」

　ガイは丞の言葉にすぐに応えた。

「せっかくだからザフラ王国の言葉も入れたいよね」

「そういうのは現地の人に喜ばれそうだね」

　紬の提案に、東も同意する。

「そうだ。ワタシがザフラ王国に捧ささげる詩を詠よむというのはどうかね！」

「通じないだろ。言葉が違うから、というのとはまた別の意味で」
















　誉の提案には、丞が冷静に突っ込んだ。

「どういう意味かね！」

「……色んな意味で」

「密くんまで何を言うのかね！」

　誉が憤ふん慨がいしていた時、店員がスープ皿を運んできた。

《おまたせしました。ひよこ豆のスープです》

「なんだろ？」

「ひよこ豆のスープだって」

　首をかしげるいづみに、千景が翻訳してくれる。

「へ～、ひよこ豆は日本でもわりと一般的だよね」

　美味しそうな香りに、思わず顔がほころんでいると、ガイがぴくりと反応した。

「ひよこ豆……」

「ピヨピヨピヨピヨ……」

「くっ……」

　誉がいつかの詩を彷ほう彿ふつとさせると、たまりかねたようにガイが噴ふき出だす。

「こんなところまで来てもそれか……！」

　丞も笑いを堪こらえるように顔をゆがめる。

「あははは」

「ぷっ……あははは、笑いすぎだよ。ガイ」

「ピヨピヨピー……」

「アリス、こっち見ないで。……っぷ、あはは」

　東も破は顔がんし、それまで耐たえていた密も、誉と目が合うなり決けつ壊かいする。

「ははっ」

「あはは。誉さんは相変わらずですね」

　丞と紬もたまりかねたように笑い声をあげた。

（冬組のみんなに、笑いが伝でん染せんしてる……！）

　いづみも思わずつられてしまった。その様子を、綴が物もの珍めずらしそうに見つめる。

「ガイさんってあんな風に笑ったりするんですね」

「最近バージョンアップした」

　密が説明すると、綴は納得したようなしていないような表情を浮かべていた。

（シトロンくんにも今のガイさんを見せてあげたい。今のガイさんのお芝居を……）

　いづみは以前よりも雰ふん囲い気きが柔やわらかくなり、冬組メンバーと笑い合うガイの姿を見て、目を細めた。

「とにかく本番はベストを尽くそう。そうすれば、言葉は通じなくてもきっと伝わるはず」

「そうだな」

「がんばろう」

　いづみが気持ちも新たに宣言すると、丞と紬がしっかりうなずいた。
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　ザフラ王宮の劇場は、豪ごう奢しやさはもちろん、広々として開放的な空間だった。壁かべには装そう飾しよくが施ほどこされ、天てん井じようには煌きらびやかなシャンデリアが吊つるされている。ＭＡＮＫＡＩカンパニーが今まで行ったどこの劇場よりも華はなやかだ。

「うわあ、もうお客さん集まってますね」

　いづみが思わず声をあげる。まだ開演までは時間があるというのに、すでにちらほらと席が埋まり始めている。

「自由席だからな。早めに来ないと、いい席が取れない」

　例年の様子を知るガイが、そう説明した。

「ずいぶん歴史のある劇場なんですね」

「俺はてっきり特設なのかと思ってたが、違うんだな」

　紬と丞が、作り込まれた劇場の装飾をしげしげと眺ながめる。

「もともと王族専用の劇場として使われていたのだが、老ろう朽きゆう化かが進んでいてな。最近はこういったセレモニーの時だけ使われている。それも今回の戴冠式が終わったら取とり壊こわして、建て直すことが決まっているが」

「そうなんですか……。なんだかもったいないですね」

　芸術的な建築だけに、そんな感想が漏れてしまう。

「あのシャンデリアも美しいね」

「……本物？」

　誉と密が、キラキラと光を反射して輝かがやくシャンデリアを見上げた。

「ああ。安全性を考こう慮りよして何度か修復が行われているが、劇場が作られた当初から使われているものだ。ただ、灯あかりは蠟ろう燭そくだけだから、照明としてはほとんど意味をなさない」

「雰囲気は出そうだけどね」

「うむ。今回のオペラ座の怪かい人じんにはぴったりだよ」

　東の言葉に、誉が深々とうなずく。

　一方、丞と紬は円形の舞台の作りに目を留とめていた。

「この円形の舞台でリハなしのぶっつけ本番か……」

「今のうちに打ち合わせをしておこう」

　真剣な表情でうなずき合うと、すぐにミーティングが始まった。

　時間に制限がある状じよう況きようでは、できることも限られてくる。それでも、今まで積み重ねてきた成果を十分に披ひ露ろうできるよう、新しいことにも挑ちよう戦せんできるように綿密に打ち合わせをしていく。

「それじゃあ、本番についてはこれくらいでいいかな。あとは各自確認しておいてください」

　いづみがまとめると、密と誉がうなずいた。

「……わかった」

「任せたまえ」

「だいぶ客席も埋まってきたね」

　紬が客席を見やる。いつの間にか空席はまばらにしかなかった。

「最初の公演がもうすぐ始まる頃だ」

「丸一日ずっと公演が続くってすごいよね」

　ガイの言葉を聞いて、いづみが改めてしみじみとつぶやく。

「さすがに王族の観劇は一部になるが、朝から晩までずっと観る者も多い」

「本当にこの国の人は演劇が好きなんだね」

　東が微笑んでいると、千景が劇場内を見回して、ガイに声をかけた。

「王族の人たちはどこで観劇するんですか？」

「バルコニーだ。あそこなら広間を上から見み渡わたせる」

「大分距きよ離りがありますね」

「シトロンさんがこっちに来てくれない限り、直接は話せないんじゃ……」

　綴と咲也が心配げな表情を浮かべると、ガイが首を横に振った。

「いや、冬組公演の休きゆう憩けい時間に、ミカの手引きでなんとかバルコニーに近づく手て筈はずになっている」

「それって、見つかったらやばいんじゃ……」

「本来は近づいちゃいけないんですよね？」

　綴と至の顔が今度は別の意味で引きつる。

「ミカもいるし、誤って迷まよい込こんだことにすれば、なんとかごまかせるだろう。俺も公演が終わったら、なんとかしてシトロニアに接せつ触しよくするつもりだ」

　その点についてはあまり懸念がないのか、ガイはそう言いきった。

（シトロンくん……きっとガイさんも咲也くんもシトロンくんにいっぱい伝えたいことがある。もちろん私も……あんな風に何も言わずにお別れなんて、できないよ。どうか、作戦が成功しますように……）

　いづみは祈いのるような気持ちで目を伏ふせた。
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　王宮の片かた隅すみに、夜の闇やみに紛まぎれるようにしてひっそりと三つの人ひと影かげが立っていた。

《計画通りシトロニア王子をセレモニーの前に誘さそい出だす手筈は整っております。あとは事故に見せかけて、王子を……。この機を逃のがせば、後がありません。王子、ご決断を──》

　人影の一つは、第二王子のオランジェだ。

　部下らしき男から促うながされても、ためらうように黙だまっている。

《情けをかければ、あのシトロニア王子は抑えられませんぞ。わが手のものも散さん々ざん手を焼かされました。挙句に、まさか海外に逃とう亡ぼうしていたのを、部下のガイのせいにしてまんまと舞まい戻もどってくるとは……。確実に息の根を止めなければ、いずれ王子に仇あだをなすでしょう》

　どこか狂きよう信しん的てきな様子で男が言いい募つのる。オランジェは決断しきれない様子で少し沈ちん黙もくした後、口を開いた。

《……何も命まで取る必要はない。戴冠式に出席さえさせなければいい。しばらく監かん禁きんして、兄上が戴冠式から逃げたことにすれば、王位継承権を剝はく奪だつすることができる。その間に私が即位すれば、父上もそれを撤てつ回かいすることはできまい》

　男は生ぬるいと言わんばかりに、あからさまに不満げな表情を浮かべた。

《わかったな》

《御ぎよ意いに》

　オランジェが念押しすると、男はようやくうなずいて、音もなく姿を消した。

　と、ずっと黙っていたネーブルがおずおずとオランジェを見上げた。

《ほ、本当にやるの？》

《当然だ。今を逃せば、王位は永遠に手に入らなくなる》

　オランジェは暗い目で闇をじっと見つめていた。

　一方、少し離れた物陰から、二人をうかがっている者がいた。

　オランジェの言葉を聞いて、息を吞む。

《兄さま……どうしよう……！》

　血の気の引いた顔で、視線をさまよわせたのはタンジェリンだ。

　不安げにつぶやいた声を聞き届ける者は誰もいなかった。
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　その頃、広間では戴冠式が始まろうとしていた。

《──皆の者。これより戴冠式を執とり行おこなう。新たな王の誕生を皆も盛せい大だいに祝ってほしい》

　現国王のリモネリア王が次期国王であるシトロンを招く。

　シトロンが中央に立つと、集まった国民たちが沸わき立たった。

《おおお！》

《国王様万ばん歳ざい！》

《シトロニア王子万歳！》

「シトロンくん、本当に王子様だったんだね……」

　その熱ねつ狂きようぶりを肌はだで感じ、いづみはしみじみとつぶやいた。

「……別人」

「手の届かない存在って感じだよな」

　真澄と綴も、バルコニーに粛しゆく然ぜんと立つシトロンの姿を見上げながら、ぽつりと漏らす。

「……でも、シトロンさんはシトロンさんです。オレたちの仲間であることに変わりはありません」

「そうだな……口を開けば言い間ま違ちがいだらけでイメージがた落ちだし」

「それな」

　咲也が強いまなざしで言いきると、至と千景も続いた。

　それから、世界各国の公演が始まった。ジャンルも内容も多様で、観客を飽あきさせない。

（世界中の色んな言語の公演を、これだけたくさん観たのなんて初めてだな）

　また一つ公演が終わって、拍手を送りながら息をつく。

（字幕があってもザフラ語だし、何を言ってるのか内容は全然わからないけど、なんとなく伝わってくる。何を訴うつたえようとしてるのか、体全体でぶつけ合ってる。演劇って、やっぱりすごいな……）

　いづみが感じ入っていると、隣から丞と紬の話し声が聞こえてきた。

「結構奈な落らくを使ってる劇団多いな」

「うちも使えるシーンあるかな……」

　考え込んでいると、誉が声をあげる。

「ラストのファントムは、奈落から登場するとインパクトがあるんじゃないかね」

「それはいいアイデアだね」

　東も同意すると、ガイがすぐさま立ち上がった。

「試しに使えるか聞いてみる」

「お願いします」

　紬が頼むと、ガイは近くにいたスタッフを捕つかまえた。

《公演で奈落を使用したいんだが》

《団体の名前は？》

《ＭＡＮＫＡＩカンパニーだ》

　ガイの言葉を聞いて、スタッフは手元の資料を確認し始める。

《ＭＡＮＫＡＩカンパニー……ああ、ラストの劇団ですね。それでは進行表を改めて──あ、いや、この時間はダメです》

　不意に、スタッフが首を横に振った。

《何？》

《すみません。この時間は奈落の使用が禁じられております》

《何な故ぜだ？》

《上からの指示ですので、申し訳ありませんが……》

　スタッフは本当に何も知らされていないのか、それ以上説明しようとはしなかった。ガイは怪け訝げんそうに眉まゆを顰める。

「どうでした？」

　丞がたずねると、ガイは小さく首を横に振った。

「俺たちの公演時間は、奈落が使えないらしい」

「え？　そうなんですか？」

「それなら、しかたがない。今回は諦めるしかないね」

　紬も誉も残念そうな表情を浮かべるが、あっさり納得する。

「まあ、ぶっつけ本番で使うのも危ないか」

「いつも通りで行こう」

　丞の言葉に、紬がうなずいた。




　ＭＡＮＫＡＩカンパニーの公演時間が近づくと、紬が立ち上がった。

「そろそろ準備しないと……」

「いよいよだね」

　いづみが微笑みかけると、紬も笑い返す。

「これが本当の千秋楽です。精せい一いつ杯ぱい楽しみましょう」

「皆のおかげで取り戻すことのできた自分自身を、悔くいのないように出しきりたい。シトロニアにも、そのすべてを見てもらいたい」

　ガイが自らの想おもいを口にすると、丞と密がうなずいた。

「日本に残してきた奴らの分の想いも伝えてやらないとな」

「……がんばる」

　誉は晴はれ晴ばれしい顔で、大きく手を広げた。

「さあ、ＭＡＮＫＡＩカンパニーの海外進出第一歩だ。これを機に世界中から公演依い頼らいが殺さつ到とうするかもしれないよ」

「誉は前向きだね」

　東が微笑む。

「よし、行きましょう」

「ああ」

　紬が呼びかけると、ガイがうなずいた。

「行ってらっしゃい！　がんばってくださいね！」

　いづみは舞ぶ台たい裏うらへと向かう冬組メンバーを、笑顔で送り出した。
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　バルコニーから舞台を見つめるシトロンの表情は、笑みを浮かべながらもどこか虚うつろだ。

　演劇という言葉で思い浮かぶのは、ＭＡＮＫＡＩカンパニーのことばかりだった。

　今いま頃ごろみんなはどうしているだろうか、ガイはうまくやっているだろうか。そんな心配も、ＭＡＮＫＡＩカンパニーの彼らとならきっと大丈夫だと、信じられる。

　物思いにふけっていたシトロンの耳に、後方からスタッフの声が聞こえてきた。

《続いては日本の劇団ＭＡＮＫＡＩカンパニーの『怪人Ｆと嘆なげきのオペラ』です》

《──え？》

　シトロンの目に、舞台の上に立つ紬の姿が飛び込んでくる。

「……ツムギ？」

　耳慣れない響ひびきの言葉を漏らしたシトロンを、リモネリア王が見やる。

《どうしたのだ？》

《い、いえ……》

　シトロンは首を横に振りながらも、食い入るように舞台を見つめていた。

『キミは本当に亡ぼう霊れいなのか？　どうして、亡霊になってまで、歌い続けている？　歌にとり憑つかれているのか？』

『そうだな。きっと』

　シトロンの目が大きく見開かれる。聞こえてきたのは、誰よりも知る声だった。

『……そんなことができるはずがない。俺はただの影かげだ』

「ガイ……」

　シトロンの声なき声が漏れた。

　舞台から一いつ切さい目をそらさずに見つめるシトロンの前で、ガイと冬組メンバーによる芝居は続いていく。

　そして、ファントムが舞台に姿を現した。シトロンが息を吞む。

　顔を半分隠していても、わかる。舞台に立っているのは他でもない、ガイだった。
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『リチャード、お前は十年前の過あやまちをまた繰り返すつもりか。この男を消しても、お前の罪は消えないぞ』

『何を言って──』

　いづみはそっとバルコニーの様子をうかがった。

　バルコニーのシトロンがわずかに身を乗り出し、目を丸くしているのが見える。

（シトロンくん……驚いてるのが、こんなに離れててもわかる。そうだよね。最初の頃のガイさんには、こんな演技できなかった。シトロンくんがきっかけを作ってくれて、ガイさんが過去を取り戻せたからこそ、こんなに感情表現豊かになったんだよ……）

　いづみが心の中でそっと語りかける。ガイの変化を一番望んでいたシトロンにこそ、伝えたいことだった。

　公演の前半部分が終わると、客席の照明がつく。

《それでは、これより十五分間の休憩に入ります》

　スタッフのアナウンスで、舞台に集中していた客席の緊きん張ちようが一気に緩かん和わした。

「お客さんの反応もいい感じでしたね」

「オペラ座の怪人は万国共通だからな。わかりやすかったのかもしれない」

　咲也と綴が微笑み合っていると、ミカがそっと近づいてきた。

《皆さん、ご案内しますので。こちらへ──》

「ミカさん……」

　ザフラ語がわからず、いづみが戸と惑まどっていると、千景が腰を上げた。

「案内するってさ」

「いよいよ作戦決行だな」

「行こう」

　至と真澄も気合いを入れるように立ち上がった。
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　バルコニーのシトロンは、いまだ混乱の中にあった。

　さっき観たガイの演技が、まだ信じられない。自分も役者として舞台に立っていたからこそ、あの芝居が感情のないアンドロイドにできるものではないとわかる。

　何故、みんながここにいるのか。それに、ガイのあの変化は、もしかして彼がすべてを取り戻したからこそなのかと、答えのない問いが頭の中を巡めぐる。

　そんな時、一人の兵士が背後に現れた。

《──シトロニア様、失礼いたします》

《なんだ？》

　どこか心ここにあらずといった様子で、シトロンが答える。

《とある方が、シトロニア様と話がしたいとのことです》

《とある方……？》

　シトロンの動きが止まる。

《シトロニア様とは旧知の仲だそうで、言えばわかるとおっしゃったのですが……》

　シトロンの脳裏に、さっきの舞台の光景が浮かぶ。

《わかった。すぐに行く》

《こちらです》

　シトロンが腰を上げると、兵士はさっと先導して歩き始めた。
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《こちらへ。急いで──》

　ミカを先頭にいづみと春組メンバーが王宮内の通路を急ぐ。

「本当にあちこち警備兵だらけだな」

「厳重っていうのは本当だったんだね……」

　いづみは置いていかれないように足を速めながら、綴のつぶやきに同意する。

「これ、見つかると戦せん闘とうになるやつな。咲也、武器と防具装備しとけよ」

　至がゲームでよくある展開だとばかりに声をかけると、咲也が目を丸くする。

「え!?　戦闘!?　装備!?　持ってないです……！」

「ゲーム脳すぎ」

　千景があきれたように突っ込んだ時、ミカが階段の前で足を止めた。

《この階段を上がればバルコニーにつながる廊ろう下かに出られます》

「この階段上がるんだって」

「はい！」

　千景が翻訳すると、咲也が元気よく答える。

　と、そこに一人の青年が飛び出してきた。

　ぶつかりそうになったいづみが目を丸くしていると、ミカも驚いたように目を見開く。

《タンジェリン王子……》

《お前は、兄さまの従じゆう者しやの……？》

　タンジェリンの方もミカを凝ぎよう視ししていた。

「王子？」

「え!?　まさか、仲が悪いっていう……？」

　千景のつぶやきを聞いて、綴がのけぞる。

《シトロニア様の弟の第四王子です》

「仲がいい方の王子だってさ」

　ミカの説明を千景が翻訳すると、咲也がほっと胸を撫で下ろした。

「なんだ……」

「いやでも、ばれたらまずいんじゃないっすか？」

　綴が顔を引きつらせると、ミカも焦あせりをにじませながら口を開いた。

《王子、これには事情がありまして──》

　しかし、ミカの言葉を血相を変えたタンジェリンがさえぎる。

《大変なんだ！　兄さまが危ない！》

《え……？》

　いぶかしげな顔をしたミカに、タンジェリンはオランジェ王子たちの計画を伝えた。

《オランジェ王子たちがそんな計画を……急いで、シトロニア様にお伝えしなくては》

　事態の重大さを理解したミカが、険けわしい表情でつぶやく。

《兄さまの姿が見えないんだ。もしかしたら、もう──》

　タンジェリンの言葉を聞いて、ミカが顔色を変えた。

「何？」

　話の内容はわからないものの、その様子から深刻な雰囲気が伝わってくる。

「どうかしたんですか？　なんか様子が……」

　咲也も何か察したのか、不安そうにたずねると、ミカたちと同じように硬かたい表情をした千景が口を開いた。

「シトロンが弟王子たちに狙ねらわれてるって」

「ええ!?」

　綴が目を丸くする。

《申し訳ございません。皆さんはタンジェリン王子と共に、ガイ様にこのことをお伝えください！　私はシトロニア様をお探しします》

《わかった》

　ミカが早口で説明すると、千景が短くうなずいた。

　ミカはそのまま踵きびすを返して去っていく。

「予定変へん更こうだ。ガイさんのところに知らせに行く。ミカはシトロンを探しに行くって」

　千景の言葉を聞いて、いづみは言葉を失った。

「ってことは、すでに捕まってる危険性があるってことですか？」

「おいおい、マジか」

　綴と至も、ようやく事の深刻さを理解する。

「とにかく、一いつ旦たんガイのところに戻って──」

　真澄がそう言った時、咲也が真剣な表情で首を横に振った。

「──オレたちもシトロンさんを探しましょう」

「え？」

「いや、いくらなんでも危険だろ。土と地ち勘かんもないし、警備兵に捕まるのがオチだ」

　いづみが面食らっていると、綴も反対する。

「でも、シトロンさんの身が危ないのに、何もできないなんて──」

「気持ちはわかる。でも、警備兵に捕まるだけならまだしも、犯人に見つかったら、命も危ないかもしれない」

　至も咲也のシトロンを想う気持ちを尊重しながらも、否定的だった。

　咲也もわかっているのだろう。もどかしげに沈黙する。

　ふいに、千景が何気ない様子で手を挙げた。

「俺が行ってくるよ」

「千景さんが……？」

　いづみが聞き返すと、千景はあっさりうなずいた。

「俺なら、こういうシチュエーションも慣れてるし、ザフラ語も話せる。なんとかなると思う」

「でも──」

　咲也が心配げに声をあげると、千景は微笑みながらも真剣な眼差しで遮った。

「シトロンもお前たちも、大丈夫だ。俺が絶対死なせない。密とそう約束したんだ。お前たちはミカに言われた通り、タンジェリン王子を連れて、ガイさんに知らせてくれ。計画をばらしたことを知られたら、王子の身も危ない。ガイさんに守ってもらった方がいい」

「一人で行くなんて、危険すぎます」

「そうですよ！　無茶だ！」

　いづみがなおも言い募ると、綴も続く。

「俺なら、大丈夫だから。信じてくれ。頼む」

　千景は少し困ったように告げた。その目には懇こん願がんするような色が浮かんでいる。シトロンもいづみたちも誰も傷つけたくないという想いが伝わってきて、いづみもそれ以上何も言えなくなる。

　咲也と綴も、千景の気持ちが伝わったのか、静かにうなずいた。

「……わかりました」

「絶対、無事に帰ってきてくださいよ」

「わかってる」

　千景は力強くうなずくと、タンジェリンに向き直った。

《タンジェリン王子、彼らがガイさんのところへ案内します》

《──わかった》

　タンジェリンがうなずくと、真澄が踵を返した。

「──急ごう」

　そのまま真澄を先頭に走りだす。

　と、その場に千景が一人残されるはずだったが、もう一人動かない者がいた。

「……何故か、一番足手まといになりそうな奴が残ってるんだが」

　千景が淡々とつぶやくと、至は肩をすくめて見せた。

「まあ、体力的には難アリだけど、何かの役には立つかもしれないでしょ」

「激しく当てにならない……」

「まあまあ」

　至が悪びれもせず、なだめると、千景は諦めたように息をついた。

　至は他のメンバーと違って、ただの感情論でシトロンを助けに行くと言いだすタイプではない。残ったということはそれなりの覚かく悟ごと勝しよう算さんがあるということだろう。冷静な至が残ると決めた以上、説得するのも難しいというのは千景にもわかった。

「……しょうがない。行くか。今さら一人で戻れないだろうし」

「そゆこと」

　至がにやりと笑うと、千景は釘くぎを刺すように、真剣な口調になった。

「言っとくけど、この状況だと確実に守れる保証はできないからな」

「おｋ」

　セリフは軽いものの、その声には一いつ切さい迷いがない。

「覚悟の上ってことか……お前、そんなキャラだったか？」

　千景が眉を上げると、至も同じように千景を見返した。

「それはお互たがい様さまでしょ」

「それもそうだな」

　自然と視線が合うと、次の瞬しゆん間かん走りだした。

　少し進むと、警備の兵士とかち合う。

　千景が身を隠そうとするより早く、兵士が二人を見つけた。

《お前たち、ここで何をしている!?》

　厳しい口調で問とい詰つめる兵士に、千景が困ったように首をかしげる。

《日本から来た劇団の関係者なんですけど、ちょっと迷っちゃって……はい、身分証》

　そう言って身分証を見せると、兵士はちらりと確認した後、来た道を指さした。

《すぐに劇場に戻れ》

《王宮って見たの初めてで、もう少し散歩しちゃダメですかね？》

《ダメだ、ダメだ。この辺りは立ち入り禁止だ》

《そこをなんとか……》

　あっさり手を振って追おい払はらおうとする兵士に、千景が食い下がる。

「とくぎ……そでのした」

　至はゲームのコマンドでも選ぶようにつぶやきながら、日本酒のミニボトルパッケージを取り出した。

《ん？　そ、その酒はもしや……！》

　差し出された日本酒を見て、兵士が目を輝かせる。

《し、しかたがないな。少しだけだぞ》

　兵士はさっと日本酒を受け取り、服の中にしまうと、道を開けた。

《──ありがとうございます》

　千景がにっこり笑って、足早に先に進む。

「何渡したんだ？」

「綴兄あに秘伝の酒」

　至が淡々と答えると、千景は信じられないものを見るかのような目で見つめた。

「まさか本当に役に立つとはな……」

　千景がつぶやいた直後、途と切ぎれ途と切ぎれの声が聞こえてきた。

《……奈落に誘さそい込こんだ。作戦決行だ……》

　さっきの兵士が、きょろきょろと辺りを見回しながら無線機を手に取る。声は、その無線機からだった。

「こっち。隠れるぞ」

　千景がすかさず至の腕うでを引いて、物陰に身を寄せた。そのまま兵士の様子をうかがう。

　兵士は辺りに人がいないのを確かめると、無線機のスイッチを押した。

《……首しゆ尾びはどうだ》

《王子の部下がかぎ付けたが、まんまと囮おとりにだまされてくれた。作戦通り、ステージの奈落部分に閉じ込めている。……あとは計画通り、シャンデリアを落とすだけだ》

《わかった。こちらも異状はない》

　兵士は再び無線機をしまうと、素知らぬ顔で警備に戻った。

　千景の表情が硬くなる。

「なんの連れん絡らくだ？」

「行くぞ。シトロンは奈落にいる」

　至がたずねると、千景は迷いなく歩きだした。
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　いづみたちは、後ろも振り返らずに来た道を引き返した。

「もうすぐ休憩時間が終わる」

　真澄がちらりと時計を確認すると、いづみの胸に焦燥感が募る。

「今ならまだガイさんは舞台袖そでにいるはず……！」

　劇場まではもう間もなくのはずだ。

「メイワクかけてごはんください……ダヨ」

　不意にタンジェリンの口から聞きなれた言葉が飛び出した。

　綴がぎょっとしたようにタンジェリンの顔を見る。

「!?」

「日本語しゃべれるんですか!?」

　咲也も目を丸くしてたずねると、タンジェリンは少し照れたように笑った。

「シトロニア兄さまが教えてくれたネ。兄さま、昔から、日本のこと勉強してたヨ」

「ちなみに『ごはんください』じゃなくて、『ごめんなさい』だな。それ、たぶん」

「シトロン仕じ込こみじゃしょうがない」

　綴が遠えん慮りよがちに突っ込むと、真澄が妙みような納得の仕方をした。

「兄さまがいなくなったら、どうしようダヨ……。この国は……」

　タンジェリンの瞳ひとみが不安げに揺れる。

「大丈夫ですよ。千景さんが絶対に守ってくれるって言いました」

　いづみが励ますように声をかけると、綴も続いた。

「それにシトロンさんは、どんな時でも、劇団がピンチの時でも、いつも笑ってた。能天気だって思うこともあったけど、その笑顔に救われたこともあった。あれはシトロンさんの強さだ。お前もシトロンさんの弟なんだろう。シトロンさんの強さ……思い出してみろよ」

「兄さまの……強さ……」

　綴が力強く告げると、タンジェリンの目に力が戻り始める。

　そして、ようやく劇場の扉とびらが見えてきた。
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　舞台裏に忍しのび込こんだ千景と至は、壁を背にして慎しん重ちように奈落に通じる階段を下りた。

「……ここだな」

　不自然なまでに兵士が固まっている一角を認め、千景が足を止める。

「警備兵多いな。さすがにあれは、酒でごまかされてはくれないよな」

　至が真顔でつぶやくと、千景がちらりと視線を向けた。

「……茅ちヶが崎さき、ちょっと目つむってて」

「それは物理的な意味で？　それとも、これからやるであろう犯罪行こう為いに関して？」

　至が茶化すようにたずねる。

「両方の意味で」

「ラジャ」

　至は短く返すと、両手でわかりやすく自分の目元を覆おおった。

　次の瞬間、千景の体が跳ちよう躍やくする。

《な、なんだお前!?》

　兵士たちが突とつ然ぜん現れた千景に驚いている間に、脇わきをすり抜ぬけ、背後に回る。

　そのまま両手を握り締めて兵士の一人の首筋に叩たたき付つける。

《ぐはっ》

　一人崩くずれ落おちると、すぐさま向かってきたもう一人の顎を手のひらで跳はね上あげ、残る一人の首を絞しめ付つける。

《うぐ──っ》

　二人が気を失い、最後の一人が逃げようとすると、千景が後ろから首筋にまわし蹴げりを喰くらわせる。音もなく、兵士の体が崩れ落ちた。

「もういいよ」

　千景の合図で至が目を開けると、三人の兵士が転がっていた。

「……死んだ？」

「かろうじて息はあるはず」

「それは良かった」

　わずかに肩をすくめて見せた後、改めて千景と兵士たちを見比べる。

「っていうか、何このゲーム展開」

「突っ込み不可」

　千景は淡々と告げると、奥へと向かった。

「シトロン、いるか？」

　暗がりに声をかけると、床ゆかに横たわるシトロンの姿があった。

　後ろ手に縛しばられた状態でぐったりとして、ぴくりとも動かない。

「おい、シトロン！」

　至が慌てて駆かけ寄よると、シトロンの瞼まぶたが動いた。

「……う、う？」

　瞬まばたきを何度か繰り返して、目の前にいる二人の顔を見比べる。

「イタル……？　チカゲ……？」

「しっかりしろ」

　至はほっとしたように、シトロンの体を支えて起こしてやった。

「ここにいると危ない。とにかく逃げるぞ！」

　千景が険しい表情で通路の方を振り返りながら、声をかけた。
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　舞台袖には冬組メンバーが集合していた。

《間もなく休憩時間が終わります。お席にお戻りください》

　アナウンスが流れて、丞がちらりとメンバーを振り返る。

「準備、大丈夫だよな」

「やっぱりリハなしだとバタバタだね」

　勝手が違って、準備にかなり手間取ったことを思い出しながら、紬が苦笑いを浮かべる。

「……あれ？」

　ふと、東が不思議そうに天井を見上げた。

「どうかしたかね？」

「いや、なんかシャンデリアが揺れてるような気がして……」

「……地じ震しん？」

　誉と密も首をかしげてシャンデリアを見つめる。

「いや、他は揺れていないと思うが──」

　ガイが怪訝そうな表情を浮かべた時、いづみたちが舞台袖に飛び込んできた。

「ガイさん！」

《ガイ、大変です！》

「タンジェリン王子……？」

　ガイが面食らったようにタンジェリンを見つめた。

《シトロニア兄さまがさらわれました！　今、ミカたちが探していますが、まだ見つからなくて……》

《シトロニアが……!?》

　ガイの表情が険しくなる。

「どうしたの？」

「弟王子がシトロンさんを狙ってるんです。今、ミカさんと千景さんたちが探しに行ってて──」

　東が不思議そうにたずねると、綴が口早に説明した。

「なんだって？」

「そんな──」

　丞と紬が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。一気に緊張が走った。

「戴冠式当日に動いたということか……」

　誉が眉まゆ根ねを寄せてつぶやくと、ガイが迷うように視線をさまよわせた。

「ガイさん、ここはいいですから、シトロンくんを──」

　紬がガイの気持ちを慮おもんぱかって声をかけた時、ガイの目線がシャンデリアに向けられた。直後、見開かれる。

「みんな、伏せろ！」

　千景の声が響いた時、シャンデリアがぐらりと大きく傾かたむいた。

「シャンデリアが──」

　東のつぶやきをかき消すように、大きな音を立ててシャンデリアが落下する。

　それは、ちょうどさっきまでシトロンがいた奈落の真上だった。

《きゃああ！》

《なんだ!?》

　観客たちから悲鳴があがる。

　倒たおれたシャンデリアの蠟燭の火が、近くのカーテンに燃え移る。

《燭しよく台だいの蠟燭の火がカーテンに……！》

《逃げろ！　火事になるぞ！》

《助けて！》

　客席はあっという間にパニックになった。

　千景と至に支えられた状態で劇場に飛び込んできたシトロンが、息を吞んだ。

《まずい。このままでは民衆がパニックを起こして更さらなる被ひ害がいになる》

　シトロンが体を起こそうとするのを、千景が止める。

「シトロン、立ち上がるのはまだ無理だ！」

「みんなを、ひにゃんさせるヨ」

「避ひ難なんな。ここ結構大事な場面だぞ」

　至が淡々と突っ込む。

（どうしよう。まず観客を避難させないと──）

　舞台袖にいたいづみも、同じように焦りを感じていた。観客の安全を守るのも、劇団関係者の仕事だ。

　と、その時、咲也が客席の前に駆けだした。

『誰の仕し業わざだ!?　オペラ座に巣食う怪人の仕業か!?』

　凜りんとした咲也のセリフが、劇場内に響ひびき渡わたる。

「咲也くん……」

　いづみが目を見開くと、観客たちの視線も舞台の方に集まった。

《え？　何？》

《舞台の続きか？》

　すかさず、冬組メンバーが舞台袖から観客たちの前へと躍おどり出でる。

『ファントムを探せ！　これ以上奴の好き勝手にはさせん！　今こそ奴を捕とらえるのだ！』

『エリックがそんなことをするはずがない！』

『いつまでしらばっくれるつもりだ、リチャード！』

　誉のセリフに、紬と丞がつなげた。

《お前の過ちを思い出せ……》

　ファントムが揺らめく炎ほのおを瞳ひとみに映して現れる。

『うわあ！　誰だ!?』

『今の声は一体……？』

　密と東も芝居を続ける。

《もしかして、演出の一いつ環かんだったのか？》

《そうみたいだな》

　観客たちが落ち着きを取り戻し、再び舞台に集中し始める。

《兄さまの……強さ……》

　タンジェリンはぐ、と拳を握り締めると、客席の間に駆けだした。

《みなさん！　今から指示に従って落ち着いて出口に向かってください！》

　観客たちに向かってそう叫さけぶと、騒さわぎを聞き付け集まり始めた兵士たちに指示を飛ばす。

《警備兵はすぐに消火の準備を！　中庭の水を使うのだ！》

　指揮を執とるべくバルコニーから立ち上がりかけていたリモネリア王は、結局そのまま成り行きを見守った。

《火はすぐに消火させます。陛へい下かも急いでご避難を──》

《……うむ》

　兵士に促されて、踵を返す。客席ではタンジェリンの指示のもと、避難が始まっていた。

　そんな中、劇場の片隅では、オランジェが焦りの表情で部下の男を問い詰めていた。

《どういうことだ！　計画は変更になったはずだろう!?》

《申し訳ございません。私の独断です》

《お前──！》

　オランジェが詰つめ寄よるが、男は迷いのない目で、燃え広がる炎を見つめていた。
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　観客を無事に劇場の外に避難させた後、いづみたちはシトロンと王宮の広間で合流した。

《……被害状況は？》

《無事に火は鎮ちん火か。劇場は半はん壊かいしましたが、ケガ人はありません。観客も全員無事です》

　シトロンにたずねられた兵士が直立で報告すると、シトロンが小さくうなずく。

《よくやった》

　労ねぎらわれると、兵士は敬礼をして去っていった。

　途と端たん、シトロンがほっとしたように息をつく。

「シトロンくん……無事で良かった……！」

　いづみが改めてシトロンに声をかけると、シトロンが困ったように眉を下げて微笑んだ。

「みんな、心配かけて、ごはんくださいダヨ……」

「シトロンさん……やっぱり『ごはんください』なんすね……」

「日本の生活で何も学んでない」

　タンジェリンの言い間違いを思い出したらしい綴と真澄がつぶやく。

「シトロンさん、オレ、ずっと、何も言わずに行ってしまった理由を聞きたくて……。シトロンさんとまた芝居やりたかったのに……うっうっ」

　咲也が感かん極きわまったように嗚お咽えつを漏らすと、綴が咲也の背中をなだめるように叩きながら続く。

「急にいなくなるとかなしですよ」

「俺の真ま似ねするな」

　真澄の言葉はぶっきらぼうだったが、その声は優しかった。

「まったく、ここまで来るの大変だったよ」

「おおむね、俺が苦労したんだけど」

　至に千景が突っ込みながら、シトロンに視線をやる。

　それぞれメンバーなりの言葉で、シトロンのことを心配していたと伝える。シトロンにもそれが伝わったのか、わずかに言葉を詰まらせた後すまなそうに笑った。

「……──ごめんダヨ」

　咲也も泣きながら笑顔を浮かべる。

「たくさん話したいこと、聞きたいことがあったのに、全部頭から吹ふっ飛とんじゃいました。もう一度会えたことがうれしすぎて……」

「ワタシもみんなに会えて、うれしいネ。もう二度と、会えないと思ってたヨ……」

　シトロンはみんなの顔を一人一人確認した後、ガイに向き直った。

《ガイ、素す晴ばらしい舞台だった》

　シトロンが柔らかく微笑むと、ガイは真剣な表情でシトロンを見返す。

《お前のおかげだ。すべてを取り戻したことを、お前にどうしても伝えたかった。お前はどうして俺を日本に残した？》

《お前があの国の出身であることを知っていたからだ。日本にいれば、記憶が戻るかもしれないと思った。でも、ああでもしなければ、お前は絶対に私についてザフラ王国へ戻ると言い張っただろう？》

　シトロンが片かた眉まゆを上げると、ガイは迷いなくうなずいた。

《当然だ》

《だから、あんな手段をとったんだ》

　ガイはシトロンの言葉を聞くと、わずかに視線を落とした。

《おかげで、すべての記憶を取り戻した。失っていた感情も……。それに、お前が言っていた言葉の意味がわかった》

《言葉？》

　シトロンが不思議そうな顔をすると、ガイがまっすぐにシトロンを見つめる。

《この劇団でみんなと立つ舞台は最高に楽しい》

　シトロンが虚を突かれたように目を見開いた。

《お前は、舞台の上で何を思っていた？　何を感じていたんだ？》

　ガイの問いかけに、シトロンの口元に自然と笑みが浮かぶ。

《……ＭＡＮＫＡＩ劇場の、あの舞台の上には、いくつもの人生があった。あの小劇場の舞台に立っていた私は、王位継承者でもなんでもない。自由な自分でいられた。物語の中ではなんにでもなれた。どこにでも自由に旅することができた。素晴らしい仲間たちと共に一体感を得る舞台……私は、お前にもそれを知ってもらいたかったのかもしれない》

《……お前は自由を望んでいたのか》

　ガイがぽかんとした表情でたずねると、シトロンはあきれた表情になった。

《今更気づいたのか。お前はやはりポンコツだな》

　ガイが考え込むように視線を落とす。

《そうだな……俺はとっくに気づいていたはずなのに、ずっと知らないふりをしていたのかもしれない。自分の感情だけでなく、シトロニアの感情からも目をそらしていた。シトロニア、やはり、お前は──》

　ガイが言いかけた時、広間にリモネリア王が姿を現した。

《大切な式典で、皆を混乱させてすまなかった。ケガ人がなくて何よりだ。原因は今調査中だが、楽しみにしていた民たみのためにも近く改めての開かい催さいを──》

　と、そこでタンジェリンが前に進み出た。

《父上、よろしいですか》

《どうした、タンジェリン？》

《今回のシャンデリア落下は事故ではありません。シトロニア兄さまを狙って故意に引き起こされたものです》

《何……？》

　リモネリア王が眉を上げる。

《タンジェリン、その件は内ない々ないに……》

　シトロンがさえぎろうとするが、タンジェリンは毅き然ぜんとした態度で首を横に振った。

《いえ、この場で告発します》

　そう言いきると、まっすぐに二人の王子を指さす。

《シトロニア兄さまをさらい、亡なき者ものにしようとしたのはオランジェ兄さまとネーブル兄さまです》

　名指しされたオランジェとネーブルの顔色がさっと変わる。

《何を──》

《──っ》

　二人ともぱくぱくと口を開けるだけで、二の句が継げないでいた。

《本当なのか、シトロニア》

《……はい》

　リモネリア王に問いかけられると、シトロンが静かにうなずく。

《違う！　私は命を狙おうなんて──！》

《僕ぼくは何もしておりません！　信じてください、父上！》

　オランジェとネーブルが必死にすがるが、リモネリア王は首を横に振って、視線をそらした。

《……二人を連れていけ。後で詳しく事情を聞こう》

《父上！》

《僕は無実だ！》

　二人は悲痛な声をあげながらも、兵士に囲まれると、大人しく広間を後にした。

　その場が静せい寂じやくに包まれると、リモネリア王はガイに目を留とめた。

《ときに──そこにいるのはガイではないのか？　兵士は何をしている？》

　ガイが息を吞んだ時、兵士たちが一いつ斉せいに動きだした。

《捕まえろ！》

《待ってください》

　ガイをかばうようにシトロンが歩み出る。

《父上、ガイは私を誘ゆう拐かいなどしておりません》

《どういうことだ？》

《申し訳ありません。私の即位に反対する者たちから逃れるため、自らの意志で日本にひそんでおりました》

《何故ウソをついた？》

　リモネリア王の厳しい視線がシトロンに突つき刺ささる。シトロンは正面からそれを受け止めて、口を開いた。

《……言えば、犯人を捜さがさなければならないでしょう。兄弟で争いたくはありません。今回の騒そう動どうも元は私の未熟さ故ゆえ……。どうかご寛かん大だいな措そ置ちをお願いいたします。民を危険にさらしたことについては、王として生しよう涯がいこの国に尽くし、償つぐなっていきたいと思っております》

　シトロンが真しん摯しな口調で訴えると、リモネリア王の視線がいづみたちに向けられる。

《……そこの者たちは、お前の知り合いか》

　ザフラ語がわからないいづみには、何を言っているのか理解できない。

（王様がこっちを見て何か言ってるような……？）

　いづみがそう思っていると、シトロンもいづみたちの方を振り返った。

《共に日本で舞台に立っていた、大切な仲間──いえ、日本の私の家族です》

《……ふむ》

　リモネリア王が考え込むように顎に手を当てる。ややあって、口を開いた。

《わかった。オランジェたちの話も聞いた上で、処分を申もうし渡わたす》

《……はい》

　シトロンは首を垂れて、王の言葉を受け入れた。




　いづみたちにはリモネリア王が退出した後、事情が説明された。

「……そんな話をしてたんですね」

「全然わからなかった」

　紬と丞がしみじみとつぶやくと、シトロンが申し訳なさそうに手を合わせる。

「みんな、今日は本当にごめんダヨ。もうホテルで休むといいネ」

「でも──」

　心配げに声をあげる咲也に構わず、シトロンは近くにいた兵士を呼び寄せた。

《彼らを送り届けてくれ》

《申し訳ございません。王から王宮内で待機するようにと申し付かっております》

　兵士の言葉を聞いたシトロンの顔がわずかに険しくなる。

《彼らは関係ないだろう》

《申し訳ございません……》

　兵士が恐きよう縮しゆくしたように身を縮めると、シトロンは口をつぐんだ。

「どうかしたの？」

　いづみがたずねると、シトロンはまだ納得のいっていない様子で首を横に振る。

「帰っちゃダメ、言われたネ。こんなのおかしいヨ」

「シトロンさんを一人になんてしませんよ」

「そうですよ。やっと会えたんだから」

　咲也がシトロンの肩に手を当てると、綴も当然とばかりにうなずく。

「ここで帰れとか、面会時間短すぎ」

「アイドルの握あく手しゆ会かいか」

　真澄と至もにやりと笑って続く。

「乗りかかった舟ふねだし、今更部外者扱あつかいはなしだろ」

　千景も肩をすくめて見せると、シトロンが感激したように胸に手をあてた。

「みんな……ありがとうダヨ」

　シトロンの表情は柔らかく、王子としてのそれからＭＡＮＫＡＩカンパニーのシトロンのそれに戻っていた。

「それにしても、これからどうなるんでしょうね……」

　ふと、紬が気づかわしげに広間を見回す。

　リモネリア王もオランジェもネーブルも一向に姿を見せない。

「おそらく、王子たちの処分を話し合っているのだろう」

「こういうのは警察の領分じゃないの？」

　ガイの説明を聞いて、東が首をかしげる。

「基本的には王族も法の下もとに裁かれることになっているが、やはり力関係では王族の方が上だからな。王宮内で起こった出来事は、内々に済ませる可能性もある」

　ガイがそう告げると、東は納得したようにうなずいた。

「ともかく、王子様が無事で良かったね」

　東に微笑みかけられたシトロンが、笑い返す。

「ありがとうダヨ。みんなのマンドリン、助かったネ。ケガ人がいなかったの、みんなのおかげダヨ」

「マンドリン？」

　密が首をかしげる。

「まさか、アドリブ？」

「なるほど！」

　至が名推理を披ひ露ろうすると、誉がぽんっと手を打った。




　それから一時間程経った頃、ようやくリモネリア王が二人の王子を伴ともなって姿を現した。

《皆、待たせてすまなかった》

　王の後ろに立つ王子たちは、相当絞しぼられたのか青白い顔で沈黙している。

《では、今回の処分を申し渡す》

　リモネリア王はちらりと二人の王子に厳しい視線をやると、先を続けた。

《オランジェ、ネーブルは共に王位継承権を剝はく奪だつする》

《──っ》

《そ、そんな……》

　王子たちが言葉を失い、ぶるぶると震えだす。そんな息むす子こたちに対して、リモネリア王は厳しい声で続けた。

《たとえ直接手を下していないとしても、この事態を引き起こしたことに違いはない。シトロニアの誘拐、殺害未み遂すいに関かん与よした者は罷ひ免めん。今後法の裁きを受けることとなるであろう》

　オランジェの部下の男がすべてを諦あきらめたかのようにうなだれる。

《……は》

　リモネリア王はそれから、シトロンの方へと視線を移した。

《そして、シトロニア、お前の王位継承権も剝奪する》

　シトロンが目を見開き、ガイも驚いたように口を開く。

《シトロニアまで……？》

《何故ですか、父上!?》

　タンジェリンも慌てたように声をあげた。

《理由はどうあれ、シトロニアが国民や私たちを欺あざむいていたのは事実だ。本来であれば、相手が身内であろうとも、事件をうやむやにすべきではなかった。その判断が今回の事態を招いたことは否定できない。よって、王位継承権第一位は繰くり上あがりでタンジェリンとなる。戴冠式はタンジェリンが二は十た歳ちになるまで延期とする》

　淡々と次期国王に任命されたタンジェリンが、愕がく然ぜんとした表情を浮かべる。

《そんな……私よりもシトロニア兄さまが次期国王にふさわしいはず……》

《火災の危険を顧かえりみず、消火の指示にあたったお前ならば、きっと立派に務められるはずだ》

　うろたえるタンジェリンを見つめるリモネリア王の視線は柔らかく、親としての慈じ愛あいがにじんでいた。

《でも……》

　心を決めきれないタンジェリンに、シトロンが静かに微笑む。

《タンジェリンなら大丈夫だ》

《兄さま……》

《シトロニア、先ほどの生涯国に尽くすという誓ちかいに変わりはないか》

《はい》

　シトロンがまっすぐにリモネリア王を見返すと、王の口元に笑みが浮かんだ。

《では、お前を国際芸術文化大臣に任命する》

《え……？》

《長きにわたり、この国の芸術の象しよう徴ちようであった王宮劇場が焼け落ちてしまった今、新たな形で国の芸術文化を牽けん引いんする存在が必要だ。お前が世界で知り得た芸術の素晴らしさを民に広く伝えられるよう、努めるが良い》

　ぽかんとするシトロンに、リモネリア王が説明する。その采さい配はいには、心の底では劇団と離れることを望んでいなかったシトロンへの配はい慮りよが表れていた。

　父の想いに気づいて、シトロンが言葉を詰まらせる。

《……慎つつしんでお受けいたします。海外で知り得た演劇の素晴らしさを、さらに研究、知識を深め、国に持ち帰りたいと思います》

《……うむ。日本で得た絆きずなを大切にするが良い》

《……ありがとうございます》

　シトロンが頭を下げると、リモネリア王は視線を遠くに投げた。

《このたびの騒ぎは王宮の威い信しんを揺るがしかねない。それぞれ時間をかけて国民の理解を得られるよう、身を慎んで努めるように》

《はい》

《は、はい！》

　二人の王子が力強くうなずき、処分は下された。

　リモネリア王が退出すると、ガイが静かにシトロンに歩み寄った。

《……シトロニア、大臣就任おめでとう》

　心からの祝福と共に、深く首を垂れる。

《頭を上げろ、ガイ。私はもう王位を継ぐことはない。私に仕える必要もない。これからは、お前の好きなように生きろ》

　シトロンがそう告げると、ガイはゆっくりと頭を上げた。

　そして、シトロンを正面から見つめる。口元には柔らかな笑みが浮かんでいた。

《俺は王宮に仕えているのではない。お前個人に忠誠を誓ったのだ。……シトロニア。新たに始まる、お前の永く果てしない旅路を、これからもそばで見届けさせてほしい。……お前の、友として》

《ガイ……》

　ガイの口から初めて出た言葉を聞いて、シトロンがわずかに目を見開く。

　直後、うれしそうに微笑んだ。

《ありがとう。私はずっと……お前と友達になりたかったんだ》
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　何カ月かぶりにシトロンがＭＡＮＫＡＩ寮りようの談話室のドアを開ける。

「おかえり～！」

「おつピコ～！」

「ただいまダヨ！」

　三み角すみと一かず成なりが一番に出で迎むかえると、シトロンは満面の笑え顔がおで応えた。

「シトロン様……！　お帰りなさいませ！」

　椋むくも感かん極きわまった様子で声を震ふるわせる。

「おー、帰き還かんおめっす」

「おかえりなさいっす！」

　莇あざみが軽く手を上げれば、九く門もんは笑顔でぶんぶん手を振ふる。

「ったく、手間かけさせやがって」

　左さ京きようはやれやれと言わんばかりに悪態をついたが、その表情には安あん堵どが浮かんでいた。

「みんな、ただいま！」

　少し離はなれていただけなのに、やけに懐なつかしく感じる談話室にいづみも足を踏ふみ入れる。

「んじゃ、今日はロンロンのお帰り会しないとね～！」

　一成がテンション高く声をあげると、臣おみが腕うでまくりをした。

「よし、気合い入れて準備するか」

「っす」

「俺おれっちも手伝うッスよ！」

　十じゆう座ざと太た一いちがすかさず臣に続いてキッチンに向かった。
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　荷物を自室に置いたガイが中庭に顔を出すと、先客がいた。

「あ、ガイさんも見に来たんですか？」

　目当ての花か壇だんの前でしゃがみ込んでいた紬つむぎが、振ふり返かえって笑顔を見せる。

「同じことを考えていたようだな」

　そう言いながら隣となりに腰こしを下ろすと、紬が花壇の真ん中を指さした。

「ほら、見てください」

　出発前は固く閉じていた緑の蕾つぼみが満開になっていた。色いろ鮮あざやかな花びらが幾いく重えにも重なった、赤い花が咲さいている。

「──赤い花、か」

「ラナンキュラスです」

「きれいだな。シトロニアに教えたら喜びそうだ」

　ガイは目を細めると、ふっと笑った。

「……不思議だな。以前だったら、こんな風ふうに花を見ても、何も感じなかった。それが今は、こんなに美しく愛いとおしく感じる」

　紬はそんなガイを優やさしいまなざしでじっと見つめた。

「……『あなたは魅み力りよくに満ちている』」

「ん？」

「赤いラナンキュラスの花言葉です。気づくことができなかった花の魅力と同じように、ガイさん自身に眠ねむっていた豊かな感情の魅力も取とり戻もどせたんですよね。きっと、これからはもっと色んな魅力が花開いていくはずです」

「そうだな……」

　自然と微ほほ笑えみ合いながら二人でじっとラナンキュラスを見つめていると、ふと思い出したように紬が口を開いた。

「……それにしても、また、なっちゃいましたね。トラブル。悔くいのない演技はしましたけど、まさか本当にシャンデリアが落ちてくるなんて」

　苦く笑しようする紬を、ガイがちらりと見やる。

「また、いつか再演するんだろう？　その時にリベンジすればいい」

「それはそうですけど……って、もしかして冬ふゆ組ぐみに残ってくれるんですか？」

　紬がはっとしたようにガイを見つめると、ガイは面食らったような表情を浮かべた。

「当然だ。なんのために共に戻もどってきたと思っている。ファントム役は誰だれにも渡せない」

「シトロンくんの従じゆう者しやとしてかと……」

　紬が答えると、ガイはきっぱりと首を横に振った。

「もうシトロニアの従者ではない。ただの友人だ。また芝しば居いがしたい。あんな風に心が震ふるえて、胸むねの奥おく底から感情が湧わき上あがる瞬しゆん間かんを、何度でも味わいたい」

　ガイは自らの手を胸にあてると、舞ぶ台たいに上がった時のことを思い返すように目を閉じた。

「ふふ、ガイさんも立派な演劇バカの仲間入りですね」

　紬が微笑むと、ガイは目を開けて口元で笑った。

「光栄だ。それに、月つき岡おかのこともまだまだ知りきれていないしな」

「お互たがいに、知っていきましょう。板の上で」

　そして二人は顔を見合わせると、また笑い合った。
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　日が暮れて、すっかり暗くなった頃、談話室には久しぶりに団員二十四人が勢せい揃ぞろいした。

　みんながグラスを持ったのを確かく認にんしてから、いづみが立ち上がる。

「えーそれでは、シトロンくんお帰り会兼けんガイさん正式入団おめでとう会を始めたいと思います！　まずはシトロンくんとガイさんから一言お願いします！」

　いづみが水を向けると、ガイが立ち上がった。

「じゃあ、俺から話そう」

　ガイはシトロンと団員たちの顔を見回してから、ゆっくり口を開いた。

「最初、シトロニアがずっとこの劇団で役者として過ごしていたと知った時は、意外に思った。シトロニアと役者というのがどうしても結び付かなかった。でも、こうして劇団の一員として過ごして、実際に舞台に立ってわかった。舞台の上で感じる自由と一体感と達成感。そして仲間の温かさ……。それらすべてが、シトロニアにとって大切なものとなっていたのだろう。そう気づいた時には、俺にとっても代えがたいものとなっていた。これからも皆みんなと共に舞台に立っていたい。改めてよろしく頼たのむ」

　ガイが小さく頭を下げると、拍はく手しゆが湧き起こる。

「こちらこそよろしくお願いします」

「オペラ座はリベンジしないとな」

「こちらこそよろしく頼むよ！」

　紬や丞たすく、誉ほまれも笑顔でガイに声をかけた。

「それじゃあ、次にシトロンくん！」

　いづみが呼びかけると、ガイに代わってシトロンが立ち上がる。

　シトロンはわずかに申し訳なさそうな表情で話し始めた。

「みんな、本当に心配や迷めい惑わくをかけてごめんだったヨ。もうここには戻ってこられないと思ってたネ。ザフラ王国に帰っても、ここで過ごしたこと、みんなのこと思い出すたび、さびしかったヨ。冬組の舞台見て、びっくりして、でも、やっぱりワタシも一いつ緒しよに舞台立ちたいと思ったネ。王になるっていう自分の役目はわかってたけど、それでも、気持ちがおさえられなかったヨ……。みんなと一緒にずっと舞台に立っていたいヨ。だから、これからもよろしくダヨ！」

　笑顔で締しめくくるシトロンに、団員たちから温かい拍手が送られる。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

「勝手にいなくなるのなしで」

　綴つづるや至いたるも笑えみを浮かべながら応える。

「よろしくな」

「……よろしく」

　千ち景かげと真ま澄すみに続いて、咲さく也やがシトロンに軽く手を振った。

「最後の巻まき物ものはこれからずっと有効ですよ！」

「ありがとうネ！」

「それでは、シトロンくんの帰還とガイさんの正式入団を祝して……乾かん杯ぱい！」

　いづみが乾杯の音おん頭どをとると、咲也が元気よくグラスを上げ、ガイも笑顔で続いた。

「乾杯！」

「乾杯」

「かんぱいダヨ～！」

「シトロン、おかえりッス！」

　シトロンに向かって太一がグラスを傾かたむける。

「ガイさん、入団おめでとうっす」

「これからもよろしくな」

　ガイのグラスに、十座と天てん馬まがグラスを合わせた。

　テーブルには臣が腕を振るった料理が所ところ狭せましと並んでいた。

　パエリアやローストビーフなど、食たべ盛ざかりのメンバーを満足させるメニューはもちろん、シトロンが好きな甘あまえびの握にぎりを中心とした寿す司しから、ガイの好きないかの塩しお辛からといった渋しぶめのおつまみまでバラエティ豊かなメニューが用意されている。

　いづみは目移りしながらも、数日ぶりの臣の手料理を満まん喫きつした。

「それにしても、今回はまた今まで以上に大変な公演になったね」

　ローストビーフを飲み下して、いづみがしみじみとつぶやく。

「公演以外のところが充じゆう実じつしすぎ」

　至がビールを飲みながら肩かたをすくめた。

「綴くんのお兄さんはまだザフラ王国にいるの？」

「いや、もう次の国に移動したみたいっす」

　いづみがたずねると、綴が首をかしげた。

「フットワーク軽いな」

　至が辿たどるの独特のフワフワした雰ふん囲い気きを思い返したようにつぶやく。

「ザフラ王国の料理はどうだったんだ？」

　揚あげたてのフライを運んできた臣にたずねられ、いづみはにっこり笑った。

「全体的にスパイシーで美お味いしかったよ」

「そういえば、最終日に王宮に招かれたんだけど、そこの料理が最高だった」

「へえ。再現できるようになりたいので、良かったらまた教えてください」

　千景の言葉を聞いて、臣が興味を惹ひかれたように告げる。

「スパイスは買い込んだから、提供できるぞ」

「さすが、ぬかりないですね」

　にやりと笑う千景を、臣が感心したように見つめた。

　ふと、紬が咲也の方へ顔を向けた。

「咲也くんは大だい活かつ躍やくだったよね。まさにＳｈｏｗ　ｍｕｓｔ　ｇｏ　ｏｎ！」

「佐さ久く間まの一言で、観客が落ち着いたからな」

　丞も深くうなずく。

「混乱したまま一いつ斉せいに出口に殺さつ到とうしたら、そのせいで、ケガ人が出るところだったもんね」

「お手て柄がらだよ、咲也くん」

　東あずまや誉にもほめられて、咲也は照れたように頰ほおを搔かいた。

「そんな……ただ、あこがれの劇団の人たちのことが頭に浮かんで……」

「ああ、飛行機の中で話してくれた劇団だよね」

「何か覚えてる手てがかりとか──」

　紬と丞がそう言った時、テレビの前のソファに座っていた支配人が突とつ然ぜん声をあげた。

「皆さんテレビに注目です！」

「ん？」

　テレビに目をやると、ちょうどフルール賞の受賞式の様子が映し出されていた。

『いよいよフルール大賞の発表です！　プレゼンテーターは天鵞絨びろうど演劇協会の天あま立だてさん、お願いします！』

　司会の紹しよう介かいで、壮そう年ねんの男が壇だん上じように立つ。

『……それでは発表します』

　わずかな沈ちん黙もくの間が、期待を否いや応おうにも煽あおる。カメラは、緊きん張ちようした面おも持もちで発表を待つノミネート劇団を順に映し出していった。

「どこの劇団だろ」

　幸ゆきがつぶやくと、一成も身を乗り出す。

「あ、今ＧＯＤ座の人が映った」

「……やはり、あのレニという男、ずっと前に見た記き憶おくがある……」

　眉まゆを顰ひそめるガイを見て、いづみが首をかしげる。

「子どもの頃ですか？」

「でも、どこで……」

　東も不思議そうにつぶやいた直後、発表の瞬間を知らせる派手な効果音が響ひびいた。

『今年のフルール大賞は……『劇団百ひやつ花か』です！』

『わああ！』

『やったー！』

　天立に名前を呼ばれた劇団員たちが一斉に立ち上がって、ガッツポーズをとる。

『……『劇団百花』のみなさん、おめでとうございます！』

　司会が祝福した瞬間、咲也がテレビを指さした。

「あ!!　あの劇団です！」

「え!?」

　いづみが目を丸くすると、紬も驚おどろいたようにテレビと咲也を見比べる。

「あの劇団が、昔学校の芸術鑑かん賞しよう会かいで観みたっていう……？」

「はい！　間ま違ちがいありません！」

　咲也は食い入るようにテレビを見つめたまま、断言した。

「劇団百花っていったら、フルール賞ノミネートの常連劇団だぞ」

「前にも大賞をとったことがあるよね……」

　丞の言葉にいづみがうなずく。いづみも聞き覚えのある有名な劇団だった。

「たしか、あの劇団は演劇界全体の隆りゆう盛せいを運営方針に掲かかげてて、学校への出張もよくやってた気がする。チケット取るの大変そうだけど、今度一緒に観に行ってみようか」

「はい！」

　紬の誘さそいに、咲也はうれしそうに答えた。




　いづみはトイレに行った帰り、火ほ照てった顔を冷まそうと中庭に足を向けた。

　中庭に一歩出ると、心ここ地ちよい冷たい風が顔を撫なでて、思わず吐と息いきが漏もれる。

（それにしても、第四回公演も各組色々大変だったな。でも、みんな揃そろって──ううん、むしろ新しい強力なメンバーも増えて、こうして冬組の千せん秋しゆう楽らくまで迎むかえられて本当に良かった）

　そんなことを考えながら、花壇の間を抜ぬけてベンチに近づくと、暗がりに一人で座る影かげを見つけた。

「あれ？　咲也くん……」

　ぼんやりと頭上を見上げていた咲也に声をかけると、咲也が少し驚いたように振り返る。

「あ、カントク」

「こんなところにいたんだ……って、なんか前にもこんなことあったね」

　既き視し感かんを覚えて、少し笑いながら咲也の隣に座ると、咲也も微笑む。

「そうですね」

「また一人でしんみりしてたの？」

　いづみがからかうようにたずねると、咲也は少し照れたように視線を落とした。

「シトロンさんが劇団に戻ってきてくれて、ほっとしてしまって……。シトロンさんの願い、また春はる組ぐみでお芝しば居いがしたいっていうのを叶かなえられるんですよね。これからも、何度でも。そう実感したら、じーんとしちゃいました」

　咲也の目が潤うるんでいるのが、夜の闇やみの中でもわかる。いづみの胸にもじんわりと温かいものが広がった。

「そうだね……」

「オレ、シトロンさんがいなくなった時、本当にショックだったんです。この劇団のみんなとはずっと永遠に一緒にいられるって、信じて疑ってなかったから……。でも、そうじゃないんですよね」

　咲也が地面を見つめたまま、ぽつりとつぶやく。寂さびしげで、闇に溶とけ込こんでしまいそうな、か細い声だった。

「うん……永遠なんてない。みんな未来に向かって、少しずつ歩みを進めていってる。今と同じ形が一生続くわけじゃない。だからこそ、一緒に舞台に立つ一いつ瞬しゆん、一瞬がすごく貴重でかけがえのないものだと思えるんじゃないかな」

　いづみが前を見つめながら、そう告げると、咲也もゆっくりと顔を上げた。

「そうですよね……」

「新しいメンバーも増えたしね」

　いづみが笑みを浮かべると、咲也も笑い返す。

「そうですね。変わるって、悪いことばかりじゃないんですよね」

「そうだよ」

　いづみはうなずくと、頭上のふっくらとした月を見上げた。

「……第四回公演も大変だったよね。春組の公演でも、真澄くんが海外に行く騒さわぎがあったり、千景さんや私がいなくなったり……」

「そうでしたね。なんだか、もうずっと前のことのような気がしちゃいます」

　咲也も同じように月を仰あおぐ。

「夏組も九門くんが倒たおれたり、秋組も莇くんが連れ去られたり……こうして考えると本当に何事もなく終わった公演ってないね」

「極きわめ付つけはザフラ王国まで行っちゃいましたもんね」

「ふふ、海外まで飛び出しちゃった」

　いづみがまったく想像もしていなかったことだった。思わず笑いが漏れる。

「でも、たくさん事件はあったけど、そのおかげで組を超こえて、より劇団全体がまとまったっていうか、一体になった気がします。仲間、家族……なんて表現したらいいかわからないですけど、強い絆きずなで支え合えるようになったような……。オレには血のつながった家族はいないけど……それ以上に強い結び付きのあるこの劇団が、オレにとっては大切な家族です。大好きなみんなとカントクと一緒に、これからも芝居を続けていきたい。もっと上の高みを目指したい」

　咲也は自分の両手を見つめると、ぎゅっと握にぎり締しめた。

「もっと上の高み？」

「フルール賞です」

　迷いなく告げる咲也を見て、いづみは笑みを深める。

「ふふ、頼もしくなってきたね」

「え!?」

　旗はた揚あげ公演の頃ころには芝居のこともまったくわからず、情熱だけで突つき進すすんでいた咲也が、今は劇団全体の目標までしっかりと見み据すえている。その成長が、いづみには、ただただうれしい。

「そうだね。みんなと一緒なら、きっとフルール賞にだって手が届く」

　はるか高い空の上で柔やわらかな光を放つ月に手を伸のばす。

（お父さんがたどり着けなかった場所を目指して……。これからも、みんながもっともっと輝かがやけるように、満開に咲かせてみせる……！）

　いづみは決意を込めて拳こぶしを握り締めた。


END
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　こんにちは。『Ａ３！』メインシナリオ担当のトムです。

　本作は、スマホアプリのイケメン役者育成ゲーム『Ａ３！』のメインシナリオに地の文を加筆した公式ノベライズ本、第八巻です。

　いよいよ第二部最終巻です。最終巻らしくページ数がみちみちで大変でした。

　内容としては、アンドロイドを自称するガイの感情を取り戻す内面の旅から、舞台をザフラ王国に移しての壮大な旅物語だったような気がします。終始、ガイを見守り、そっと寄り添う冬ふゆ組ぐみメンバーの温かさが印象的でした。

　これで春はる夏なつ秋あき冬ふゆ、全メンバーが揃そろったということでＭＡＮＫＡＩカンパニーはまた新たなステージへと進んでいきます。アプリの方で始まりを迎えた第三部の物語も、また書籍の形にできたら嬉しいです。





二〇二〇年六月　トム









[image: ]




　冷たい冬の空気を和やわらげる優やさしい日差しが公園に降り注ぐ。木々の葉は落ち、枝が露あらわになっているおかげで、頭上からの陽光はさえぎられることなく行いき渡わたる。

　買い物を終えていづみが公園に向かうと、すでに冬ふゆ組ぐみメンバーが揃そろっていた。

「お待たせしました！」

「いや、俺おれたちも今来たばかりだ」

　丞たすくが首を横に振ふると、ガイが少し閑かん散さんとした印象の公園を見回した。

「人が少ないな」

「花見の季節と違ちがって、こういう寒い時期は、人も集まらないですね」

　紬つむぎが説明しているうちに、いづみは近くのベンチに歩み寄った。

「この辺のベンチでいいですかね」

　今日は、急きゆう遽きよ天鵞絨びろうど商店街のグルメをガイに食べてもらうという趣しゆ旨しの宴えん会かいが開かれることになったのだ。

　ガイにはお酒を担当してもらい、いづみや他の冬組メンバーはそれぞれおすすめの食べ物を買ってきて公園に集まった。

「丞の袋ふくろ、美お味いしそうな匂においがするね」

　丞の向かいに座った東あずまが袋を示すと、丞が中の器うつわを見せた。

「おでんです。学生時代はよくおやつ代わりに食べてました」

「おでんがおやつかね」

「若い時って、とにかくお腹なかがすくんですよね」

　誉ほまれが意外そうな声をあげると、紬が懐なつかしそうに目を細める。

「わかる気がする」

「寒い時には一番ですね」

　東といづみが同意していると、丞がガイに箸はしとおでんの器を渡した。

「色んな具があるんだな」

「大根とかはんぺんが、よく味が染しみ込こんでて美味しいです」

「お酒のつまみにぴったりだね」

　勧すすめられるままに大根とはんぺんを自分の皿に取り分けるガイに、東が微ほほ笑えんだ。

「俺は今いま川がわ焼やきにしました」

「懐かしい！」

　紬が紙の包みを広げて、ふっくらとした今川焼を見せた途と端たん、いづみが歓かん声せいをあげる。

「そこの餡あん子こは、甘あますぎなくて美味しいんだよな」

　丞も馴な染じみの店なのか、顔をほころばせる。

「こう寒いと、やっぱり温かいものがいいですよね～」

「カントクは何にしたんですか？」

　ほくほく顔でいづみが今川焼を一つもらっていると、紬がたずねた。

「じゃーん！」

　意い気き揚よう々ようと紙袋から取り出したパンは、揚あげたてでまだほんのり温かい。湯気と共に、つんとした香こう辛しん料りようの匂いが鼻び孔こうをくすぐった。

「カレーパンか」

「さすがですね」

「やはり、カレーは譲ゆずれないのだね」

　丞や紬、誉から妙みような感心のされ方をしつつ、いづみが自信満々でおすすめを披ひ露ろうする。

「ちゃんと焼き上がり時間を見計らって行きました！　ここのパン屋さんは、パン屋さんなのに、カレーが本格的で美味しいんですよ」

「監督がカレーっていうことは、御み影かげは……」

　丞が密ひそかの方へ視線をやると、密は淡たん々たんと派手なパッケージの袋を取り出した。

「ご当地マシュマロ」

「そんなものがあるの？」

　紬が興きよう味み津しん々しんで覗のぞき込こむと、袋には天鵞絨商店街限定マシュマロの文字が躍おどっている。

「天鵞絨商店街の土産みやげ物ものか。俺も初めて見たな」

「密くんのマシュマロに対する嗅きゆう覚かくは素す晴ばらしいね」

　丞と誉が感心していると、東が誉の方へ顔を向けた。

「誉は何にしたの？」

「ワタシは馴染みの寿す司し屋やでテイクアウトを始めていたから、寿司折おりを買ってきたよ」

「日本といえば、やっぱり寿司ですよね」

　店の格を感じさせる品のいい寿司折の包みを見て、いづみがしみじみとつぶやく。

「東さんは？」

　紬が東にたずねると、東は重箱が入った袋を持ち上げた。

「ボクもたまに行くレストランで、松しよう花か堂どう弁当をテイクアウトしてきたよ」

「お弁当も日本らしいといえば、日本らしいですね」

　紬が微笑むと、東はお弁当を広げ始めた。

　それぞれ持ってきたものを取り分けると、一人分がそれなりの量になる。

「それじゃあ、いただきましょうか」

「いただきます」

　湯気を立てる持ち寄りグルメの前でいづみが手を合わせると、ガイもそれに続いた。

「こうして外で宴会っていうのもいいものだね」

「普ふ通つうは花見の時にやるんだけどな」

　誉が感かん慨がい深ぶかげにつぶやくと、丞が苦く笑しよう交じりに人ひと気けのない公園を見回す。

「たしかにうまいな」

　ガイはおでんに続いて松花堂弁当をつまみながら、しみじみとうなずいた。

「ガイが選んだお酒も趣しゆ味みがいいね」

　ワインを傾かたむけながら、東がほめる。

「日本の酒はあまり詳くわしくないから、色々取り混ぜているが」

　ガイの言う通り、ワインからウイスキー、ウオッカなど種類はもちろん、世界各国のお酒が揃っていた。

「意外とワインとおでんも合いますね」

　紬がつぶやくと、すかさずいづみと密が続いた。

「カレーパンも合いますよ」

「マシュマロも合う」

「二人の場合は当てにならないな」

「違いないね」

　丞と誉が突つっ込こむと、ガイが相そう好ごうを崩くずした。

「ふっ……こうして、皆みんなでうまいものを食べて、酒を飲んで、会話を楽しむというのはいいものだな。楽しむという感情を素す直なおに受け止められるのがうれしいと思う」

　ガイの柔やわらかな表情から、心底そう感じているのが伝わってくる。いづみの胸がじんわりと温かくなった。

「これからも、みんなで飲みましょうね」

「春が来たらお花見に来ましょう」

　いづみが微笑みかけると、紬がうなずく。

「付き合いますよ」

「楽しみだな」

「酔よっ払ぱらい組ぐみ」

　丞と東が口元を緩ゆるめて続けば、密がぼそっとつぶやいた。

「冬組改め、酔っ払い組か」

　ガイがまんざらでもない様子で楽しげに繰くり返かえしながら、ワインを舐なめた。

　その姿にはかつての無機質さはみじんも感じられない。喜びの感情を知る血の通かよった一人の人間が、そこにいた。
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